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　　　一、時来たり　動きはじめる冥ヘルマ王スター









　──白い手──

　女の手──だろうか？　白く、きゃしゃな一本の手。

　目についたのは、そヽれヽだった。

「……え……？」

　一いつ瞬しゆん、何がどうなったのかわからずに、あたしは小さく声を漏もらしていた。

　魔カオ竜スドラ王ゴンを狙ねらった神ラグナ滅・ブ斬レードの一いち撃げきは、たしかにガーヴの赫あかい剣もろとも、その右腕うでを切り落とした。

　しかしあたしもまた魔力が底を尽つき──今はただ、地面にへたり込んだまま、ガーヴをにらみつけるだけ。

　そのあたしを抹まつ殺さつするべく、歩み寄って来た魔カオ竜スドラ王ゴンが──

　いきなり絶ぜつ叫きようを上げたのだ。

　そして今──一本の細い腕が、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの腹から生はえていた。

「……き……！」

　その表か情おに憎ぞう悪おと敵意を刻きざみつけ、ガーヴは肩ごしに、自分の後ろに視線を送る。

「──き──貴様──！　いつ──!?」

　苦痛と怨えん嗟さの混じる声に、あたしはようやく事態を理解した。

　ガーヴの注意があたしに集中した一瞬、誰だれかが後ろから、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの腹を貫つらぬいたのだ、と。

　それも──素ヽ手ヽでヽ。

　むろん、あたしたちではない。並なみの呪じゆ文もんではキズのひとつさえつけられぬ魔や竜　王つに対して、こんなまねができるのは、おそらく──

「さっきからずっといたよ。ゼロス以外は気づいてなかったみたいだけど」

　魔カオ竜スドラ王ゴンの後ろから、すました声がひびく。

　女──ではない。声の調子からすれば──子供!?

　しかしこの声、どこかで……？

「しばらくぶりだね。リナ＝インバース」

　声と同時に、ガーヴの後ろから、ひょこっ、と小さな頭がのぞいた。

「……え……!?」

　思わず小さな呻うめきが、あたしの口からこぼれ出る。

　──それは、知っている顔だった。

　ゆるくウエイブのかかった黒い髪かみ。見たところ、十一、二歳さいの、女の子と見まごうばかりの美少年。

　──そう。

　しばらく前、立ち寄ったガイリア・シティで、ガーヴたち一派の計画をあたしにほのめかし──そして、ゼロスの攻こう撃げきのとばっちりを食くらって死んだはずの、あの男の子だった。

「……あ……あんた……死んだはずじゃあ……？」

　相手の正体を半なかば悟さとってはいながらも、思わず問いかけるあたし。

「死んだ、なんて誰も言ってないよ。きみが勝手にそう思い込んだだけで、ね。

　心ヽ臓ヽはヽ動ヽいヽてヽなヽいヽ。

　ゼロスはそう言ったはずだよ。

　まあ、もともとぼくに心臓なんてあるわけないからね。ないものが動くはずはない。

　──うそは言ってないよ。あいつは」

　いけしゃあしゃあと言い放つ。

　……なるほど……たしかに噓うそは言ってない。ゼロスお得意の、噓ではないが、事実すべてではない、という奴やつか……

「……こ……子供……!?」

　まだよく事態が理解できないのか、かすかにふるえる声でアメリアがつぶやく。

　彼は、そのアメリアに、にっこりほほえみ、

「──そう。子供だよ。子供の姿さ。

　別に、どんなかっこうになってもいいんだけど、けっこう便利なんだ。これが。

　人間っていうのは面おも白しろいもんで、この姿をしてると、あっさり油断してくれるからね。

　おもしろいように引っかかってくれるよ。何をするにしても」

「……なるほど……

　あの時、名乗らなかったのは、そーゆーことだったわけね……」

「──そうか。そう言えば、まだ名乗ってもいなかったね」

　あたしのつぶやきに、彼はしらじらしい口くち調ようで、そう言うと、こちらにかるく会えし釈やくをした。

　──瞳ひとみの奥に、虚うつ無ろの色をたたえたままで。

「ぼくの名は──フィブリゾ。

　冥ヘルマ王スター、と呼んでくれてもいいよ」

　──!?──

　むぞうさな彼の自己紹介に、アメリアが、ゼルが、そしてミルガズィアさんがことばを失った。

　いつの間にか立ち上がっていたガウリイが、光の剣をぶら下げたまま、ちらりっ、とあたしに目をやって、

「……有名人なのか……？　そいつ？」

　予想通りに聞いてくる。

　……やっぱしフィブリゾの名前おぼえてないでやんの……

　文字数多いと名前おぼえられんのか？　お前は？

　ガウリイのボケに、しかし冥か王れは、気を悪くした様子も見せず、小さくひょいっ、と肩をすくめて、

「──まあ、一部では有名みたいだね。人じゃあないけど」

「……それはわかってる……」

　ガウリイは、言ってふたたび光の剣を構えた。

　おそらく──ガーヴにではなく、フィブリゾに向かって。

「……つまりは……あたしは完全にひっかけられた、ってわけね……あんたとゼロスの二人に……」

　つぶやいて、あたしは奥歯を嚙かみしめた。

　ガイリア・シティで死んだふり（？）をすることで、魔カオ竜スドラ王ゴン一派に対する、あたしの怒りをあおり立てた。

　それゆえにあたしは、踊おどらされていると知りつつゼロスのことばに──フィブリゾの計画に乗ったのだ。
















　彼は小さな笑みを浮かべ、

「まあ、たしかに思い通りに動いてくれたね。

　ガーヴも予想通りのこのこ出てきてくれたし。

　──ともかく、積もる話はあとにしようよ。僕には、先にやらなくちゃならないことがあるんだ」

　言ってフィブリゾが、右手で貫つらぬいたままの魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴに、ちらり、と目をやったそのとたん。

「がぁぁぁぁぁっ！」

　それまで動かなかったガーヴが、怒りの咆ほう哮こうと同時に、後ろの冥ヘルマ王スターに向かって左手をふり下ろす！

　──しかし！

　ボッ！

　にぶい破は裂れつ音と同時にはじけ飛んだのは、その魔カオ竜スドラ王ゴンの左腕だった。

　ぎおおおおおおおおおおおおっ！

　絶ぜつ叫きようを上げ、のたうちながら、ガーヴはその場にひざをつく。

「むだだよ。ガーヴ。

　もともとぼくの方が強いんだ。

　それにくわえて、きみが完全じゃあないとなると……

　わかるだろ？　抵てい抗こうするだけ無む駄だだ、って」

　冥ヘルマ王スターは、自らの片手で貫いたガーヴへと静かなまなざしを向けて、

「──一いつ旦たん殺して、混じった人間の部分を追い出してやろうか、とも思ってたんだけど……どうも、変なふうに混じっちゃってるみたいだね……

　さすがに水竜王のかけた束そく縛ばくだけあって、なかなかやっかいなシロモノだよ。

　これじゃあたとえ殺しても、もとの魔カオ竜スドラ王ゴンとして復活させるのは無理みたいだね……」

「……きさまっ……！　きさまっ！」

　フィブリゾを憎ぞう悪おのまなざしでにらみつけ、全身をねじる魔カオ竜スドラ王ゴン。

　しかしもはや、その動きにも口くち調ようにも、死の影かげが濃こくあらわれている。

「──といって、このままの状態で、今さら赤ル眼ビのー魔ア王イ様に絶対服従するとは思えないからね……となればやっぱり……」

「きさまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「結論は一つしかないね」

　ぽつりと言ったその瞬しゆん間かん。




　ぼっ！




　魔カオ竜スドラ王ゴンのその全身が、一瞬にして灰はいと化した！

　──それが──

　魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの、あまりにもあっけない最後だった。

　雪にすら似たまっ白い灰は、風に吹かれて虚そ空らに舞まう。

　──なるほど……

　あたしにはようやくわかった。魔カオ竜スドラ王ゴンが、あれほど冥ヘルマ王スターを忌いみ嫌きらっていたそのわけが。

　圧あつ倒とう的すぎるのだ。その力が。

　いくら不ふ意い討うち、いくらあたしの攻こう撃げきでダメージを受けていたとはいえ、あの魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴを、まるで苦くもなく倒たおすとは……

　事態についていけないのか、はたまた本能的な恐きよ怖うふからなのか、ほかのみんなも、呆ぼう然ぜんとしたままである。

「……あんたの計画通り……ってわけね……これで……」

　その場にへたり込んだまま、顔だけをそちらに向けてあたしは言った。

「ま、大体ね」

　フィブリゾは、ともだちに自じ慢まんをする子供の口調そのままで、

「ぼくがリナ＝インバースを使って何かをたくらんでる──部下のひとりを犠ぎ牲せいにして、ガーヴの部下のひとりに、そう情報を流した。それが最初さ。

　あとは、獣グレーター・王ビーストゼラス＝メタリオムから借りたゼロスの奴やつをきみにくっつけて、様子を見てるだけでよかった」

「……で……あんたは、あたしにいろいろふき込んだあと死んだふりしたのと、のこのこ出てきた魔カオ竜スドラ王ゴンを後ろからぶち倒しただけ……と。

　けっこー楽なしごとしてるわね」

「まあね。

　──けど、つけ加えるならもう一つ。

　異ク界レア黙バ示イブ録ルへの空間の中で迷ったきみを、ゼロスのところへ誘ゆう導どうしたのはぼくだから。

　ゼロスの奴やつも、まあ使える方だけど、あの空間の中じゃあ、さすがに手て間ま取どっただろうからね。

　感謝しろ、とまでは言わないけど」

「……どういう……ことなんだ……？」

　まだよく事情が呑のみ込めないのか、眉まゆをひそめて問うガウリイ。

　あたしは冥ヘルマ王スターを見つめたそのままで、

「──つまりこいつは……

　裏切った魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴを始末するために、おびき出すエサとしてあたしを利用した、ってわけよ」

「そう。それが一つ」

「……一つ……？」

　フィブリゾのことばに、おうむ返しにあたしは尋たずねた。

「まだ何か他にあるっていうの？」

「──おや。もう気づいてると思ったけど？

　それとも、気づいてないふりをしてるだけかな？

　まあ、どっちにしても結果は同じ──ってことになるだろうけどね」

　フィブリゾはあたしから視線をそらし、ガウリイの方に向きなおる。

「──けどまさか、こんなところに烈ゴル光ンのノ剣ヴアまでがあるとは思わなかったけどね。

　そういうことで、きみに決めさせてもらうよ」

「オレに決めた？　何をだ？」

「エヽサヽだよ」

　むぞうさにそう言い放ち、ガウリイの方へと、ゆっくり歩きはじめた。

「──エサ!?」

　あわてて光の剣を構え、大きく後ろに退さがるガウリイ。

「そうおびえなくってもいいよ。エサって言っても、べつに本当に食べようってわけじゃあないんだから。

　おとなしく──」

　その時。

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　一体いつの間に呪じゆ文もんを唱となえていたのか、冥ヘルマ王スターのことばを遮さえぎって、アメリアの声があたりに響ひびいた！

　蒼あおい光の火柱が、まともにフィブリゾの全身を包み込んだ！

　──だが。

　光の消えたそのあとには、表情一つ変えることなく佇たたずむ冥ヘルマ王スターの姿があった。

「……な……!?」

　アメリアの口から驚おどろきの声が漏もれた。

　フィブリゾは、視線をゆっくりとアメリアに向け、

「びっくりしたじゃないか。いきなり崩ラ・霊テイ裂ルトなんてかけてくるから……

　ぼくだったからいいようなものの、下級魔ま族ぞくなら消しよう滅めつしてるよ」

　口もとに笑みさえ浮かべ、子供のいたずらをとがめるような口調で言った。

「……う……そ……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやき、硬こう直ちよくする彼女。

　しかしそれも無理はない。

　崩ラ・霊テイ裂ルトといえば、人間が使える精霊魔術の中では最強とされている攻撃魔術である。普ふ通つうの相手やブラス・デーモンなんぞの下級魔族なら、ひとたまりもなく滅び去る。

　そんなものをまともに食くらって、余よ裕ゆうの笑みさえ浮かべられるとは……

　これが、高位魔族の実力、という奴やつか……

「──さてと……」

　冥ヘルマ王スターは、ふたたび視線をゆっくりとガウリイの方へと戻し──

「それじゃあ、きみには、ぼくといっしょに来てもらおうか。

　ぼくの用意した舞ぶ台たいへ」

「──断わる──と言ったら？」

　ガウリイの手にした光の刃やいばが、一いつ瞬しゆんその輝かがやきを増す。

「言うのは自由だよ。実行できるかどうかは別として」

　フィブリゾは、右手の指を、ぱちんっ！　と鳴らす。

　とたん、ガウリイの光の剣から、輝く刃が消え去った。

「……な……!?」

　ガウリイの口から驚きの声が漏れる。

　──と、いうことは──フィブリゾが、剣から刃を消した!?

「それを、人間が扱あつかうってこと自体がまちがってるんだよ」

　ぱちんっ！

　冥ヘルマ王スターはふたたび指を鳴らす。

　その瞬間、光の剣から生まれ出た、数十本の黒い触しよく手しゆのようなものが、ガウリイの全身をからめ取った！

『……っなっ……!?』

　あたしたちの声がハモった。

　光の剣の柄つかから、そんなものが生はえてくるなど、今までに見たことも聞いたことも──いや、想像したことすらもない。持ち主のガウリイとて、それは同じことだろう。
















「……な……何だっ!?」

　ガウリイは必死でもがいているが、触手は離はなれる気配を見せない。

「──光の剣──なんて勝手な呼び名で、人間はそれを呼んでいるようだけどね。

　それの本当の名は烈ゴル光ンのノ剣ヴア──」

　フィブリゾは、静かな口調で、

「──異界の魔王、闇ダをー撤ク・くスもタのーの、五つの武器のうちの一つだよ」

「……!?……」

　いきなりなそのひとことに、あたしはことばを失った。

　──かつて、あたしがゼロスから呪タリ符スマンを買ったその時、彼が口にしたその名のひとつがそれ──異界の王、闇ダをー撤ク・くスもタのーの名だった。

　呆ぼう然ぜんとするあたしたちにかまわず、フィブリゾはことばを続ける。

「──それを、一体誰だれがどうやったのか知らないけど、こっちの世界に引きこんで、人間にも扱あつかえるようなモノにしちゃったんだ。

　けど、たとえ武器の形をしているとはいえ、それはいわば闇ダをー撤ク・くスもタのーの分身でもあり、一部でもある存も在の。いわば魔族と同じようなものさ。

　──つまりそれは、きみたち人間なんかより、よっぽどぼくに近いものなのさ。

　だからこうやって、ちょっと干かん渉しようしただけで、あっさり同調してくれる。

　本来、魔王の扱う武器だからこそ、リナ＝インバース、あんたがこれに竜ドラグ破・ス斬レイブや、例ヽのヽ呪ヽ文ヽをかけても、容キヤパ量シテイオーバーすることなく、刃やいばとして生み出せた、ってわけだよ。

　──もっとも、きみのあヽのヽ呪じゆ文もんが完かん璧ぺきなものだったとしたら、いくら烈こ光のい剣つでも耐たえられなかっただろうけどね」

　──こいつ──

　あたしは敵意のこもったまなざしで冥ヘルマ王スターをにらみつける。

「気づいたかな？　ぼくがきみに、一体何をさせたいのか。

　──といっても、すなおにぼくのリクエストに応こたえてくれるとは思っていないし、何よりもその様子じゃあ、今すぐ、ってわけにはいきそうにないからね……

　彼を連れて先に行ってるよ。

　──ぼくの町、サイラーグへ」

「……待……」

　あたしがことばを発するより早く。




　ぎぢっ！




　耳ざわりな音と同時に、フィブリゾと──そして、ガウリイの姿が、一いつ瞬しゆんにしてかき消えた！

「──ガウリイ！」

　あたしは思わず立ち上がりかけ、一瞬軽い目まいを起こし、たまらずふたたびしゃがみ込む。

　……おそらく冥や王つは、自分と烈ゴル光ンのノ剣ヴアとを同調させて、ガウリイをからめ取らせたまま空間を渡ったのだろう。

　行き先は──あいつの言った通り、ライゼール帝てい国こく領りよう、サイラーグ・シティ。

　しかし、『ぼくの町』というのは……？

　あとにはただ、呆ぼう然ぜんと佇たたずむあたしたちが取り残された。

「……何が……どうなっているの……？　一体……？」

　つぶやくアメリアの声が、空むなしく風に流れて消えた……




　──夢を、見ていた。

　それが一体、どんな夢だったのか、あたしはおぼえていない。

　──恐きよ怖うふだろうか、悲しみだろうか。よくわからない衝しよう動どうにつき動かされ、あたしはベッドの上に身を起こした。

　頰ほおが濡ぬれている。

　どうやら泣いていたらしい。

　夢の記き憶おくは全くないが、ただ、どうしようもないやるせなさと、頰の涙の跡あとだけが残った。

　──まあ、少なくとも、あんましいい夢ではなかったようである。

　窓をおおうスキ間だらけの板戸から、薄うす暗ぐらい室内に、いくすじか、皓しろい光がさし込んでいた。

　──朝……か……

　なんとなくけだるい気分のそのままで、あたしはベッドから降りた。

　──きのう、あのあと。

　あたしとアメリア、そしてゼルの三人は、竜ドラたゴンちズの・ピ峰ークをあとにして、近くにあったこの村で、宿を取ったのだった。

　よほど疲つかれていたのだろうか。夕食さえもとらぬまま、あたしはベッドに倒たおれるように横になり、そのまま朝を──今を迎むかえたのだった。

　部へ屋やを出て、一階の食堂に足を運べば、そこにはまるで、あたしを待ってでもいるかのように、すでにテーブルについたアメリアとゼルの姿があった。

　ガウリイは──

　無意識のうちに、あたしの視線は彼の姿をあたりに探し──

　……そっか……いるわけないか……

　今さらのようにあたしは思う。

「……あ。おはよー」

　我ながら元気のない、朝のあいさつを交わしてテーブルにつく。

　いまひとつ食欲もわかず、とりあえず、モーニング・セットを二人前だけ注文した。

「……元気？」

　やや心配げな口調で問いかけるアメリアに、あたしは無理に笑顔をつくり、

「……あ。だいじょーぶよ。もう。

　どーやら変な夢見たみたいで、ちょっぴし寝ね覚ざめは悪いけど」

「それならいいけど……」

　めずらしくあいまいに彼女はつぶやいて──

　そして、沈ちん黙もくが落ちた。

　やがて、運ばれてきたモーニング・セットをあたしは黙々とたいらげ──

「──で？　どうするつもりだ？」

　ゼルガディスが、ぽつりとそう問いかけて来たのは、あたしが最後の香こう茶ちやをすすりはじめた頃ころのことだった。

「ゼルガディスさん！」

　とがめるような口調のアメリアは無視して、彼はことばを続ける。

「ここでただ落ち込んでいてもはじまらん。どう動くにしても、動き出すのは早いうちの方がいい」

「──そう──よね……」

　香茶を飲み干し、あたしはつぶやく。

　落ち込んでいるとゆー自覚はないのだが、二人の態度からすると、やはりそう見えるのだろうか。

　なんとなく、小さなため息ひとつをついて、あたしはぽつりぽつりと話しはじめる。

「……冷静に考えるなら……

　相手は冥ヘルマ王スターフィブリゾ──

　あの魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴをいともあっさり倒すわ、崩ラ・霊テイ裂ルトをまともに食らっても顔色ひとつ変えないわ……まさに文字通りの化け物よ……

　あれじゃあたぶん、竜ドラグ破・ス斬レイブあたりを連打してみたところで、奴やつにしてみれば虫に刺さされたようなもんでしょうね……

　つまり、あたしが行ったところで、あいつをどうにかしてガウリイを助け出す、どころか、てきとーに利用されるのが関の山、ってわけよ……

　それに冥や王つは、『あたしが行けばガウリイを無事に返す』とは言わなかったわ。一言も、ね……

　となれば、のこのこ正直に顔を出せば、かえってガウリイの身を危あやうくするだけ。

　──けど逆に考えれば、よ。あたしがいつまでたっても行かなきゃあ、人質のガウリイはある程度安全、ってことになるわ。

　それなら、サイラーグなんかに行かずに、ひたすら逃にげ回り続けた方がかしこい、ってもんよ……」

　言ってあたしはことばを切った。

　しばしの沈ちん黙もくのそののちに、あたしは小さくため息をつき、苦笑を浮かべて、

「……けどまあ……いちおーアレでも、自じし称ようあたしの保護者だし……

　ほっとくわけにはいかないでしょ……」

「──それじゃあ──」

　アメリアのことばにあたしは小さくうなずいて、

「行くわ。──サイラーグに」

「それでこそリナよっ！」

　彼女は満まん面めんの笑みを浮かべ、

「たとえ日ごろの行ない悪くても見境なしの大食いでも気が短くても分別なくても、やる時はやる！　それでこそよっ！」

「……ひょっとして……ケンカ売ってない……？」

「悪意はないわっ！　善意もないけどっ！」

　………………

　まあ……正直なだけエラいかもしんないけど……

「そうと決まれば、さっそくみんなで出発よっ！　サイラーグに向かって！」

「──ちょっ……！　ちょっと待って！」

　ひとり意気ごむアメリアに、あわててあたしは待ったをかける。

「サイラーグには向かうつもりだけど──あたしは、一人で行くつもりよ」

「……え……？」

　あたしのことばに、アメリアの目が点になった。

「一人──って、リナ一人？」

「そう。あたし一人。

　冥ヘルマ王スターの目的は、どーやらあたしだけみたいだしね。みんなでぞろぞろ行ってもしかたないし……」

「確かに理り屈くつだな」

　ぽつり、とつぶやくゼルガディス。

「ゼルガディスさん!?」

　非難の声を上げるアメリアに、しかし彼は、冷静な口調で、

「アメリア、あんたや俺おれがいっしょについて行ったところでどうなるものでもない。

　俺たちの術じゃあ、あの冥ヘルマ王スターには傷のひとつもつけられん。

　なら、ついて行ったところで足手まといになるのがせいぜいだ」

「……そりゃあ……そうかもしれませんけど……」

　どうしようもない事実を指し摘てきされ、アメリアはわずかにうつむいた。

「──しかし、だ。

　だからといって、一人で行って来い、とは言えんな。

　となればせいぜい、俺たちとしては、足手まといにならんことだ」

　あさっての方を向きながら、ぶっきらぼうに言い放つ。

　……さてはこいつ……テレてるな。自分のセリフに。

「──そーですよっ！　やっぱりっ！」

　ゼルのことばに力を得たか、アメリアは、ふたたび表情を輝かがやかせ、

「かなわぬ敵とわかっていても、後ろを見せることはなく、勇気と正義で戦えば、必ず道はひらけるわっ！」

　……そーかなぁ……そーだと人生楽なんだけど……

　内心あたしはゆううつにつぶやく。

　正直な話、あの冥ヘルマ王スターを、知恵とか勇気とか友情とかでどーにかできるとは思えない。

　黄ゴール金デン・竜ドラゴンの長老、ミルガズィアさんでさえ、ガウリイが連れ去られたあの時、冥ヘルマ王スターを前に一歩も動けなかったのだ。

　とはいえここであたしが、一人で行くと言いはってみたところで、二人が首を縦に振ふるはずもない。

「しかし──だ。その前に一つ、はっきりさせておきたいことがある」

　燃えるアメリアとは対照的に、静かな口調でゼルは言った。

「──冥ヘルマ王スターフィブリゾの目的だ」

　……やっぱし……そうきたか……

　彼は、あたしの方をじっと見て、

「あいつがあんたを使って、何かをさせようとしていることは確かだ。

　そして、あいつの口ぶりからすると、あんた、奴やつの狙ねらいを薄うす々うすかんづいてるんだろ。

　なら──」

「──あ。ストップ」

　ゼルガディスのことばをいともむぞうさに遮さえぎったのはアメリアだった。

「どうした？」

「冥あ王いつが何をたくらんでるか、って話なら、聞きたくありません」

「聞きたくない……？」

　完全に予想外の反はん応のうに、ゼルはもちろん、あたしも思わず眉まゆをひそめた。

「そう。聞きたくありません」

「……め……めずらしー反応ねー……『聞きたくない』ってぇのは……

　あんた、正義と真実がモットーじゃなかったの？」

　尋たずねるあたしに、彼女は苦笑を浮かべ、

「──だからこそ、聞きたくないの。

　冥ヘルマ王スターがたくらんでいることなんて、どうまちがっても、いいことのはずがないわ。

　もし、計画のなかみを聞けば、わたしは、逆にあなたを止めなきゃならなくなるかもしれないでしょ。

　──たとえ、ガウリイさんを見捨てることになっても。

　けど、そういうのはいやだから。

　だから──聞きたくないの」

「……なるほど……な……」

　アメリアのことばに苦笑を浮かべるゼルガディス。

「そういうことなら、俺も聞かんことにするか。

　第一、冥や王つの計画を知ったところで、それで冥や王つをどうにかできるとは思えんしな」

「……いいの……？　それで……？」

「いいも悪いもないでしょ」

　自信のない声で問うあたしに、アメリアは、明るい笑顔を返した。

「みんなでガウリイさんを助けに行く──それで十分じゃない？」

　──正直言って──

　あたしにとっては、生まれてはじめてだった。

　仲間というものが、これほどうれしかったことは。




　サイラーグ・シティ。

　ライゼール帝国の、ほぼまん中近い場所にある──いや、あった町である。

　かつては魔ま道どう都市として栄さかえながら、とある魔道士が造り出した魔まじ獣ゆう──ザナッファーにより壊かい滅めつさせられ、死しり霊よう都市、などという不名誉きわまる二つ名で呼ばれることさえもあった。

　それでもいつしか町は復興し、そこそこ大きな町へと発展していたのだが──

　ついしばらく前、とある事件で、ふたたび壊滅の憂うき目に遭あっている。

　……まあ、『とある事件』などと、人ごとのよーに言ったが、その一件には、かくいうこのあたし自身もかなりかかわっていたりする。

　ともあれあの町、今はただの荒こう野やと化しているはずである。なにしろこの目でその光景を見たのだから間ま違ちがいはない。

　かつて町があった場所には、いまや、でっけぇ木が一本、つっ立っているだけのはずなのだが……

　わざわざあんなところに呼び出して、一体何の意味があるのか……

　しかしともあれ、行ってみればすべてははっきりするはずである。

　ディルス王国の、今いる場所から、サイラーグ・シティのあった場所まで、順調に行けば、およそ二十日ほど。

　魔カオ竜スドラ王ゴンの倒たおれた今、もはやあたしたちの行く手を防ぐものはいない。サイラーグへと続く旅は順調に進むはずだった。

　──となれば、あたしのやることは決まっていた。

「爆メガ裂・ブラ陣ンド！」




　ばどぉぉぉん！




『のどひぉもぉぉぉぉぉぉっ!?』

　あたしの呪じゆ文もんが闇やみに閃ひらめき、吹っ飛びまくる野や盗とうたち！

　旅路について、三日目の夜のことである。

　サイラーグへと行く決心はしたものの、ストレスの種はいくつもある。

　さらわれたガウリイは無事なのか。はたしてあたしは、冥ヘルマ王スターのたくらみをはねのけることができるのか。

　夜になり、ベッドに横になったあとも、さまざまな想いが胸を占しめ、よく眠れない日もあった。

　そんな、でりけぇとな乙おと女め心への特効薬といえば、言わずと知れた盗とう賊ぞくいぢめっ！

　日ごろのうさを、ストレスを！　いろんな奴やつへのうらみつらみを！　人権のない盗賊たちにたたきつけ、近所の人には感謝されるわストレス解消にはなるわ、おたからぶん取りひともうけできるわ!!　まさに言うことなしであるっ！

　……まあ……状じよう況きよう変わっても、やってることは変わらん、とゆー説もあるが……

　しかし盗賊いぢめは、人間として生きる上での義務であるっ！

　おーし。言い切ったぞ。

　何はともあれそーゆーことで、あたしは今も、盗賊いぢめに心しん血けつを注そそいでいるわけである。

　夜中にひとり、宿を抜け出し、村から離はなれた森の中、野盗のアジトを見つけ出し、いきなし呪じゆ文もんを連打でたたき込んだのだ。

「……ち……ちょっと待て！　あ……あんたっ、オレたちに恨うらみでもあんのかっ!?」

　あたしの前にへたり込んだまま、情けない声を上げる野や盗とうその一。

「……いやべつに……ただちょっと、最近むしゃくしゃしてたから[image: ]」

「む……むしゃくしゃしたから、だとっ!?」

　正直に答えたあたしに、しかし野盗その一は怒りの表情を浮かべた。

「そんな不条理な話があるかっ！」

「だぁぁぁっ！　不条理なことがキラいなら、野盗なんてやってるんじゃないわよっ！

　とにかくっ！

　これ以上べこべこになりたくないなら、今までぶん取ったおたからを、おとなしくさし出すことねっ！」

「……そんなっ……！　ひでぇっ……！」

「やかましーっ！　あんたたちだって、日ごろ同じことやってるんでしょーがっ！」

　……まあ、他人に害を与あたえるのはへーきだが、与えられるのはとことんイヤ、などとゆー性格だからこそ、野盗なんぞをやってるのだろーけど。

「……く……くそーっ……」

　つぶやきを漏もらした野盗その一の表情が、その時、わずかに変化した。

　──ほほぉう。

「……わ……わかったよ……

　出すもん出しゃあいいんだろ!?　出す！　出すから、頼たのむ！　命だけは……」

　しらじらしいセリフを並ならべはじめた男を無視し、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、あたしは後ろをふり向いた。

　そちらには、やや離はなれた場所から、弓矢であたしの方を狙ねらう男がひとり。

　しかし──甘あまい！

　おそらく、野盗その一があたしの注意を引いているうちに、後ろから射うつつもりだったのだろうが、背後に生まれた殺気も、野盗その一の表情の変化も、あたしは見み逃のがしていなかった。

　ふりかえりざま、唱え終わった呪文を解き放とうとした、まさにその時──

　ぼむっ！

　弓矢を手にしていた男の、胸のあたりが破は裂れつした！

　そのまま男は、ひとたまりもなく倒たおれ伏ふす。

　夜風に混じる濃こい血のにおい。

　あたしがやったわけではない。まだ呪文は発動させていないし、何より今の一いち撃げきは、男の後ろからのものだった。

　そのそばにいた野や盗とうたちが、木々のしげみから飛来した光の塊かたまりに、あるいは頭を、あるいは胸をうち砕くだかれ、次々と地に伏してゆく。

「……な……なんだっ……!?」

　へたり込んだまま、必死で後あと退ずさる野盗にはもはや目もくれず、あたしはあたりの気配を探る。

　まわりをとり巻く森の木々が、三み日か月づきのかかる空の下、黒いわだかまりを生み出す。

　あたりには、ほとんど冷気にすらも似た、鋭するどい殺気が満ちていた。

　むろん、野盗たちの放つものではない。

　これは──ひょっとすると──

「……見つけたぞ……リナ＝インバース……」

　呼びかけは、どこからともなく、風に乗って流れ来た。

　この声は──

「──ラーシャート!?」

　あたしは、どこにいるとも知れぬ相手の名を呼んだ。

「そう。私だ」

　姿は見せぬそのままで、闇やみに声だけが響ひびき渡る。

　竜ジエ将ネラ軍ルラーシャート。

　魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの腹心のひとりで、ゼロスやガーヴやフィブリゾなどの陰かげにかくれて目立たないが、こいつもれっきとした、高位魔ま族ぞくの一人である。

　竜たちの峰ドラゴン・ピークで、魔カオ竜スドラ王ゴンによって傷つけられたゼロスを追って姿を消した。

　それっきり、姿を現わさなかったそのせいと、いろいろごたごたあったせいとで、つい、こいつのことを失念していたが……

「……そーいえばあんたがいたわね……

　存在感なかったんで、忘れてたわ……

　──それで？　追っかけてったゼロスは倒たおしたの？」

　あたりの気配を探りつつ、あたしは闇に向かって言い放つ。

「──いや。倒せなかった」

　あっさりとした答えには、しかし悔かん恨こんの響ひびきは混じっていなかった。

「……それで？　なんだって、今さらのこのこ出て来んのよ？　あんたは？」

「想像はつくだろう？」

　まるで獲え物ものをいたぶるかのような、ねちりっ、とした口調で声は答える。

「きさまやゼロスには、いいように引っかき回されたよ……

　おかげでラルターク殿も倒れ──冥ヘルマ王スターの罠わなにより、わが主、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴ様までが倒れた……」

　──って、おい、まさかこいつ……？

「……あんた……ひょっとして、かたきうち、なんてナンセンスなことする気じゃないでしょーね……？」

「そうだ、と言ったら？」

　ラーシャートの声は、いとも平然と答えた。

　こら待てっ！　お前はっ！

「ち……ちょっと待ったっ！

　考えてもみなさいよっ！　そもそもみーんな、計画立てたフィブリゾの奴やつが悪いんだから、しかえししたけりゃああいつにしてねっ！」

　あわててあたしは責任を、冥ヘルマ王スターフィブリゾになすりつける。

　正直に言わせてもらえば、あたしはこんなのとは戦いたくない。

　いまいちインパクトも薄うすく、ともすれば二流以下、という感のあるこいつだが、それは単に、ほかの魔族たちがケタ外はずれなせいでそう見えるだけの話である。

　こいつとて、かりにも竜ジエ将ネラ軍ルと呼ばれる身。となればおそらく、竜ドラグ破・ス斬レイブの二、三発、では、倒すことは無理だろう。

　ゼロスはどこかへとんずらこいて、冥ヘルマ王スターはサイラーグでのんびりしている。今この状況でこいつと戦い、無事に勝ちをおさめる自信はない。

「──冥ヘルマ王スターに復ふく讐しゆう、か──」

　声は静かな口調で答えた。

「だが──仮かりにこの私が冥や王つにかかっていったところで、逆に倒されるのは目に見えている。

　しかし今、冥ヘルマ王スターに復讐をするならば──

　私にできることは一つ。

　すなわち、計画の核ヽを潰つぶすことのみ──」

「ちょっと!?　まさか──!?」

　あたしが言い終えるより早く。

　ぎむっ！

　空間がきしんだ音を立て、あたしのまわりをとりまくように、いくつかの光の点が出現した！

「!?」




　ぐごぉうっ！




　闇やみを裂さき、音と光が閃ひらめき響ひびく。

　すんでのところで、倒たおれ込むようにその場を跳とび退のき、あたしは難を逃のがれた。

「……さすがにこれくらいはかわせるか……」

　声は、横手から聞こえた。

　そこには、闇の中から浮き出たように佇たたずむ人ひと影かげが一つ。

　竜ドラゴンの鎧よろいに身をかため、右手に抜ぬき身みの剣をぶら下げた男──

　言うまでもない、竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートだった。

　あたふたと逃にげゆく野や盗とうたちには目もくれず、竜将軍は、じっとあたしに視線を送る。

「しかし、そういつまでも逃げられるとは思うなよ……

　モルディラグ！」

　ラーシャートの声と同時に、あたしの背後に殺気が生まれた！

　もう一匹ぴきいるのかっ!?

　後ろをふり向く間を惜おしみ、あたしは大きく横に跳ぶ。

　赫あかい光が闇を裂き、たった今まであたしのいたあたりの地面に突き立った。

　なんとか一撃をかわし、あたしがそちらをふり向けば、宙に浮かぶ影ひとつ。

　それは、人間の女性によく似ていた。

　ただし──上半身だけは。

　つくりものの面めんのように、表情のない端たん正せいな顔。透すけるような白い肌はだに、闇やみ色いろをした長い髪かみ。

　しかし、その腹から下の部分は──

　はらわたとも木の根ともつかぬものが、無数にからまりあいながら、でたらめな方向に伸のびていた。

　そのほの白い姿が、ぼうっ、と闇の中に浮かんでいるのだ。

　なかなかブキミと言おうか、子供が見たら、夢に見そうなコワさがある。

　モルディラグと呼ばれたそれは、感情のかけらも見せぬその顔を、じっとこちらに向けている。
















「……へぇ……まだこの期ごにおよんで、あんたについてこうなんてもの好きな奴やつがいたんだ……」

　油断なく二人（？）に目をやりながら、あたしは減へらず口をたたいた。

　しかしラーシャートは、あたしのことばにも余よ裕ゆうの笑みを浮かべたまま、

「ブラス・デーモンやレッサー・デーモンなら、まだいくらでも呼べるぞ。

　──そのあたりのを使って、数にものを言わせる、という手もあるが──

　数は少なくとも使える奴がいれば、きさまを逃がさぬようにするには十分だ」

　なるほど、少数精せい鋭えい、というわけか……

　これは──はっきし言って、とことん不利である。

　見たところ、このモルディラグという奴、強さは以ま前えに戦った、デュグルドやグドゥザと同じ、くらいのものだろう。

　決して倒たおせない相手ではないだろうが、それはあくまでも、一対一で戦えば、の話である。

　ラーシャートが主戦力となり、こいつがサポート役に徹てつするならば、逃げることすら難むずかしい。

　となれば、どうするか……

「行くぞ！　リナ＝インバース！」

　しかしこちらの方ほう策さくも決まらぬうちに、一方的に宣言し、ラーシャートは、自分のまわりに数個の光の球を生む！

「──くっ！」

　あたしは大きく横に跳とび、手近に生えた木の陰かげへとまわり込む。

　がぐぅんっ！

　ラーシャートの放ったエネルギー球が、盾たてにした木をぶち砕くだいたその時、あたしは呪じゆ文もんを唱となえつつかけ出していた。

　しかし、いくらも行かぬそのうちに──

　行く手の闇が、一いつ瞬しゆんゆらりっ、と霞かすんでゆれて、モルディラグの白い姿を生み出した。

　空間を渡ったか!?

　しかしこれは、こっちの予想のうちである。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　白い魔族の出現と同時に、唱え終えた呪文を解き放つ！

　相手の精神に、直接ダメージを与あたえる術である。この一撃で倒すことはむずかしいだろうが、当たればイタいことは間ま違ちがいない。

　相手がよけた一瞬を狙ねらってその場を突っ切る──つもりだった。

　しかし。

　ぢっ！

　モルディラグが無言のまま、一瞬にして生み出し、放った光の槍やりが、あたしの放った光の槍を、いともあっさり撃げき墜ついした！

　なんとっ!?

　間かん髪はつを入れず、ふたたび光の槍を生み出すモルディラグ。

　呪文を唱える暇はない。あたしはあわてて転進する。

　えーいっ！　こーなればっ！

「──観念しろ！　リナ＝インバース！」

　次の呪文を唱えはじめたあたしの後ろから、竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートの声が響ひびいた。

　またもや進路を変えたあたしの横手で爆ばつ光こうが閃ひらめく。

　たてつづけに放たれる攻こう撃げきを、あたしはなんとかかいくぐりつつ、ラーシャートから離はなれる方へとダッシュをかける。

　そしてこちらの予想通り、またまた行く手に姿を見せるモルディラグ。

　かかった──

　その瞬しゆん間かん、あたしは呪力を開放した！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　この世界の魔王、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの力を借りた術である。かりにこの一撃で倒せなかったとしても、かなりのダメージは受けるはず。となればどこかにスキも生まれる。

　闇やみに生まれた赫あかい光が、白い魔族に向かって収しゆう束そくし──

　ぐおおおおおっ！

　獣けものにも似た雄お叫たけびは、あたしの後ろから聞こえた。

　同時に、竜ドラグ破・ス斬レイブの赫い光が、闇の中へと溶け消えた！

　なんとっ！

「そうはいかんぞ！」

　勝ちほこった声を上げるラーシャート。

　そうか！　こいつがすんでのところで、モルディラグを狙ねらったあたしの竜ドラグ破・ス斬レイブをうち破ったか！

　一応こいつも高位魔族。これくらいの芸はできても不思議ではない。

　しかしこうなると──これはかなり本格的にまずい。

　モルディラグを倒すこともできず、逃げることもできないとあっては、このままでは、なぶり殺しになるだけである。

　神ラグナ滅・ブ斬レードを使えば、倒せないことはないだろうが、あれはよけられればおしまい。なおかつ、それで魔力の尽つきたところを、もう片方に攻撃されればひとたまりもない。

　となれば──

　などとあれこれ考えていたその時。

　モルディラグの放った光の槍やりから身をかわすべく、大地を蹴けったその足もとが、ずるりっ、とすべった。

　──しまった！

　倒たおれ込みそうになるのを、それでもなんとかこらえて右に跳とぶ。

　しかし──

「──っくぅっ！」

　瞬間、左足に、灼やけるような衝しよう撃げきが走った。

　着地と同時にバランスを崩し、あたしはその場に倒れ込んだ。

　浸しみるような痛みは、この時になってはじめてやって来た。

　足をすべらせ、よけそこねたのだろう。見れば、ブーツの足首あたりが、ほとんど炭すみと化している。

　実際はどれくらいのダメージなのか、見ただけではわからないが、もはや足首から先の感覚はなく、動かすこともできない。

「──どうやらこれまでのようだな……リナ＝インバース……」

　言いながら、ラーシャートは、ゆっくりと近づいて来る。

「その足では、もはや動くこともできまい……」

　彼はあたしからやや離れた場所で立ち止まり、静かな視線をこちらに向けた。

　モルディラグは、やはり依然無言のまま、やや離れた場所にじっと漂っている。

「人間にしては、なかなかやる方だったが、しょせんはまあ、こんなところか。

　恨うらむなら、きさまに目をつけた冥ヘルマ王スターを恨むことだな……

　……しかし、楽には死ねるとは──」

　ラーシャートは、そこでいきなりことばを切ると、白い魔族の方を向き──

「モルディラグ！」

　叫んだその瞬間。

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　アメリアの声が闇やみに響ひびいた！

　しかしそれよりわずかに早く、白い魔族は闇やみの中へと溶け消えた。

「ちっ……余計なのが来たか……」

　ラーシャートは舌打ちひとつして、ふたたびあたしに向きなおり、

「──命拾いしたな……今は……

　しかしまだ時間はある。

　無事にサイラーグまでたどり着けるとは思うな」

　言いたいことだけ言い放ち、竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートは、一いつ瞬しゆんにして闇へと消えた。

「リナ！」

　ほとんどそれと入れ違ちがいに、しげみをかきわけ、やって来るアメリアとゼルガディス。

「だいじょうぶ!?」

「……ちょっと……足をやられたけど……

　それより二人とも、なんでここに？」

「あれだけ村の近くで騒さわげば、誰だれだって見に来るわよ。

　それより傷は？」

　アメリアは、あたしの足をひと目見て、わずかに眉まゆをしかめてから、『復リザレ活クシヨン』の呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　ふつーの傷なら『治リカ癒バリイ』で十分なのだが、『復リザレ活クシヨン』なんぞを使っているところからすると、どーやらかなりヒドい傷だったようである。

「俺おれたちが着く前に消えたあいつ……たしか、ラーシャートとかいう奴やつだったな」

　ゼルガディスのことばに、あたしは小さくうなずいた。

「……なんか……どーやらガーヴのかたきを取りに来たみたいね……」

「かたきを？」

　あたしのことばに、ゼルはかすかに眉をひそめた。

「……そいつは……えらくまた律りち儀ぎな奴だな……魔族のくせに」

「あたしもそう思う。

　見たと思うけど、モルディラグ、とかいう、白いのを一匹連れてたわ」

「なるほどな……と、いうことは──」

「──そうね……」

　あたしは険けわしい表情で、夜空をあおいでつぶやいた。

「……どうやら……旅はあんまし順調にいきそうにないわね……」




　広い通りを荷馬車が行き交かい、あたりを埋うずめる人々の波がざわめきを生み続ける。

　道端には露ろ店てんが軒のきを並べ、とりどりの品物を売る、売り子の声が混じって響く。

　ディルス王国南端の町、ルアルド・シティ。

　ラルティーグ王国との国境近くにある、交こう易えきの町である。

　旅をはじめてはや六日。あたしたちは、ようやくここまでたどり着いていた。

　ここからラルティーグ王国を通り抜け、ライゼール帝国へと入り、サイラーグへと行くルートである。

　一いつ旦たん他の国を通る──というと、遠回りのように聞こえるが、これがサイラーグへの最短コースだったりするのだ。実は。

「……それじゃあまあ、今日はここで一泊ってとこね」

「えぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　言ったあたしのそのことばに、アメリアは、やたらおおげさな声を上げた。

「どうしてよっ!?

　ガウリイさんも敵の手に落ち、ラーシャートがわたしたちを狙ねらっている以上、ゆうちょうにしている暇はないはずよっ！

　それに、サイラーグへ着いてしまえば、ラーシャートも手出しはできなくなるはずっ！

　となればゆっくりしていないで、次の町を目ざすのよっ！」

　力いっぱい言い放ち、びしぃっ！　と、あさっての方の空を指さす。

　……いや……言いたいことはわかるんですけど……

　人ごみのまっただ中で、正義の熱血ポーズはやめろ。当人はへーきなんだろーけど、いっしょにいるこっちはとことん恥はずい。

　……あ。ゼルガディス、向こうで他人のフリしてる。

「……あのねぇ、アメリア」

　ぐぐぐいぃっ、とにぎりこぶしに力をこめる彼女の片手をあたしは引っぱり、その耳もとに小さな声で、

「サイラーグに着いたら、たしかにラーシャートは出て来なくなるでしょーけど……かわりにフィブリゾがいるのよ……あそこ……」

「……[image: ]っ……」

　冥ヘルマ王スターの名に、思わず頰ほおに汗するアメリア。

　たしかにラーシャートは、やっかいな奴やつではあるのだが──サイラーグで待つ冥ヘルマ王スターフィブリゾは、それに輪をかけた相手である。

「──まあ、急がなきゃなんないことは事実だけど、ね。

　たしかにまだ陽も高いけど、今からここを出たんじゃあ、次の村や町に着く前に、たぶん陽が暮くれちゃうわ。

　野宿、なんてことになったら、ラーシャートに『襲おそってくれ』って言ってるよーなもんだし、そうでなくても、無理して体調でも崩くずしたら、よけいに旅が遅おくれるでしょ？」

「……そりゃあまあ……そうだけど……」

　アメリアは、なにやら複雑な表情で、あたしを正面から見つめ、

「リナ、あなた……ガウリイさんのこと心配じゃないの？」

「──そりゃあまあ……もちろん心配だけど……」

　あたしはなんとなく視線をそらし、ぼりぼり頰を搔かきながら、

「けど何て言うのか、ほら、ガウリイってば、殺しても死なない、ってイメージあるじゃない。

　それに、なんとなく、ガウリイは無事だ、って気がするのよ。

　……まあ、あくまでも『なんとなく』だけど、ね」

「……なるほど」

　一応納なつ得とくしてくれたのか、つぶやいて、彼女はかすかにほほえんだ。

「とにかくそれじゃあ、今日はここで一泊、ということね」

「そーね。とりあえず、どっかそこいらに宿取って、荷物置いて……」

　言いながら、あたしはあたりをきょときょと見回し──

　──!?──

　通りの一点で、あたしの視線が止まった。

　あふれかえる人ごみの中、一瞬見えたあの姿は──

「……どうしたの？　リナ？」

　問うアメリアに、あたしはそちらに目をやったまま、

「……見まちがいか、ただの他た人にんのそら似かもしんないけどね。

　──いたのよ。さっき、そこに」

「何が？」

「……知った顔の相手が……」

「だから、誰？」

　あたしは一瞬ためらってから、その名を、小さく舌の上に乗せた。

「──冥ヘルマ王スター──フィブリゾよ」

「まさか!?」

　彼女は小さく声を上げた。

「あいつ、サイラーグで待つって言ってたでしょ!?　それがなんでこんな所に!?」

「わかんないわ。単にあたしの見み間ま違ちがいって可能性──」

　言いかけたことばが喉のどもとで凍こおりつく。

　あたしが視線を送るその向こう──

　人ごみがわずかにとだえたあい間を縫ぬって、黒く小さなマント姿が一瞬──しかし、確かに見えた。

　ゆるくウエイブのかかった黒い髪かみ。女の子とまちがえそうな、整ととのった顔立ち。

　つぶらな──しかし、底冷えするような色の光を奥おくに宿したその瞳ひとみは、たしかにあたしの方を見ていた。

　──間違いない。あれは──

　思ったその次の瞬間。

　彼の姿は、人の波に呑のまれてあっさり見えなくなった。

「いたわ！　あっちよ！」

　声を上げ、あたしはそちらに向かってかけ出した。

　通りを埋うずめる人々を押おしのけかき分け、なんとか彼のいたあたりにたどり着いた時には、しかしあたりに冥ヘルマ王スター──らしき相手の姿はなかった。

「本当にいたのか？」

「間違いない──はずよ……」

　すこし遅れてついて来た、ゼルガディスの問いに、あたしはやや自信のない口くち調ようで答えた。

　間違いないとは思うのだが、なにしろ、見えたのはわずかに一瞬のことである。

　それに、もはやあたりには──

「あそこ！」

　いきなり大きな声を上げ、アメリアは、通りの一角を指さした。

　そこには、大通りから伸びる路ろ地じの奥へと歩みを進める、小さな黒いマント姿。

「追うわよっ！」

　一方的に宣言し、あたしはふたたび人ごみをかき分け、そちらへと向かう。

　──そこは、一本の細い路地だった。

　路地というよりもむしろ、建物どうしのすき間、といった方がいいかもしれない。

　人がひとり、なんとか普ふ通つうに通れるほどの幅はばである。

　左右に高くそびえ立つレンガの壁は、路地を闇やみに埋めていた。

　はるかむこうから、ぽつりと明りが漏もれているところからすると、やはりこの先はどこかの通りにつながっているのだろう。

　その漏れ来る光に生まれ出た、一点の黒い染しみのように、こちらに背を向け、奥へ奥へと歩み行く、小さな黒い影かげひとつ。

　ここからでは、その後ろ姿しか見えないが──やはりそっくりである。

　冥ヘルマ王スターフィブリゾに。

「──ちょっと！」

　路地の奥へとあたしがかけたその声に、しかし黒い人影は、気づいたふうもなく、ただ黙もく々もくと歩みを進める。

　しかたなく、あたしは路地へとかけ込んだ。

　アメリアとゼルの二人もすぐあとに続く。

　道幅が狭せまいせいで、ショルダー・ガードがややジャマになるが、いちいち外しているヒマはない。

　あたしたちが追っていることに気づいているのかいないのか、黒い影は、右手に伸びた別の路地へと入ってゆく。

　──むろん、あれが冥ヘルマ王スターフィブリゾなら、あたしたちの存在に気づかないわけはないのだが。

　影はなおも無言のまま、細く薄うす暗ぐらい路地を通り抜けてゆく。ゆったりとした足どりにもかかわらず、小走りに追いかけてゆくあたしたちとの差は一向に縮まらない。

　──ということはやはり、少なくとも、普通の人間ではないということか。

　なおもしばらく進むうち、唐とう突とつに、目の前の空間がひらけた。

　小さな家が一軒けん、なんとか納おさまるほどの広さがそこにはあった。

　意識してつくられた広場、というわけではないだろう。まわりを窓のないレンガの壁かべが高く取り囲み、薄暗い影でこの場所を覆おおっている。

　しかし、あたりをざっと見回しても、もはやあたりに人影はない。

　そこから伸びる路地を見渡してもみたが、やはり誰も見当たらなかった。

「……消えた……な……」

　ゼルがぽつりとつぶやいた。

　消えたことそれ自体は、それほど不思議なことでもない。相手がフィブリゾだとすれば、空間を渡って姿を消すことくらい、ぞうさもないことだろう。

　しかし、わからないのは、どうせ姿を消すのなら、なぜ、あたしたちを誘さそうようなまねをしたか、である。

　──あるいは──ひょっとして

「よく来てくれたな。リナ＝インバース」

　聞きおぼえのある声は、あたしたちの後ろ──たった今通って来た、路地の方から聞こえて来た。

　あわててそちらをふり向けば、黒いマントを身に纏まとい、静かに佇たたずむ小さな人影。

　──たしかにそれは、冥ヘルマ王スターフィブリゾの姿形をそなえていた。だが──

「この姿でうろつけば、必ずついて来ると思ってたよ──」

　その口から漏もれ出る声は、しかし少年のそれではなく、大人の男のもの──

　竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートの声だった。

　その姿が、ゆらりっ、とかすんで揺ゆれて、次の瞬しゆん間かん、竜の鎧よろいを身につけた、見覚えのあるあの姿へと変化した。

「……なるほど……どうやらまんまと一いつ杯ぱい食くわされたみたいね……」

　あたしは苦い口調でつぶやいた。

　高位の魔族にとって、人の姿はしょせんかりそめにしかすぎない。となればおそらく、彼らにとっては、どんな姿だろうと思いのまま。

　ラーシャートにしてみれば、フィブリゾと同じに外見を変えるなど、造ぞう作さもないことだっただろう。

「この前は今一歩で邪じや魔まが入ったが……ここなら逃げることもできまい」

　たしかにラーシャートの言う通り。

　この場所では、あたしたちに逃のがれる術すべはない。かりに路地に駆かけ込んだとしても、そこを魔まり力よく弾だんか何かの飛び道具で攻こう撃げきされればひとたまりもない。

　それに、いまだ姿を現わしてはいないが、あのモルディラグとかいう白い奴やつも、どこかこの近くにいるはずである。

　くわえて相手は竜将軍。さらに、町の中とあっては、こちらとしては、あんましド派手な術をぶっ放すわけにもいかない。

　不利は重々承知だが、何はともあれ、こーなった以上、なんとかやってみるより他ほかに手はないっ！

　あたしたちは、思い思いに口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　そして──

「ゆくぞ！」

　ラーシャートの声があたりにこだました。








　　　二、わが行く手塞ふさぐ竜ジエ将ネラ軍ルラーシャート









「じゃっ！」

　蛇へびのうなりにも似た気合いとともに、ラーシャートが、手にした剣けんをふり下ろす。

　はるか間合いの外である。普通なら、単なる素す振ぶりにしかならないが──

　びゅいっ！

　剣のひとふりが生み出した衝しよ撃うげ波きはのようなものが、空そ間らを切り裂さき飛来する！

　とっさにその場を飛び退のく三人。

　ラーシャートの放った一撃は、空むなしく宙を切り裂いて、レンガの壁かベに当たって消える。

　命中したレンガの壁には、なんの変化も見られないが、かといってそれが、人間に無害なモノのはずもない。

　とりあえず反撃開始！　あたしは、唱となえ終わった呪じゆ文もんを解き放つ。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　魔力を振動波と化して、目標をぶち砕くだく術である。むろん、こんな術、ラーシャートはむろんのこと、本来精神生命体たる純魔ま族ぞくには、ダメージを与えることすらできはしない。

　しかしあたしが狙ねらったのは、赫あかい竜ジエ将ネラ軍ルではなく、手近のレンガ壁だった。

　──正直な話、あたしには、竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートを倒すことのできる呪文に、二つだけ心当たりがあった。

　その一つはほかでもない、あの魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴをすらも切り裂いた神ラグナ滅・ブ斬レード。

　しかしあれは、剣の形をしているだけあって、近づいていって当てなければならない。たとえこの場所で術を発動させたとしても、ラーシャートが空に逃げればそれで終わり。単なる魔力のムダ使いとなる。

　一いつ旦たん近くの壁をぶち抜き、そこから逃げると思わせて、追ってきたラーシャートに、室内という限定空間の中で、神ラグナ滅・ブ斬レードで攻撃をしかける！

　──つもりだった。

　だが。

　あたしの放った振ダム動・ブ弾ラスは、レンガの壁に散り砕け──

　それだけだった。

　岩の壁さえうち砕くはずの一撃を受け、しかしレンガの壁には、傷のひとつもついてはいない。

「……なっ……!?」

　思わず驚おどろきの声を漏もらすあたし。

「無む駄だだ！　リナ＝インバース！

　まだ気づかぬか!?　すでにこの場はわが結けつ界かいのうち！　ここでどんな攻撃呪文を使ったとて、本来の町には傷のひとつもつけられん！　おめおめ逃げられるとは思うなよ！」

　あからさまな嘲ちよう笑しようを送りつけてくるラーシャート。

　……なるほど……どうあっても、ここで決け着りをつけるつもりか。

　しかしラーシャートの今のことば、逆を言うなら、たとえあたしがここで竜ドラグ破・ス斬レイブあたりをぶっ放しても、町に被害は出ない、ということになる。

　……まあ……ンなものをぶっ放して、町はともかく、中にいるあたしたちは平気なのか、はなはだ疑問ではあるが……

　などとあれこれ思ううち、アメリアが呪文を完成させた。

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　しかしそれより一いつ瞬しゆん早く、ラーシャートの姿がかすかにゆらめいた。

　その全身を、青白い火柱が包み込み──次の瞬間、竜ジエ将ネラ軍ルのその姿が、青い光の中に砕け散る！

「──やった!?」

　疑念の声を上げるアメリア。しかし──まだ！

　彼女の後ろの空間が、ゆらりっ、と小さくゆらめいて、剣をふり上げたラーシャートの形を生み出した！

　精神体のかけらをオトリに残して、本体は空間を渡る。かつてある魔族が使ったのと同じ手である。

　ラーシャートは、ふり上げた剣を、アメリアに向かって──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　次の一撃は、ゼルの放ったものだった。これは予想してなかったか、竜将軍は今度こそ、まともに光に包まれた！

「ぐああああっ！」

　怒りの咆ほう哮こうを上げるラーシャート。

　──だが──それだけだった。

　アメリアが、あわててその場を飛び退くのとほとんど同時に、青い光の柱はあっさりかき消えた。

「……こざかしいっ……！」

　ラーシャートは怒りにその顔をゆがめ、ゼルに向かって剣風の衝撃波を放つ。

　ゼルガディスは、その一撃を楽々とかわし──

　その瞬間。

　ゆらりっ、と空間がゆらめいて、白い魔族、モルディラグが姿を現わした。

　ゼルガディスのすぐ後ろに！

「──なにっ!?」

　バランスを立てなおすいとまもあらばこそ。

　モルディラグの生んだ魔力の矢が、ゼルを直撃した！

「があっ!?」

　たまらず倒れ伏ふすゼルガディス。

　どうやら命に別状はなさそうだが──これは、早めに決け着りをつけなければ、状況は悪くなる一方である。

　となればまずは、まだ何とかなりそうなモルディラグの方を攻せめるっ！

「冥ラグ王ナ降・ブ魔ラ陣スト！」

　あたしは唱えていた呪文を解き放つ！

　しかしそれよりわずかに早く、白い魔族はふたたび虚こ空くうに身を隠かくした。

　あたしの生んだ魔力の柱は、むなしく空に闇やみのプラズマをまき散らす。

　モルディラグが姿を消したタイミング、あたしの術から逃れた──というには、やや早すぎた。

　おそらく、誰だれかに一撃を加えてふたたび虚空へと逃げる、というのが、あらかじめ予定していた戦法なのだろう。

　ほとんど通り魔のよーなやりくちだが、それだけに、やっかいなことこの上ない。いつ、どこに現われて、一体誰を狙うのか。すべては白い魔族のきまぐれ次第。

　となればその行動パターンを先読みして、攻撃をしかけることはほとんど不可能。

　なおかつこちらが術を使うには、どうしても、呪文を唱えるだけの時間がかかる。これでモルディラグの戦法に対応するのはむずかしい。

　──ガウリイと光の剣があれば、まだなんとかなるのかもしれないが、ないものねだりをしてみたところでしかたない。

　つまりは結局、神ラグナ滅・ブ斬レードあたりでラーシャートに勝負をかけるのみ！

　そうと決まればさっそく実行！　ぐずぐずしているヒマはないっ！

　増幅の呪タリ符スマンの力を借りて、あたしは呪文を唱えはじめた。




　──天そ空らのいましめ解き放たれし

　　　凍こおれる黒き虚うつ無ろの刃やいばよ

　　　我が力　我が身となりて

　　　共に滅ほろびの道を歩まん

　　　神々の魂たましいすらも打ち砕き──




　神ラグナ滅・ブ斬レード──ただし、不完全バージョンの方である。

　完成版の方がたしかにパワーがあるのだが、あれは消しよう耗もうが激しすぎる。一撃目をはずせばあとがなくなる。

　むろんこちらとて消耗は激しいが、持続時間は多少あるし、これで十分通用するはずだった。

　あたしはラーシャートに向かってダッシュをかけて──

「──む!?」

　こちらの動きに気がついて、彼がふり向いたその時、あたしはすでに、そのま近にまで迫っていた！

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」

　至し近きん距きよ離りで、あたしは術を発動させた！

　かまえた両の手のひらの中に、闇の刃が生まれ出る！

　そのままあたしはラーシャートに向かって、つき上げるように切りつけた！

　しかし──

「ちぃっ！」

　舌打ちひとつをあとに残し、ラーシャートは大きく横に跳とび退のいて、あたしの一撃をからくもかわす。

　──思ったよりも動きが速い!?

　今の間合いなら、剣で受けて来ると踏ふんでいたのだが──まさかよけられるとは……

　闇の刃を警けい戒かいしてか、あわててあたしから距離を取るラーシャート。

　えぇいっ！　こーなったら実験その一っ！

　神ラグナ滅・ブ斬レードを発動させたまま、ラーシャートの立っていた場所を走り抜け、レンガの壁に切りつける。

　ざむっ！

　おしっ！　手ごたえありっ！

　ラーシャートの結界で護まもられているはずの壁を、闇の刃は、いともあっさりと切り裂いた！

「馬ば鹿かな!?　私の結界を!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるラーシャート。

　おしっ！　いけるっ！

　あたしはさらに黒の刃をふるい、レンガの壁に、人ひとりが、なんとか通れるほどの穴あなを切り裂く。

　言うまでもない。最初の案──ラーシャートを室内におびき寄せて、神こ滅　斬れで勝負をかける、というあれをやるのだ。

　とはいえあたしも消しよう耗もうはしている。あと一度、神ラグナ滅・ブ斬レードの不完全版を、短い時間発動させるのでせいいっぱい、といったところか。

　しかしともあれ、やるっきゃないっ！

　──などと思ったその矢先。

　ラーシャートが、あたしたちから大きく間合いを取って飛び退いた。

「──まさか……私の結界が破られるとは……！　まあいい！　勝負は次回だ！」

　一方的に言い放ち、虚空へとその姿を消した。

「……え……!?」

　あまりにも唐とう突とつなその退場に、思わず眉まゆをひそめるアメリア。

「退いてくれた──か……？

　それとも、そう見せかけて、あたりに潜ひそんだか……？」

　なんとか身を起こし、油断なく、あたりに視線を送るゼルガディス。

　しかしもはや、あたりには、何の気け配はいも存在しなかった。

「……どうやら……本当に行ったみたいね」

　つぶやいて、あたしは大きく息をついたのだった。




「……うーん……」

　小ヒツジのワイン炒いためをナイフとフォークでつっつきながら、あたしは低いうなりを漏もらした。

　料理がマズい、というわけではない。特上──とまではいかないが、かなりいい味に仕上がっている。

　あたしが考えているのは別のことだった。

　ルアルド・シティでの襲しゆう撃げきから、はや三日が過ぎていた。

　その間、ラーシャートの襲撃はなく、あたしたち三人も、ようやっとライゼール帝国の領りよう内ないへと入っていた。

「──どうしたの？　リナ？」

　あたしが漏らしたうめき声に、アメリアは、クリームソースのたっぷりかかった、ロブスターの酒さか蒸むしをぱくつきながら問いかけて来る。

「いや……ちょっと、ね……

　いろいろ考えてたもんで……」

　言って付け合わせのにんじんをひと口。

「いろいろ？」

「うん。

　……ルアルド・シティで、ラーシャートの奴やつ、あたしに結界破られて、やたらあっさり引き下がったけど……

　なんでだろ、って思って」

「これまでだってそうだったじゃない」

　ポテトをぱくつきながら言うアメリア。

「ほら。関係のない人を巻き込むのをいやがってたでしょ？」

「そう。それなのよ……

　連中がなんで今まで、関係のない人間を巻き込むのをいやがっていたんだろーか、って　考えて……」

　眉み間けんにシワ寄せ、つぶやいたあたしに、アメリアとゼルの二人は、何を今さら、といったふうな視線を送る。

「──竜ドラゴンやエルフを味方につけるためのポーズ、だな。

『我々はカタートの連中とは違う』というのを見せたかったんだろう？」

「それに、目立たないためね」

　ゼルのことばにアメリアが続ける。

「あまり大きな騒ぎを起こすと、冥ヘルマ王スターに、自分たちの動きが知られる。

　それを恐おそれてのことね。

　実際のところはつつぬけだったみたいだけど」

「……そーなのよ……」

　二人のことばに、気のない返事でうなずくあたし。

　たしかに、今二人が言ったのこそが、魔カオ竜スドラ王ゴン一派が、あたし以外の人間を傷つけたがらなかった理由だろう。

　──そこまではわかる。しかし──

「リナさん!?」

　とーとつなあたしへの呼びかけは、後ろの方──店の戸口から聞こえた。

　──え……？　この声って……？　

　思わずそちらをふり向けば、そこには見知った人影ひとつ。

　としの頃なら二十歳前後、さらりと伸ばした黒い髪かみ。薄うすい紫むらさきの神官衣にその身を包んだひとりの女性。

「──シルフィール!?」

　そう。

　それはかつて、サイラーグの町で出会い、セイルーンまでの旅路をともにしたこともある彼女だった。

　──たしか、セイルーン・シティで、イメージと現実とのギャップを絵に描かいたようなフィルさんと出会って卒そつ倒とうしたはずだが……

　……ま、そういつまでも失神してるわけはないか……

「どーしたのよシルフィール!?　なんであなたがこんな所に!?」

　テーブルの間を縫ぬってやって来た彼女にあたしは問いかける。

「なぜ……って……

　この近くで、数日のうちに、いくつも盗とう賊ぞく団だんが壊かい滅めつしたって話を聞きましたし、この町にたどり着くと、宿で全メニューを制せい覇はしている、胸の小さい女魔道士がいる、って噂うわさを聞いたものですから、もしや、と思って……」

　……ケンカ売っとんのか……？　この女は……？

　まあ、たしかに彼女、見た目は楚そ々そたる美人だし、ことばづかいもていねいだが、なかなかいい性格をしているところがあった。

「そーじゃなくてっ！　何の用で、こんなところにいるのか、って聞いてんのよっ！」

「それは……と……その前に」

　シルフィールは、ゼルガディスの方に向きなおり、

「お久しぶりです。いつかはいろいろとお世話になりました」

「ああ。──堅かた苦くるしいあいさつは苦手だが……元気でやってるようだな」

「ええ。おかげさまで」

　言って彼女は、こんどはアメリアに視線を送り、

「こちらのかたは？」

「アメリア＝ウィル＝テスラ＝セイルーンです」

　わざわざ席を立ち、会えし釈やくする彼アメ女リア。

「ごていねいにありがとうございます。私は、シルフィール＝ネルス＝ラーダと申しま……」

　言いかけたシルフィールの表情が、笑顔のままで一瞬凍いてつく。

「……アメリア……ウィル＝テスラ……セヽイヽルヽーヽンヽ……さん……？」

「──そう」

　ふるえる声でつぶやくシルフィールの耳もとで、あたしはぼそりっ、と小声でつぶやく。

「アコガレのフィリオネルおうぢ様の娘さんよ」

「いやあああああああっ！　言わないでぇぇぇぇっ！　そのことはぁぁぁぁぁっ！　思い出したくないぃぃぃぃぃぃっ！」

　半泣きで、頭をかかえて叫さけぶシルフィール。

　どーやらあの一件、完かん璧ぺきに心ト理ラ外ウ傷マとして残っているよーである。

　……まあ……気持はわからんでもないが……

　もう慣なれたつもりのあたしでさえ、さっきのセリフをささやいた時には、思わず全身にトリ肌はだが立ったぞ。

　フィルさんを直接知らないゼルガディスと、もともとそれがふつーのアメリアは、きょとんっ、とした表情で、そんなあたしたちのやりとりを眺ながめている。
















「……と……ところで……」

　それでもなんとか持ち直したか、シルフィールは顔を上げ、あたしの顔を正面から見すえて、

「見たところ──ガウリイさまの姿がありませんけど……」




　ぎぎくぅっ！




　……そ……そーいえばこのひと、ガウリイに気のあるよーなそぶりを見せていたが……

「……まさか……？」

　ずずいっ、と一歩詰つめ寄られ、あたしはイスに座ったまま、反射的に身を後ろにそらした。

「まさかリナさん!?　誰かに安く売ったとか!?」

「売れん売れん」

「それじゃあ、光の剣を奪うばって、ガウリイさまは道ばたに捨ててきたとか!?」

「どーゆー目であたしを見てるのよっ!?　あんたはっ!?」

「それじゃあ一体どうしたんですかっ!?　ガウリイさまはっ!?」

「……ガ……ガウリイは……」

「ガウリイさまは!?」

「……冥ヘルマ王スターフィブリゾにさらわれちゃった[image: ]　てへっ[image: ]」

　──ごく一瞬の短い間を置き──

「……………………はうっ。」

　シルフィールはその場に卒倒した。




「……卒倒している場合じゃあなさそうですね……」

　意外にも、わりとあっさりもち直し、彼女はあたしの隣となりの席に腰かけた。

　──ひざがちょっぴしふるえているところからすると、まだ完全には立ち直ってないみたいだけど……

「とにかく──まずは聞かせていただけますか？　一体何があったのか」

　言われて、あたしとゼル、そしてアメリアはたがいに顔を見合わせた。

　事情を説明することはたやすい。

　しかしそれは、とりもなおさず、この一件に彼女を巻き込むことになる。

　……とは言っても、考えてみれば、もう冥ヘルマ王スターの名前出しちゃったし、『巻き込むことになるから話さない』なんて言ったところで、はたしてシルフィールが納なつ得とくしてくれるかどうか……

「……そうね……」

　しばらく考えたそののちに、あたしはため息とともにつぶやいた。

「けど──話をする前に、ひとつだけ確かめておきたいの。

　これって、かなり大きな事件よ。

　聞いた以上は、たぶん、何らかの形でまき込まれることになるわ。

　……まあ……聞いたあとで、『やっぱし聞かなかったことにする』ってテはあるかもしんないけど……

　それでも──聞く？」

「聞きます」

　迷まようことなく。きっぱりと。

　シルフィールはあたしの問いにうなずいた。

「オーケイ。わかったわ」

　あたしたちは、今までのおーざっぱないきさつを彼女に話しはじめた。

　ゼロスのこと。魔カオ竜スドラ王ゴンたちのこと。異ク界レア黙バ示イブ録ルのこと。冥ヘルマ王スターのこと。

　ガウリイが連れ去られ、それを追ってあたしたちが、サイラーグへと向かっていること。

　──そして今、あたしが、ガーヴ一派の生き残り、竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートに、命をつけ狙ねらわれていること。

　──あたしがすべてを話し終えてしばし。

「……そういういきさつですか……」

　シルフィールは、しずかな声でつぶやいた。

　しかし落ち着いた口調のうちに、必死で内心の動どう揺ようを抑おさえようとしていることは、その表情を見ればわかる。

「つまり──ガウリイさまは、あヽなヽたヽをヽサイラーグへと呼び出すそのために、連れて行かれた、ということですね……」

「……そ……そーゆーことね……」

　何かしらコワいものを感じ取り、思わず後ろに退くあたし。

「……なるほど……」

　しかし彼女は、何やら一人で考えながら、しきりと『なるほど』をくり返す。

「……あ……あの……シルフィール……？」

　あたしの呼びかけに、ようやく彼女は視線をこちらに向け、

「──そういえば、まだ話していませんでしたね。私がなぜ、こんなところにいるのかを」

　とーとつに、彼女は話題を切り替えた。

「……え……ええ……」

「私はセイルーン・シティで、魔法医をやっているおじさんの家にごやっかいになりながら、その助手のようなことをさせてもらっていました」

　ややめんくらうあたしにはかまわず、彼女は語りはじめた。

「──そんなある日。

　患かん者じやさんの一人から、おかしな話を聞いたんです。

　──その患者さんは、旅の商人をやっておられたんですけど──

　こうおっしゃるんです。

　しばらく前にサイラーグを通ったら、あの大きな木がなくなっていた。

　一体どうしたんだろう、って」

「神フラ聖グー樹ンが──なくなってた？」

　シルフィールのことばにあたしは眉まゆをひそめた。

　──サイラーグの町のどまん中には、巨大な一本の木がある。

　周囲の瘴しよ気うきを吸い取り、成長の糧かてとするそれは、神フラ聖グー樹ンの名で知られていた。

　サイラーグの町がふたたび壊滅した今となっては、荒こう野やのどまん中に、その神フラ聖グー樹ンがただ一本、静かに佇たたずんでいるだけのはずだが……

「それって……折れた、とか切り倒された、ってこと？」

　あたしの問いに、しかし彼女は首を横に振り、

「いいえ。ことば通り『なくなっていた』そうです」

　……なくなってた……ってあんた……

　あの神フラ聖グー樹ン、山──とまでは言わないが、丘ほどの大きさはあった。根もと近くの幹みきの太さは、町のひと区ブロ画ツクがすっぽりおさまるくらいある。

　そんなやたらとデカいモノが消えた、というのは……？

「私も、おかしな話だと思って、いろいろ詳くわしく聞いてみたんですけど──」

「それで？」

「よけい話がややこしくなりました」

　すました口調でさらりと言う。

「いろいろと聞けば聞くほど、だんだん話がかみあわなくなって……

　あらためて聞いてみると──

　サイラーグには町がある、ということだそうです」

「……は……？」

　彼女の言ったことばの意味がわからずに、口もとに運んだ香こう茶ちやのカップを宙に止め、あたしは思わず声を出していた。

「町がある……って……どういうこと？」

「そのままの意味です。

　サイラーグは壊滅なんてしていなくて、ちゃんと町もあったし人も住んでいた。

　ただ──神フラ聖グー樹ンだけが、きれいさっぱりなくなっていた、ということです」

「……はあ……」

　眉をひそめて、あたしはあいまいにつぶやいた。

　サイラーグが壊滅した。

　それは、間違いのない話である。

　なにしろあたしが、そして、ゼルやシルフィールも、その目でたしかにその瞬間を目撃したのだから。

　あの事件から、まだ半年ほどのものである。こんな短期間で、ひとつの町が荒野から完全復ふつ興こうするわけもなし。神フラ聖グー樹ンがなかった、というのもおかしな話である。

「どこか別の町とかん違いしてたんじゃあないんですか？　そのひと」

　それまで沈ちん黙もくを続けていたアメリアが、横から口をはさむ。

「わたしも、サイラーグの町が原因不明の壊滅をした、って話は聞いてます。町の中に、神フラ聖グー樹ンという大きな木が生えていることも。

　まさかそれがもう、復興したとは考えられませんから」

　原因不明の壊滅、って……

『……あ。』

　あたしとゼルは、思わず顔を見合わせて、同時に声を上げていた。

　──よく考えたら、あたしたち、サイラーグでの事件のこと、ぜんっぜん彼女に話してなかったっけ……

「……何か？」

　きょとんっ、とした表情で問うアメリアに、ゼルは片手をかるく上げ、

「──あ。いや。

　それについては、またあとで話す。

　それより、カン違いじゃないか、という話だが……？」

「私ももちろん、それは考えました。

　それで、旅のひとが立ち寄る酒さか場ばなんかに寄って、いろいろ聞いてみたんですけど……

　そこでもおかしな話になってました。

　最近サイラーグへ立ち寄った、というかたたちはみんな、やはりそのかたと同じことをおっしゃるんですが──

　それ以前にサイラーグを通った人はこうおっしゃるんです。

　町なんかなかった。大きな木が一本、荒野に立っていただけだ、と。

　つまり、ある時期を境さかいに、完全に話がくい違ってきているんです」

　……うーむ……

　なかなか変な話である。

「けど……よ。かん違いじゃあない、ってことは──どういうことなの？」

「わかりません」

　問いかけるあたしに、彼女はあっさり首を左右に振った。

「わからないからこそ、こうやって、自分の目で確かめに行くんです」

「確かめに行く……って、あたしの今の話聞いて、それでもサイラーグへ行くつもりなの!?」

「もちろんです。

　ガウリイさまがとらわれていると聞いて、引き返すわけにはいきませんし。

　──ただし──」

　彼女はしばし、何やら考え込むかのようにことばを切って、

「私は一人で、リナさんたちより早く行かせていただきます」

「一人で……って、行ってどーすんのよ」

「もちろん、できるならば、私が一ヽ人ヽでヽガウリイさまを助けます」

『むちゃなっ！』

　あたしとアメリア、そしてゼル。三人の声がきれいにハモった。

「相手は冥ヘルマ王スターフィブリゾよっ！　悪の権ごん化げ！　破壊の王！　生きとし生ける存も在のの敵！

　そんなのを相手に、一人でなんて無理よっ！」

「無理は承しよ知うちです」

　アメリアのことばに、しかしシルフィールは落ち着いた口調であっさり答える。

「けれど──リナさんが冥ヘルマ王スターのもとへ行けば、ただではすまないことは確かです。

　フィブリゾがたくらんでいるのは、おそらく、世界規き模ぼでの計画でしょうから」

　言って、ちらりっ、と意味ありげな視線をあたしに向ける。

　……どーやら彼女もまた、フィブリゾの狙いが何なのか、だいたい感づいているようである。

「かといって、行くな、ガウリイさまを見捨てろ、とも言えません。

　──なら、最良の手段は、誰かが先行して、ガウリイさまを助け出すことじゃあありませんか？

　──できる、できないは別にして、の話ですが」

「そりゃあそうだけど……」

「先行するのが一人、というのが心細いのは事実ですけど、リナさんが、魔カオ竜スドラ王ゴン一派の生き残りに狙われている以上、そちらを手て薄うすにするわけにもいきません。

　となればやはり、私一人が先行する、というのがベストだと思いますけど」

「たしかにまあ、ベストと言えばベストかもしんないけど、とことんリスクが大きいでしょーが」

「それなら、リスクの少ない案、というのが、リナさんにはあるんですか？」

「……[image: ]っ……！」

　イタいところを突かれ、あたしは思わず絶ぜつ句くした。

　実際のところ、今のあたしたちにしてみても、『ガウリイがつかまってるから、とりあえずサイラーグへ向かおう』というのが本当のところ。リスクがどーのこーのという、はるか以前の話である。

　たとえ冥ヘルマ王スターを倒すことはできないとしても、なんとか裏をかいて出し抜く方法を考えなければならないところなのだが……

　一つだけ、ごく簡単に、しかも完全に冥ヘルマ王スターの裏をかく案はある。

　竜ドラたゴンちズの・ピ峰ークを立ち去るとき、黄ゴール金デン・竜ドラゴンの長老、ミルガズィアさんも言っていた。──ひょっとしたら私は、今、ここでお前を殺しておくべきなのかもしれない、と。

　たしかにあたしが、何かであっさり死ぬようなことになれば、それで冥ヘルマ王スターの計画はおしまいである。

　ミルガズィアさんがそれをやらなかったのは、その方法が、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴと──つまり魔族とかわらぬやりくちだったからである。

　それで結局、あたしにすべてを賭かけて任せる、なんぞとかっこいいことを言い、竜ドラたゴンちズの・ピ峰ークにとどまり、傍ぼう観かん者しやたることを選んだようだが……

　しかしかりに、ここであたしが死んだとしても、ガウリイが無事に帰ってくる保証もないし、フィブリゾの方にしてみれば、『計画はポシャッたが、魔カオ竜スドラ王ゴンは始末できたから、ま、いーか』といった程度のものだろう。

　それに何より、あたしはまだまだ死にたくない。

　それで結局あたしたちは、これといった対策もないまま、サイラーグへの旅路を続けているのだ。

　たしかに、シルフィールの案は、無策よりははるかにいいが、しかしそれは、彼女をかなりの危険に晒さらすことになりかねない。

「危険、という点でしたらご心配なく。

　私だって死にたくはありませんから。相手が冥ヘルマ王スターと知って、なおかつ無茶なことをやるつもりはありません。

　──それに何より。

　私は、こういう方法を取ったらどうか、と提案しているわけじゃあありません。私がこれからどう動くつもりなのかを言っただけです」

「つまりは──止めても無む駄だ、ということか」

「そういうことです」

　ゼルの問いに、シルフィールは、迷うことなくきっぱりうなずいたのだった。




　こんっ、こんっ。

　扉とびらを叩たたくその音に、あたしは部屋の戸口をふり向いた。

　その日の夜。

　全員が、宿のそれぞれの部屋に引きあげた後である。

　あたしもそろそろ眠ろうかと、マントとショルダー・ガードを外し──

　そこにそのノックの音がしたのだった。

「リナさん、起きてますか？」

　扉の向こうから聞こえて来たのはシルフィールの声。

「うん。起きてるけど──」

　答えてあたしは、かけ金を外し、扉を開ける。

　そこには、えらく真剣な面おも持もちで、じっと佇たたずむ彼女の姿があった。

「話したいことがあるんですけど──かまいませんか？」

「……え……ええ……いーけど……

　どーしたの？　いきなし改まって？」

　彼女は無言のまま、扉を後ろ手に閉めて、そなえつけの、安づくりないすに腰かけた。

　それに向かいあう形で、ベッドに腰を下ろすあたし。

「単刀直入に聞きますけど──」

　ひた、とあたしの瞳めをまっすぐのぞき込みながら、シルフィールは言った。

「リナさんは、ガウリイさまのこと、どう思ってます？」

「脳のうミジンコの剣術バカ」

「…………」

　問われて迷わず即答したあたしに、しかしシルフィールはなぜかしばし絶句した。

「……そういうのじゃあなくて、です。

　好きか嫌きらいか、というのを聞きたいんですっ！　私はっ！」

「……そりゃあまあ……嫌いだったらいっしょに旅なんてせずに、しばき倒して取るもの取ってとんずらこいてるわよ。あたし」

　……はふ……

　彼女はなぜかあさっての方を向き、深いため息ひとつつき、

「……わかりました……

　聞きかたを変えます。

　しばらく前、サイラーグからセイルーン・シティまで、旅をご一いつ緒しよさせていただいたことがありましたね。

　その時にも一度、なぜガウリイさまといっしょに旅をしてらっしゃるのか聞きましたけど、あの時のあなたの答えはこうでした。

　光の剣が目当てだからだ、と。

　けれど今日、話を聞いたかぎりでは、光の剣もまた魔族のようなもの。それが冥ヘルマ王スターの手に渡ったとあれば、もはや返って来ることはないでしょう。

　──かりに冥ヘルマ王スターをだし抜いて、ガウリイさまを無事助け出すことができたとしたら──

　その時、リナさんが、ガウリイさまと一緒に旅をする理由はなくなるわけですね」

「……あ……」

　そーか。冥ヘルマ王スターだのなんだののことで頭がいっぱいで、そこまで考えてなかったけど……たしかに彼女の言う通り。

　もはや一旦奪うばわれた光の剣が返ってくることはないだろうし、そーすると当然、うまくガウリイを助け出せたとしても、そのお礼に光の剣をぶん取る……もとい、もらい受けるのは無理である。

「……そーか……そーよねー……そーすると、いっしょに旅する理由、なくなっちゃうんだ……」

　つぶやいて腕を組み、考え込むあたしに、シルフィールはなぜか苦笑を浮かべ、

「……ひょっとして……いっしょに旅する理わ由けを探してません？」

「……へ……？」

「もし図ず星ぼしだとしたら──なんでそんな理由を探すんです？」

　苦笑のままで問いかけられて、あたしは思わず絶句した。

　……いや……なんで……って言われても……なんでだろ？　

「──わかりました」

　一体何がわかったのか、シルフィールは、やはり苦笑を浮かべたままでいすから立ち上がる。

「私は明日の朝早く、宿を発たちます。

　ガウリイさまは、なんとか私が助け出してみせます」

　…………

「それじゃあリナさん、おやすみなさい」

　あいさつを残して彼女は部屋をあとにした。

　──あとはただ──

　なぜかは自分でもわからないが、たまらないやるせなさだけを胸にかかえたあたしが一人、部屋の中へとり残された──




「──本当に行っちゃいましたね。シルフィールさん」

　おだやかな朝の光に満たされた、草原の中を横切る道を行きながら、アメリアはぽつりとつぶやいた。

　翌日の朝、あたしたちが目を覚さました時には、すでにシルフィールは宿を発ったあとだった。

「むちゃをしなければいいんですけど……」

「──けどまあ、当人も、そんなムチャをする気はない、って言ってたし、少なくとも、あたしの巻きぞえでラーシャートに狙われることはないでしょーから、ま、おーむねだいじょーぶなんじゃない？」

「けど、きのうのあの口ぶりからすると、あのひとひょっとして、ガウリイさんのこと好きなんじゃあない？」

　気楽な口調のあたしに、アメリアは、なおも不安の残る声で言った。

「……へえ……よくわかったわね。きのうちょこっと話しただけで」

「わかるわよ。普通は。

　──けどそれなら、いくら口では『むちゃはしない』なんて言っても、いざ実際にガウリイさんを目の前にした場合、思わず動いちゃう、ってことはあると思うけど」

　……[image: ]っ……ひ……ひょっとしたら、そーゆーこともあるかもしんない……特にシルフィール、思い込みの激しいタイプみたいだし……

　しかし、あたしたちが足を早めて追いついたところで、彼女はやはり、先にサイラーグへ行こうとするだろうし……

　うーん……問題がとことん山やま積づみしてるなぁ……

　そしてここにも問題がひとつ。

　あたしたち三人は、ほとんど同時に足を止めていた。

　……ざわりっ……

　草原の緑が風に音を立てた。

　あたしたち三人のほかには、街道を行く人影はない。

　まっすぐに伸びる道の果はてには、ただただ青空が連つらなるばかり。

　──ついしばらく前まで、向こうには、山が見えていたはずなのに、である。

　一体いつの間に術中にはまったのか──

「ラーシャートの結界ねっ！」

　油断なくあたりを見回し、アメリアが言う。

　まわりには誰の姿も見えず、ただ、むこうずねほどの高さの草が、あたり一面に生おい茂しげるばかりである。

　と。その時。

　ざざざざざざざっ！

　街道の右手の草の一部が大きく波打った。まるでその中を、巨大な獣けものがはい回ってでもいるかのように。

　草のうねりは不規則な動きを見せながらも、確実に、こちらに向かってやって来る。

「来るぞっ！」

　ゼルガディスの声と同時に、うねりがぴたりっ、と静まった。

　同時に後ヽろヽに生まれる殺気！

　前のはフェイントかっ!?　

　口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、思い思いの方向へと跳ぶ三人。ほとんど同時に、後ろから飛び来る閃せん光こうが風を灼やく。

　光の来た方をふり向けば──そこはただ、風に波うつ草が茂っているばかり。たった今まであったはずの殺気もきれいに消えている。

　さては──空間を渡ったか!?　

　思った瞬間、ふたたび殺気が生まれ出た。

　あたしたちの後ろ──ついさきほど、草がうねりを見せた方である。

　やはりその場を離れながら、危険を承知でふり向けば──

　しゅぶっ！

　草を薙なぎ分け、一条の光がアメリアに向かって飛来した！

「!?」

　とっさに身をかわした彼女の、髪の数本を灼きちぎり、光は蒼そう穹きゆうへと消える。

　光が放たれたのは草の中から。たしかにそこには、一瞬前まで殺気があったが、何の姿も見えはせず、今はその殺気すらない。

　空間を渡ったなら、姿くらいは見えてもよさそうなもんだし、何かが草の中にひそんでいる様子もないし──

　──まさか、ひょっとして……？

　あたしは呪文を唱えはじめた。

　光はなおもたてつづけに、あちらこちらから草をかきわけ、飛来する。

　アメリアとゼルは、呪文の準備はできたようだが、相手の姿が見えないことにとまどって、逃げることのみに徹てつしている。

　そして──あたしの呪文が完成した。

「獣ゼラ王ス牙・ブ操リ弾ツド！」

　指先から伸びた光の帯は、あたしの思考のおもむくままに、空中でその軌き道どうを変え──

　草原の一角、緑なす大地へとつき刺ささった！




　るぐぉぉぉぉぉぉぉぉっ！




　絶ぜつ叫きようが、頭の芯しんに直接響ひびく。

　ゆらりっ、と、あたりの景色が一瞬ゆがみ──

　あとには、もと通りの光景があたりにひろがった。

　遠くには、山の連なりが見える。

　そう。結界を破ったのだ。

「今の結界──大地のすべて、世界そのものが魔族の体だったんでしょ!?　竜ジエ将ネラ軍ルラーシャート！」

　どこかにいるはずの敵に向かって、あたしは声を上げた。

「──その……通りだ……」

　声に一瞬遅おくれて空間がゆらぎ、朱あか黒ぐろい甲かつ冑ちゆうを纏まとったラーシャートがその姿を現わす。

「……よく見抜いた……たしかにあの結界は私そのもの……もう少し追い込めるかと思ったが……」

　心なしか、声に張りがないところからすると、どーやら今の一発は、そこそこ効きいたようである。

　……しかし……結界という形を取っていたとはいえ、つい今しがたまで、こいつの体の中に入っていたかと思うとあんましぞっとしないけど……

「……まあいい……こうなれば、正面から戦うまでだ！」

　言って、ずらりっ、と剣を引き抜く。

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　同時にアメリアが呪文を解き放つ！

　しかし！

「効かぬわっ！」

　一いつ喝かつと同時にふり上げた、ラーシャートの一刀が、青い光の柱を縦たてに断ち割った！

　だが、それを待ってでもいたかのように、ゼルが呪力を開放した！

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　今度こそ、青い光の柱が、まともにラーシャートを包み込んだ！

「ぐおおおおおおおっ!?」

　ラーシャートの悲鳴があたりにこだました！

　しかしこの一撃だけで、こいつを倒すのは無理だろう。アメリアは、間かん髪はつ入れず、ふたたび崩ラ・霊テイ裂ルトの呪文詠えい唱しように入る。

　だがこの時、後ろにもう一つの殺気が現われた！

　モルディラグかっ!?

　しかし、いきなし現われることは予想のうちである。ラーシャート用にと唱えていた呪文を、あたしはふりむきざまに解き放つ！

「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆ア！」

　かざした右の手のひらから、魔力の炎の帯が生まれ、白い魔族に向かってつき進む──はずだった。

　しかし──

　術を発動させるはずの『力あることば』は、むなしく風に流れただけだった。

　そんな!?　術が使えない!?　

　呪文詠唱や動作、精神コントロールは完かん璧ぺきだったはず。ならばなぜ──

　あたしの術が空振りに終わったそのスキに、モルディラグが、アメリアに向かって、数条の光の槍やりを生み放つ。

　しかし彼女は、いともあっさりとそれらをかわす。

　──だが、今、あたしの術が発動しなかったというのは──？

　まさか、いつかマゼンダに術を封ふう印いんされた時のように、ラーシャートの結界の中で、封印をかけられたとか──？

　疑問があれば即実験！　あたしは続けて、竜ドラグ破・ス斬レイブの呪文詠唱に入る。

　この頃ようやく、呪文を唱え終わったアメリアが、モルディラグに向かって崩ラ・霊テイ裂ルトを解き放つ。

　ぅおおおおんっ！

　しかしアメリアの一撃は、ラーシャートのおたけび一つで、いともあっさりとうち破られた。

　間髪入れず、ゼルガディスがモルディラグの方を向いたまま、崩ラ・霊テイ裂ルトの呪文を唱える。

「いくどやったとて無駄だ！」

　そのゼルを、鼻先で笑うラーシャート。

　かまわずゼルは呪文を完成させ──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　同時に、モルディラグを護まもるべく、おたけびを上げるラーシャート。

　しかしっ！

　こぅっ！

　蒼あおい光の柱は、白い魔族ではなく、ラーシャートの方を直撃した！

「なぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　驚きよう愕がくの叫さけびを上げるラーシャート。

　なるほど。モルディラグを狙うと見せかけておいて、気配で捕らえたラーシャートの方を狙ったか。

　だがこれも、あまり効いているとは思えない。

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　間を置かず、あたしは唱え終わった術を放つ。

　虚こ空くうに生まれた赫あかい光が、ラーシャートに向かって収束する。

　──ちゃんと発動した!?　

　しかしこの攻撃は、ある程度読まれていたのか、ラーシャートは、手にした魔剣で、赫い光を斬きり散らす。

　ちちぃっ！　だめかっ！

　しかし、今度はちゃんと術が発動したところからすると、別に魔力を封印されたわけではなさそうである。

　となれば、さっきはなぜ──

　………………

　──もしかしてっ!?　

　その瞬間、ある想像があたしの脳のう裏りに閃ひらめいた。

　たしかにそう考えてみれば、いろいろなことでつじつまが合う。

　予想が正しいかどうかは、まずは実験してみるべしっ！

　続いてまたもや竜ドラグ破・ス斬レイブを唱えはじめる。

「そんな小技！　いくら出したところで無駄なことだ！」

　ラーシャートが生み出し、放った剣風の衝撃波から、あたしはあっさり身をかわし、ふたたびラーシャートに向かって竜ドラグ破・ス斬レイブを解き放った！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　──同時に──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　アメリアが、こちらはモルディラグに向かって術を放つ！

　ナイスっ！　わざと術を発動させるタイミングをずらして、別の相手への同時攻撃を狙ったか！

　これならラーシャートは、モルディラグを見捨てるか、さもなくば自分が竜ドラグ破・ス斬レイブを食らって、白い魔族を助けるかの二に者しや択たく一いつを迫せまられる。

　しかし！

「甘いわっ！」

　竜将軍の一いつ喝かつと同時に、蒼あおい火柱と赫かつ光こうと、二つが同時にけし飛んだ！

　性質も目標も違う二つの術を同時に消し去った!?　

　……こいつ……なんちゅー器用なマネを……

　さすがに竜ジエ将ネラ軍ルの二つ名は、ダテではないということか。

　実際、崩ラ・霊テイ裂ルトをぽんぽか受けながらも、まだまだ平気で動き回っている。

　だが──こういうのはどうだっ!?　

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　あたしはしつこく、ラーシャートに向かって術を放った。予想通り、いともあっさり防がれるが、なおもかまわず、またまた竜ドラグ破・ス斬レイブを唱えはじめる。

　この間むろん、アメリアやゼルも、呪文を唱えては、あるいはラーシャートに、あるいはモルディラグにと攻撃をしかけてはいるのだが、そのことごとくが防がれている。

　そんなことのくり返しが、しばらくの間ひたすら続き──

　──おーし。そろそろか。

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　何発目かの竜ドラグ破・ス斬レイブをラーシャートが防いだのを合図に、あたしは肩で荒い息をする。

「……くっ……！　そろそろ魔力が……」

「どうした!?　リナ＝インバース!?」

　聞こえよがしに漏もらしたあたしのつぶやきに、ラーシャートはあざけりの声を上げた。

「つまらん術を連発して、魔力が尽つきたか!?　愚おろかな！」

　言って、大きく剣をふりかぶる。

　あたしを援えん護ごするべく、崩ラ・霊テイ裂ルトを唱えるアメリア。

　呪文が完成するその直前。

「アメリア！　あっち！」

　叫さけんであたしは、後ろの白い魔族を指さす。

　言われて彼女は、一瞬にして、攻撃目標をラーシャートからモルディラグへと移す。

　──あたしの想像が正しければ──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　瞬間、蒼あおい火柱が、今度こそまともにモルディラグの全身を包み込んだ！

　やっぱりっ！

　ぉぉぉおおおおおおおぉぉぉぉぉぉん……

　獣けものの遠とお吠ぼえにも似た断だん末まつ魔まのうなりを残し、白い魔族は光の中に消滅した。

「──しまった！　モルディラグ！」

　悔かい恨こんの声を上げるラーシャート。

「ちぃっ！　この借りはいずれ返すぞっ！」

　ラーシャートは、アメリアを、ぎっ！　とにらみつけ、しらじらしい捨てゼリフひとつを残して虚空に消えた。

　──あたしの予想していた通りに。

　ひとまずの戦いが終わったそのあとには、いぶかしげな顔で佇たたずむアメリアとゼル、そして、余よ裕ゆうの笑みを浮かべたあたしが残された。

「……どういうことだ」

　しばしの沈黙が続いたそのあと、ゼルガディスは、あたしに疑問の視線を投げかけた。

　アメリアもまた同様に、もの問いたげな目でこちらを見ている。

　聞きたくなる気持はよくわかる。

　あたしにしろ、ラーシャートにしろ、今回は戦いかたがムチャクチャだった。

　こちらは後半、ただただひたすら竜ドラグ破・ス斬レイブを連打してただけだったし、ラーシャートは、ここぞ、という時にモルディラグへのガードをしなかった。

「──つまり。

　ラーシャートを倒す手が見つかった、ってことよ」

　あたしは二人に、小さくほほえんで言った。




　石を敷しき詰つめた街道は、小高い丘の向こうへと、まっすぐに伸び、消えていた。

　右手に小さな林と、遠くに山が見えるほかは、ただ一面の麦畑。

　この丘を越えれば、次の町が見えてくるはずだった。

　午後のうららかな陽ざしの中、あたしはひとり、伸びゆく道を歩いていた。

　──そう。一ヽ人ヽでヽ、である。

　アメリアとゼルの二人には、シルフィールのあとを追い、ひと足先にサイラーグへと向かってもらったのだ。

　理由はむろん──その方がなにかとやりやすいから。

　前回の襲撃から、すでに四日が経たっている。アメリアたちとは、一日ぶんほどの遅れが出ているだろう。

　人の姿もない街道を歩みながら、あたしは、ひたりっ、と足を止めた。

　……この場所は、以ま前えにも通ったことがあった。

　その時はガウリイと二人で、やはりサイラーグへと向かう途中だった。

　ちょうど同じこの場所で、敵の襲撃にあったのだが──

　なんかのたたりでもあるのか。この場所は。

「殺気がモロ出しになってるわよ。竜ジエ将ネラ軍ルさん。

　それで待まち伏ぶせのつもりなら、及きゆ第うだ点いてんはあげられないわね」

　あたしは風につぶやいた。

「──とりまきどもの姿が見えんな」

　声は、あたしの後ろからした。

　風にマントをたなびかせ、ゆるりとそちらをふり向けば、緑なす大地を背景に、佇む竜りゆうの甲かつ冑ちゆう姿。

「先にサイラーグに行ってもらったのよ。

　二人がいっしょだと、あたしとしても、あんまし思い切ったことはできないし、ね」

　あたしのことばにラーシャートは、太い笑みを口もとに浮かべた。

「──ほぉう。それはつまり、死ぬ覚かく悟ごができた、ということか？」

「逆ね。あんたなんか、本気を出せば、あたし一人で十分だ、ってことよ」

「大口を叩たたきおって。……しかし、いずれにしても……」

「そう！　ここで決け着りをつけるわよっ！」

　言ってあたしは後ろに跳とび、間合いを広く取ってから、呪文の詠唱に入る。

「いいだろう！　望むところだ！」

　ラーシャートがかざした左の手のひらから生まれた数発の光球が、あたしを目がけてつき進む！

　あたしは大きく横に跳ぶ。ひと息遅れて、ラーシャートの放った光球は、街道の敷しき石いしに当たってはじけ、大地にいくつもの穴をうがつ。

　おーしっ！　一気にけりをつけるっ！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

「無駄だと言ったはずだぞ！」

　あざけりの声を上げるラーシャート。

　しかし、あたしが狙ったのは彼ではない。

　生まれ出た赫あかい光は、彼の足もと、大地に炸さく裂れつした！




　グゴォゥンッ！




　まき起こった爆ばく発はつに、風がふるえ、草がなびく。

　むろんこんなもので、魔族たるラーシャートにダメージを与えることはできないが──

　爆音の余よ韻いんも消えぬそのうちに、あたしは次の呪文を唱えつつ、舞い上がる砂すな埃ぼこりをつっ切って、ラーシャートのいた方へとつっ走る！

　砂埃の壁をつき破り、飛び出たところには、やや間を置いて佇たたずむラーシャートの姿があった。

「馬鹿め！　今のが目くらましのつもりか!?」

　吠ほえて彼は、衝撃波を放つべく、剣を大きくふりかぶる。

　こちらに身をかわさせて、その間に体勢を整えるつもりだろうが──

　そうはいかないっ！

　あたしはまっすぐラーシャートへと向かって、なおも速度を上げながら──そヽのヽまヽまヽ両ヽのヽ目ヽをヽ閉ヽじヽたヽ！

「なにっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるラーシャート。剣風の衝撃波が来れば、それであたしはおしまいである。
















　──しかし。

　[image: ]ぅんっ！

　ためらうかのように、一瞬の間を置いて飛来した衝撃波は、あたしの右耳のそばをかすめて過ぎただけ。

　あたしの予想外の行動に、手元が狂った──わけではない。

　当てることができなかったのだ。彼には。

　あたしはふたたび両目を開く。

　そのすぐ前に、驚愕とためらいの混じった表情を浮かべるラーシャートの姿があった。

　間髪入れず、あたしは術を発動させた！

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」




　ざぶっ！




　あたしが生み出した黒の刃やいばは、今度こそ、まともにラーシャートの胸を貫つらぬいていた。

「……き……！　きさ……ま……!?」

「あんたじゃあ役者が足りなかったみたいね……」

　苦く悶もんの表情を浮かべる彼に、あたしは不敵な笑みを浮かべて言った。

「ま、ゼロスやフィブリゾなんかと比べるのは酷こくかもしんないけどね。竜ジエ将ネラ軍ルさん。

　──いや、別の呼びかたした方がいいかしら？

　あなたはもう今は、冥ヽ王ヽフヽィヽブヽリヽゾヽのヽ部ヽ下ヽなんだから」

「……な……!?」

　──そう。

　こいつは決して、魔カオ竜スドラ王ゴンのかたきうちなどで動いているわけではなかった。

　フィブリゾの命令を受けて、このあたしをつけ狙っていたのだ。

　不自然な点はいくつもあった。

　単純に、あたしを殺して冥ヘルマ王スターの鼻をあかすことだけが目的なら、町の中でわざわざ結界など張る必要も、それが破られたからといって退却する必要もない。

　魔カオ竜スドラ王ゴンの計画が潰つぶれた今となっては、町ごとあたしを吹っ飛ばして、あっさりどこかへとんずらする、というのが、乱暴ではあるが、一番簡単なやりかたのはず。

　にもかかわらずラーシャートは、いつも、必要以上にあたしが追いつめられたり、魔力がとぼしくなったりするそのたびに、いろいろと理由をつけて退却していった。

　この前など、あたしの魔力が尽つきたことを知るや、わざとモルディラグをガードすることをやめてまで、退却の道を選んだ。

　おまけにふたたび現われるのは、必ず二、三日以上経たってから──つまりあたしが、体力・魔力ともに回復してからである。

　なおかつ、あたしを殺す、などというふうなポーズを取っておきながら、いざ戦いになれば、むしろアメリアやゼルの方を攻めまくり、あたしには、おざなりな攻撃をしかけてくるだけ。

　もう、ここまで怪あやしいと、ダイコン役者もいいところである。

　彼がいまや冥ヘルマ王スターの配下なのでは、と、具体的にかんづいたのは、戦いのさなか、魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆アが発動しなかった、あの時からである。

　魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの力を借りたあの術が発動しないということは、とりもなおさず、ガーヴがもはや完全に滅び去ったことを意味していた。

　魔族が、ほかの魔族に従うときの基準がどうなっているのか、むろんあたしは知らないが、完全な魔族たるラーシャートやラルタークが、赤ル眼ビのー魔ア王イを裏切ってまで、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴに従っていたところからすると、おそらく、創造者への絶対服従、といったふうなものでもあるのだろう。

　魔カオ竜スドラ王ゴン自身は、人の意志が混じったせいで、その束そく縛ばくから抜け出したのではないだろうか。

　もしそうならば──魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴがもはや完全に滅びた今、一体ラーシャートは何に従っているのか──

　答えは単純。

　おそらくは、この世界の魔族、すべての王。

　北の魔王、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ。

　そしてその下で、ある計画をもくろんでいる、冥ヘルマ王スターフィブリゾ。

「どうやら──図星だったようね」

　つぶやいて、あたしは闇の刃をま横に薙なぎ払う！

　るおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　風をふるわせ、悲鳴が渡る。

　ラーシャートの体は、無数の赤い雪と化し、緑なす野に舞い散った。

　──最初は魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴに。そしてそのあとは冥ヘルマ王スターフィブリゾに。駒こまとして扱われ続けた竜ジエ将ネラ軍ルラーシャートの、あまりにもあっけない最後だった。

　冥ヘルマ王スターの配下に入って以来、彼には、あたしを追いつめることはできても、殺すことなどはできなかったのだ。

　そう思ったからこそ、アメリアとゼルの二人を先行させ、あたし一人でこいつにたちむかったのだ。

　普通に神ラグナ滅・ブ斬レードを使っていれば、あっさりよけられていただろう。

　しかし、最初にぶっ放した竜ドラグ破・ス斬レイブで、ラーシャートとの間合いを詰め、呪文の詠唱音をごま化した。

　そして、ラーシャートの前で、目を閉じて見せることによって、彼の心にためらいを生み出させた。

　彼は威い嚇かくの意味も込めて、衝撃波をわざと外して放ったのだが──

　こちらは、相手のためらいを見逃さず、そのまま突っ込み、神ラグナ滅・ブ斬レードの一撃をおみまいした、というわけである。

　──しかしこれで、冥ヘルマ王スターの狙いはかなりはっきりした。

　フィブリゾが、ラーシャートをあたしにさし向けた、そのわけを考えればすぐわかる。

　彼らは、あたしを追いつめようとしていたのだ。

　しかしそれには、ラーシャートでは役者不足だった、というわけである。

　──だが。

　あたしはふたたび、視線を、伸びゆく街道の彼か方なたへと向けた。

　そのはるか向こうには、かつて死しり霊よう都市の異名を取った町、サイラーグ・シティがある。

　そして、そこで待つのは──

　冥ヘルマ王スターフィブリゾ。








　　　三、過ぎし日の　幻まぼろし住まう　サイラーグ









「……ふぅ……ん……？」

　あたしが思わず立ち止まり、あたりを見回し、つぶやいたのは、森に足を踏ふみ入れて、いくらも行かぬうちのことだった。

　ひんやりとした空気に満ちる緑のにおい。

　虫の音ねひとつ、鳥の声ひとつ聞こえはせず、ただ、木の葉のざわめきだけが耳につく。

　たしかにそれらは、あたしがかつて、ここを訪おとずれた時と変わってはいない。

　──サイラーグ・シティのそばにひろがる、瘴しよ気うきの森。

　昔、光の剣によって倒された、魔まじ獣ゆうザナッファーの血はこの場所によどみ、留まり、瘴気に満ちたこの森を生み出したと言われている。

　だが、しかし──

　音も情景も、全く変わらぬそのままで、ただ、瘴気のみが、この森からきれいに消え去っていた。

　前に来た時には、森じゅうに、薄うすく引きのばしたような瘴気が漂ただよっていたのだが……

　冥ヘルマ王スターと、何らかの関わりはあるのだろうが、しかしそれなら、逆に瘴気が濃くなっていてもよさそうなものである。

　それが逆に、きれいに消え去っているというのは……？

　しかしともあれ、こんなところでそんなことをえんえんと考えていてもしかたない。おそらくこういったことも、サイラーグへ行けばはっきりするだろう。

　あたしはふたたび、一人、歩みを進めはじめた。

　──ラーシャートを倒して以来、あたしの旅たび路じをさえぎるものはなくなった。

　あるいはアメリアとゼルに追いつけるかと、足を早めもしてみたが、二人はよほど急いだらしく、結局ここまで追いつけずじまい。

　立ち寄った村や町での噂うわさを聞けば、二人はどうやら、あたしより、二日ほど先行しているようである。

　そして、ほかにも噂でわかったことがある。

　すなわち──やはり、サイラーグに町ができているらしい、ということ。

　今朝あたしがあとにした村の人の話によれば、ある日、まさに突然、町が復ふつ興こうしていたという。

　しかも、町に住んでいる人々は、壊かい滅めつ以前と、全く同じ面々だったという。

　一体何がどうなっているのか聞いても、返ってくる答えは『それは言えない』の一点張りだったらしい。

　冥ヘルマ王スターは、サイラーグの町に一体何をした？

　問題は、文字どおり山積みになっていた。

　なおかつ、その問題のほとんどは、考えてどーにかなるようなモノではない。

　そうとはわかっていながらも、あれこれ考えつつ進むそのうち、ふいに視界が大きくひらけた。

　森を抜けたのだ。

　そして目の前にひろがっているのは──サイラーグ・シティの町並みだった。

　町が壊滅する前は、丘のような大きさの神フラ聖グー樹ンを中心に、町並みがひろがっていたのだが、今は町並みはそのままで、まん中にあった神フラ聖グー樹ンの姿だけが、ぽっかりと、抜け落ちたように消えている。

　遠目にも、町のそこここで人ひと影かげが動いているのが見えた。

　どうやら、話は本当だったようである。

　──もっとも、すべてが以前通りのわけはない。

　町の人々にしても、まっとうな人間ではないだろう。フィブリゾのつくり出した幻まぼろしか、最悪、すべてが魔ま族ぞく、などという可能性さえあるだろう。

　……いや、それだけの数の魔族がいるなら、あたしを利用してつまんない策さくなんぞ巡めぐらさず、正面から世界そのものにケンカ売った方が早いか……

　しかし確かに言えることは、町の復活に冥ヘルマ王スターがかかわっている以上、サイラーグの住民たちすべてが、あたしたちの敵になりうる、ということである。

　正直言って行きたくないのはやまやまだったが、しかしここまでやって来て、まわれ右するわけにはいかない。

　何よりあそこにはみんながいる。

「……ともあれ……行くっきゃないわね」

　つぶやいてあたしは、サイラーグの町並みを目ざして歩きはじめた。




　町はいたって平へい穏おんだった。

　道ゆく人々。通りに軒のきを並べる民家や商店。

　ざわめきとにぎわいがあたりの空気を満たし、町かどを子供が走り回る。

　それらのどこにも、おかしな様子は見うけられない。

　しかし、それだからこそ、なんともいえず不気味だった。

　あたしとしては、町に入ったそのとたん、冥ヘルマ王スターの出迎えか何かがあって、よく来たなリナ＝インバース待ってたぞ的な展開を予想していたのだが……

　ともあれ、まずはみんなを探し出すこと。

　いちばん早いのは、あたりの人たちに聞いてみることである。

　しかし、そこいらの人に話しかけて、ほんとーにだいじょーぶなんだろーか……？

　多少の──もとい、かなりの不安はあったのだが、まさかこのだだっ広い町の中を、たんねんに歩き回るわけにもいかない。

　えーいっ！　こーなったら何でもやっちゃるっ！

　ほとんどヤケクソの気分で、あたしは手近にあった露ろ店てんに向かった。

　ジュースを買って、店のおばちゃんに代金を払い、あたしは、ゼルガディスの姿を見なかったか聞いてみた。

　アメリアやシルフィールはともかく、彼の姿はなにしろ目立つ。顔を隠かくした白ずくめは来なかったか、と聞けば、答えはすぐに返って来るだろう。

「……白ずくめの人……ねぇ……」

　どこからどう見ても、ふつーのおばちゃんにしか見えない彼女は、しばらく考えてから、首を小さく左右に振り、

「おぼえてないねぇ……ここしばらくは、ずっとこの場所で商売してるけど……」

「女の子といっしょだったはずよ。あたしと同い年くらいの、黒い髪かみをした」

　ジュースを飲みながら問うあたしに、やはりしばらく考えてから、

「……やっぱりおぼえてないねぇ……悪いけど。宿かどこかをあたってみた方がいいんじゃないかい？」

「そーね。そうするわ。ありがと。おばさん」

　あたしはジュースを飲み干ほすと、ふたたび通りを歩き出した。

　……うーむ……予想外にふつーなリアクション。

　もっとも、予想通り、町じゅうのひとたちが冥ヘルマ王スターの部下として立ち回ってくる、なんてのもヤだけど……

　しかしそーなると、片かたっ端ぱしからあちこち歩き回ってみるっきゃないか……

　けっこーめんどうだなー……

　などと思いつつ、あてもなく、しばらく通りを進むうち。

「リナさん！」

　ざわめきを縫ぬって聞こえた声にふり向けば、通りの向こうに佇たたずむ見知った人影ひとつ。

　白を基ベ調ースにした神官服に、長い黒髪があざやかに映はえる。

「シルフィール!?」

　あたしは通りの人ごみを分け、彼女の方へと向かった。

「無事だったんですか。ということは、あなたを狙ねらってた魔カオ竜スドラ王ゴン一派の生き残りというのは……」

「とっくに片づけちゃったわ。と、それより。

　アメリアとゼルガディス知らない？　たぶん二、三日前に、ここに着いてるはずなんだけど」

「……そのことなんですけど……」

　彼女はやや言いにくそうにつぶやく。

「まさか……何かあったんじゃあ……？」

「実は……きのうから、二人とも姿が見えないんです」

「姿が見えない!?」

「ええ。……とりあえず、歩きながら話しましょう」

　シルフィールは、通りをまっすぐ歩きながら、ぽつりぽつりと話しはじめた。

「私がここに着いたのは、五日ほど前のことでした。

　──何も、変わっていませんでした。

　この町が荒こう野やになる前と。

　……つい……誘さそわれるように……

　私は神しん殿でんに行って……そこで……」

　言う彼女の声がかすかにふるえている。

「……そこで……

　出で迎むかえてくれたんです……

　あの日、死んだはずの父さんが。いつもと同じ、やさしい笑顔で。『お帰り。シルフィール』って……」

「……シルフィール……」

　あたしより数歩先を歩む彼女の肩は、かすかにふるえていた。

「……ずるいですよね……こんなの……

　……ほんとうはみんな、生きているはずはないんだ、とわかっていても……

　ふと、町が壊滅した、なんてことの方が、悪い夢だったんじゃないか、って……」

　…………ふぅ…………

　彼女は、さらにしばしの沈ちん黙もくのあと、小さく息をついてから、ややしっかりとした口調で、

「……ごめんなさい。

　話をもとに戻します。

　半なかばその幻だか何だかに惑まどわされたことは事実ですけど、町のこともひと通りは調べました。

　その中で一番怪あやしい場所が──ここです」

　言って彼女は、ぴたり、と足を止めた。

　あたしたち二人はいつしか、通りを抜けて、ほぼ町の中心近くまでやって来ていた。

　かつては神フラ聖グー樹ンが根づいていたこの地には、しかし今──

「……これ、ね……」

　眼前に佇む巨大な建物に視線を送り、あたしはぽつりとつぶやいた。

　巨大、といっても、ボリュームの話ではない。おそらく一階建てだろう。高さはそれほどのものではない。

　問題なのはその広さである。

　灰色の石──とおぼしきものでつくられた、どことなく神殿をイメージさせるその建物は、まさに神フラ聖グー樹ンの消えたあとを埋うめるかのように、ほぼ町の一区ブロ画ツクほどの広さにわたって建てられていた。

「近くの村で、こーゆーのがいきなしできてた、って噂は聞いてたけど……」

　全体は、きれいな円形をしているらしい。しかしこの建物、何より第一の特とく徴ちようは、窓も扉とびらも──すなわち、出入口が一切ないこと。

「どう考えたところで、これが怪しいのは目に見えてます。冥ヘルマ王スターが潜ひそんでいるのも、そしてガウリイさまが囚とらわれているのも、たぶんこの中でしょう。

　──ただ──見た通り、この建物には、窓も扉も、中に入れそうなところは一か所もありません。

　浮レビテ遊ーシヨンの術で上から見てもみたんですけど、結果は同じでした。

　父さんに──町のひとたちに聞いてみましたけど、『答えられない。あれが何かということが、大体想像のつく人間には説明をする必要はないし、逆に、あれが何なのか、全くわからない人間には、説明してもしかたないことだ』と……」

「……なるほど……ってぇことは、どー考えたところで冥ヘルマ王スターがらみ、ってわけね……」

「ええ。

　そうこうしているうちに、二日前──たしかにアメリアさんとゼルガディスさんが、この町にいらっしゃいました。

　一日、この建物を調べて、私のいる神殿で宿を取り……

　昨き日のうの朝がた、やはりもう少しここを調べてみる、と言って出かけられたそれきり、神殿にも戻もどって来られませんでした」

「ここを調べる……か……」

　言ってあたしは、ふたたびまじまじと、目の前の建物を見つめた。

「──ということは……ひょっとしたらアメリアたち、これへの入り口を見つけて、中に入っちゃったのかもね」

「隠かくし扉──ですか」

　シルフィールがつぶやく。

　たしかに、彫ちよう刻こくや何やらにまぎれて、隠し扉があったりすることなんぞ珍しくもない。

　アメリアたちが、そういった入り口をたまたま見つけた、という可能性も、考えられなくはない。

「けどそれなら、一いつ旦たん戻って、私にそのことを言ってから、出向いてもいいと思うんですけど……」

「ふっ。甘いわね、シルフィール。

　あなたがガウリイをどう思ってるか、アメリアは一発で見抜いたわよ。

　となると、あなたに『扉が見つかった』なんて言ったら、駄だ目めだって言ってもついて行ったでしょうし、もしもこの中でガウリイを目にしたら、あなたがどう先走るかわかんない。

　だからあえて、あなたには言わずに二人で中に入った──なんて可能性もあるんじゃない？

　アメリアも実際、そうなるんじゃないか、って心配してたみたいだし」

「……うっ……」

　イタいところを突かれたか、ことばに詰つまるシルフィール。

「──まあ、何にしても、入り口を見つける、ってのがまず第一ね」

　言いながら、あたしは建物に近づいて、壁かべやら彫刻やらを調べはじめた。

　材質はすべて、石──の、ようなもの。質感はまちがいなく石のそれなのだが、では何の石なのか、と問われれば、それに答えることはできない。今までに、全く見たこともない種類のものである。

　壁へき面めんには、一か所の継つぎ目さえ見当たらず、ところどころに、彫刻をほどこした柱が立っているのみである。

　全部の柱をチェックしたわけではないが、柱のほうにも何かしかけがほどこされているような様子もない。

　……しかし、なかなか不ふ可か解かいな話である。

　冥ヘルマ王スターが、ここであたしを待っているなら、あたしがやって来たそのとたん、入り口を開けてお出迎え、くらいのことがあってもいいはずである。

　……むろん、そーゆーふーにしてほしい、とゆーわけじゃあないけど……

　にもかかわらず、扉も窓もないこの建物は、ただただ黙だまって佇むのみ。

　──扉がなければつくればいい、という説もあるのだが──

　ものはためしに、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

　ゼロスから買い上げた呪タリ符スマンの力を借り受けて、攻撃力を強化して──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　目標を、粉こな々ごなに粉ふん砕さいする術である。ふつうに唱となえても充分な威い力りよくを持ってはいるが、呪じゆ符ふ増幅をかけておけば、石壁どころか、ひとかかえやふたかかえの岩でもあっさりぶち砕くだく。

　──しかし。

　ばじっ！

　あたしの放った振ダム動・ブ弾ラスは、壁の表面であっさりむなしく砕け散った。

　壁のほうには傷のひとつもついてはいない。

　──そう。かつてラーシャートが、ルアルド・シティで張った結けつ界かい内と同じように。

　ということは、この建物にも、同じような処理がしてあるのだろう。

　おーしっ！　それならばっ！

　あたしは増幅の呪文を唱え、今度は神ラグナ滅・ブ斬レードの呪文詠えい唱しように入る。

　ラーシャートの結界も、闇やみの刃やいばで切り裂さけたのだ。となればあるいは今回も、それが可能かもしれない。

　──しかし。

　あたしが神ラグナ滅・ブ斬レードの呪文詠唱にとりかかるのとほとんど同時に。

　……ごぐんっ……

　重く鈍にぶい音を立て、目の前の壁の一部が、建物の奥へと入り込んでゆく。

　──なるほど。冥ヘルマ王スターめ、神ラグナ滅・ブ斬レードで切られるよりは、と、あわてて扉をつくったか。

　となればこちらも、無駄に魔力を使う必要はない。あたしは呪文を中断し、ぽっかりと開いた扉の前に立つ。

　外から見たかぎりでは、中のようすは全くわからない。開いた扉のすぐ向こうには、まるで黒い幕まくでも張ってあるかのように、濃い闇が立ちはだかっていた。

　いきなりな扉の出現に驚おどろきの表情を見せるシルフィールをよそに、あたしは扉の中へと踏み出した。

　闇の境きよう界かいをつき抜けたその瞬しゆん間かん──

　視界がひらけた。

「……あれ……？」

　ぼーぜんとつぶやいて佇むあたしの目の前には──サイラーグの町並みと、やはりぼーぜんと佇むシルフィールの姿があった。

「……え……？」

　あわてて後ろをふり向けば、そこには、壁にぽっかり開いた穴あなと、その奥にわだかまる闇がある。

「……あの……今のは……？」

　疑問を投げかけるシルフィールに、あたしは答える術すべを持たなかった。

　……たしかに今、あたしは戸口の闇をくぐり──

　そして、外へ出た。

「……ちょ……ちょっと待ってね」

　ためしにあたしはもう一度、彼女に背を向け、扉の奥の闇をくぐり──

　ふたたび外に──彼女の目の前へとやって来た。

「……何やってるんですか……？」

「……うーん……」

　あたしはぽりょぽりょ頭を搔かいて、

「……どーやら冥ヘルマ王スターの奴やつ、あたしをこの中には入れたくないみたいね……

　今の、別に、中でまわれ右したわけじゃないのよ。

　まっすぐに入って闇を抜けたら──ここにこーやって戻ってんのよ。

　たぶん──空間が、なんかおかしなふうにねじ曲げられてるみたいねー」

「空間が曲がっている、って……できるんですか？　そんなことが？」

「ある程てい度ど以上の魔族になら、わりとかんたんな芸みたいよ」

　あたしは言った。

　現にあたしはセイルーン・シティで、ある魔族から、歪ゆがめられた無限空間の中に閉じ込められたことがあった。

　あの時は、わりとあっさり脱出できたけど。

　しかし、中から外へ出るのと、外から中に入るのとでは多少勝手も違う。今回は、あの時と同じ手はつかえない。
















「……とはいえ、問題なのは、なんで冥ヘルマ王スターがあたしをここに入れたがらないか、ってことね」

「まさか──この中にいるのは冥ヘルマ王スターじゃあない、なんてことは？」

　またややこしいことを言いだすシルフィール。

「それは──ないと思うわ。たぶん。

　冥ヘルマ王スターフィブリゾはたしかに言ったわ。サイラーグで待つ、と。

　別の相手をここに配置したところで、どーなるもんでもないし」

「……そう……ですよね」

　シルフィールは、静かな口調でつぶやいた。

「冥ヘルマ王スターフィブリゾの狙いは──ガウリイさまを人質に、あなたにあヽのヽ術ヽを使わせて──暴ぼう走そうさせ、世界を闇に呑のませること──ですから」

「──たぶん──ね……」

　彼女のことばに、あたしはこっくりとうなずいた。

　そう。

　すべてはその答えを指さしていた。

　──重ギガ破・スレ斬イブ──

　かつてあたしが、この術を応用して、七つに分かたれた赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥのうち一体を滅ほろぼした時──

　カタート山脈に封ふう印いんされたといわれているもう一体のシャブラニグドゥ──北の魔ま王おうと呼ばれるそれが、知ったのではないだろうか。

　金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの力を借りた術を操あやつるもの──すなわち、あたしの存在を。

　──伝説によれば、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥは、赤の竜りゆう神じんスィーフィードとの戦いによって、その体を七つに分かたれ、封印されたという。

　ならば、もともとは一つの存在だった彼らの間に、記憶や意識の同調があってもおかしくはない。

　そして、北の魔王たちは思いついたのだろう。

　あたしの重ギガ破・スレ斬イブを暴走させ、この世界を無に帰す、という計画を。

　しかし、問題がいくつかあった。

　ひとつは魔カオ竜スドラ王ゴンの離反。そしてひとつは、あたしが、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに関する、正確な知識を持っていなかったこと。

　──あたしは以前、とある相手が、呪文の唱えそこないで、ニンジンのよーな炎フレアの・矢アローを出したのを見て、目を点にしたことがあったのだが──

　あたしが前に使った重ギガ破・スレ斬イブは、完全なものと比べると、どーやらそのニンジン炎の矢フレア・アロー程度のシロモノだったよーである。

　そこで、計画の総そう指し揮きを執とる冥ヘルマ王スターは、あたしを魔カオ竜スドラ王ゴンに対するエサにしながら、ゼロスをつけて、異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとまで導みちびいたのだ。

　──魔族に踊おどらされるしかなかったあたしが、それへの対たい抗こう策さくとして、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに関する知識を得ようとすることを見越して。

　そして、ガウリイを連れ去り、あたしをこの町まで呼んだ。

　ラーシャートを、依い然ぜん敵のふりをさせたまま、あたしに送りつけたのは、あわよくば、追いつめられたあたしが、重ギガ破・スレ斬イブの完全バージョンを使い──コントロールをミスることを期待してのものだろう。

　しかし結局、あたしはラーシャートが、はや冥ヘルマ王スターの手下となり下がったことを見抜き、彼を倒した。

　冥ヘルマ王スターの部下に、あたしを殺すことができない、と、こちらが知っている以上、フィブリゾにできる手段はただ一つ──

　ガウリイを人質に取って、あたしにこう命令することだけである。

　──あの呪文を使ってみせろ。断わればこいつを殺す、と。

　しかしそれならば、なぜ今、あたしの侵しん入にゆうを拒こばむのか？

　──一体何をたくらんでいる？

　ラーシャートが倒れた今、まさか今さら新たな刺し客かく──もとい、刺客のふりをした者を送りつけて来るとは思えないし……

「ともあれ……どうやら今日のところは、おとなしく引き下がるしかないようね……

　いくら壁に穴あけたって、中に入らせてくれないんじゃあしかたないし……」

「そうですね……

　それじゃあ、神殿にいらっしゃいます？」

　シルフィールのおさそいに、あたしは一いつ瞬しゆん迷ったが、どーせこの町、どこに泊とまったところで、しょせんは冥ヘルマ王スターの手のひらの上である。

「それじゃあ──お願い」

　うなずくあたしのすぐ後ろで、かすかに重い音が聞こえた。

　ふり向けば、もはやそこに入り口はなく、ただ、薄うす灰はい色いろの石壁が連なっているだけだった。




「──シルフィールのご友人ですか。ようこそいらっしゃいました」

　サイラーグ・シティの一角にある、赤スイのー竜フイ神ードを祭った神殿。

　昼食のテーブルで、この神殿の神官長、つまりシルフィールの父親──の、姿をした何ものかは、笑顔であたしに語りかけてきた。

　──たしかに、シルフィールが、町の壊滅をただの悪夢と思いたがる気持もわかる。

　としの頃なら四十前後といったところだろうか。鼻の下に黒いひげをたくわえた、温厚そうなひと（？）である。

　どこから何をどう見ても、ただの人、である。

　むろんそれは、彼にかぎったことではない。神殿に詰つめている神官たちも、巫み女こたちも、果ては神殿に祭ってある、赤の竜神の像にさえも、どこにもおかしな様子は見られない。

　──しかしそれでもやはり、彼らは本来、ここに存在するはずのないものなのだ。

　こちらとしては、どう対応したものか、はっきし言って迷うのだが、とりあえず、ふつーに接してみることにした。

　いくらこちらが、ここで警けい戒かいしまくったり、敵意をまる出しにしてみたところで、彼らの態たい度どが変わるとも、何かの情報が得られるとも思えなかったからだった。

　ならばむやみに怒ったり警戒したりしても、単に疲つかれるだけである。

　それに、彼らが一から十まですべてを知っているとはかぎらない。

　となればまずは、彼らがどこまでを知っているのか、探っておく必要はあった。

　当たり障さわりのない話を続ける神官長さんに、てきとーにあいづちを打ちながら、あたしは頃ころあいを見み計はからって聞いてみた。

「──ところで神官長さん。

　町のまん中にある、あの建物、あれって一体何なんです？」

　しれっ、と問いかけたあたしに、無言のまま、非ひ難なんのこもった視線を向けるシルフィール。

　まあ、その気持はわからないこともない。

　なにしろあたしは、あれが冥ヘルマ王スターの拠きよ点てんと予想していながら、あらためて神官長さんにそう聞いているのだ。

　こちらとしては、いろいろな反応を見てみたいだけなのだが、神官長の方から見れば、ただのいやがらせに他ならない。

　シルフィールとしては、自分の父親とそっくり同じものに、そういういやがらせをされるのは気にくわない。しかし自分の父親が、本当はとうに死んでいると知っている以上、あたしを正面きって非難することもできない──といったところか。

　あたしの問いに、あんのじょう、彼はまともに困った表情を浮かべ、

「……それは……残念ですが、答えられません」

「なんで答えられないの？」

　アスパラガスのスモークド・サーモン巻きをひょいぱく口に運びつつ、あたしはへーぜんと問いかける。

「それは……答えられるようにできていないからです」

　神官長さんの答えに、あたしとシルフィールの、フォークを持つ手が止まった。

「……答えられるように……でヽきヽてヽいヽなヽいヽ!?」

「そうです……

　たとえば、人間は、魔法の補助なしで、水の中で息ができるようにはできていません。同じように私たちも、その質問に答えられるようにはできていないのです。

　……情なさけない話だとは、自分たちでも思いますけどね……」

　後半は、半なかばつぶやくように言い、彼は自じち嘲ようぎみの笑みを浮かべた。

　──このひと──

　その瞬間、あたしは悟さとった。

　彼が、まちがいなく、人としての──サイラーグの神官長としての自じ我がを持っていることを。

　そしてまた同時に、彼は、自分が冥ヘルマ王スターによって造り出された、かりそめの存在にすぎないと自じ覚かくしていることを。

　しかし、彼らの行動までをも冥ヘルマ王スターが管理しているとなれば、ここで神官長さんに、あれこれ聞いてみたところで、入ってくる情報は知れている。

　いや、むしろ、聞けば聞くだけ、神官長さんの心を苦しめ、こちらはフィブリゾにとって都つ合ごうのいい情報だけを聞かされるハメになる。

　……はう……

　あたしは大きなため息をひとつつき、あとはただ、黙もく々もくと、ナイフとフォークを動かし続けた。




「……それで……どうするつもりなんですか……？」

　いすにその身を沈めたまま、疲れた視線をこちらに向けて、シルフィールはあたしにそう問いかけた。

　──その日の午後。

　シルフィールの私室に泊まることになったあたしが、荷物を部屋に運び込み、ぼーっと外を眺ながめていた時のことである。

　ひらいた窓からは、涼すずやかな風に乗って、町の遠いざわめきが、部屋の中へと流れ込んで来る。

「──どう──って……？」

　ふり向いて問うあたしから、戸口にじっと佇たたずんだままのシルフィールはなぜか視線をそらし、

「……私がガウリイさまを助ける、なんて言っておいて……いまだにここでくすぶっているしまつです……

　──あなたがここに来る前に、ガウリイさまを助け出すことができなかった以上──冥ヘルマ王スターが、ガウリイさまを盾たてに、あなたに禁きん呪じゆを使うことを強要してきたら──

　リナさんは、あの呪文を唱えますか？」

　………………

　あたしはしばし沈ちん黙もくした後、しずかに首を左右に振った。

「……わかんないわ……

　もしもあたしが、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの正体を知る前に、同じことを聞かれたら、たぶんこう答えたでしょーけどね。

　術を暴走させなきゃすむことだ、って。

　今は……あの術の完全版を制せい御ぎよする自信はないわ。正直言って」

「……それじゃあ……」

　何かを訴うつたえかけるようなまなざしを向けたシルフィールに、しかしあたしは、ふたたび首を横に振る。

「──けど──

　たしかに言えることは、ガウリイを見捨てるわけにはいかない、ってことよ……」

「……そう……ですよね……」

　つぶやいて、シルフィールは沈黙した。

　しばし、風と、遠いざわめきだけが部屋に満ちた。

「──行きましょ」

　その沈黙をうち破り、そう言ったのはあたしだった。

「行くって……？」

「あの建物のところに、よ。

　もう一度、いろいろ調べてみましょ。

　……たしかに、それで中に入れるとは思わないけど、部屋の中で、どーしよーもないことをいろいろ考えてるよりはマシよ」

「……そう……ですね……」

　つぶやいて、シルフィールはかすかな笑みを浮かべた。

「──わかりました。私もいっしょに行きます」

「おしっ。そいじゃあ早さつ速そく出かけますか」

　言ってあたしは、マントをばさりっ、とひるがえした。




「……どういう……つもりなんだろーね……これって……」

　サイラーグ・シティの中心にいすわった、建物の前に佇んで、あたしは半ばぼーぜんとつぶやいた。

「……扉……開いてますね……」

　同じくぼーぜんと佇んでつぶやくシルフィール。

　そう。

　あたしとシルフィールの二人が、ふたたびあの建物の前へとやって来た時。

　そこには、扉がぽっかりと口を開けていた。

　まるで、あたしたちを待ってでもいたかのように。

　──しかし……午前中は、空間まで歪ゆがめてあたしたちを拒こばんだくせに、昼を回って来てみれば、扉を開けてお出迎えとは……

　まさか、時間制の入場制限があるわけでもないだろーし……

「なんで……さっきは閉まってて……？」

「さーね……歓かん迎げいのくす玉でも用意してたんじゃないの」

　シルフィールの問いに、ほとんどヤケクソに言い放つあたし。

「けど……確かに言えるのは、扉が開いてるのは、準備ができたから入って来い、って合図だってことよ」

「……そう……ですね……」

　言って彼女は、こくりっ、と小さくのどを鳴らした。

「──わかりました。

　なら──私もいっしょに行きます」

　……あ……やっぱしそう来るか……

「……止めてもついて来る気でしょ……」

「ええ」

　苦笑を浮かべて問うあたしに、彼女もやはり苦笑で答えた。

　──おーしっ！　お望み通り、行ってやろーじゃないのっ！　冥ヘルマ王スターフィブリゾ！

　あたしは大きく息を吸い込み、扉から中へと一歩、踏み込んだ。

　今度は、さきほどのように外に出ることもなく、建物の中へとふつーに入り込む。

　その後ろに、半歩遅れてシルフィールが続いた。

　入ったところは、何のへんてつもない通路だった。

　建物の外側と同じく、薄灰色の壁が、ゆるやかな弧こを描いて左右に伸びている。

　……なるほど……

　あたしは迷わず、右の方へ向かって歩き出した。

「──わかるんですか!?　そっちが正しい道だ、って？」

「わかんないわよ」

　あわててついて来るシルフィールに、あたしはあっさりと言い放つ。

「けどたぶん、どっちを行っても、たどりつく場所は同じね。

　道を左右に分けてるのは、たぶん、あたしたちを分断するつもりか、あるいは『この道で正しいんだろうか』って不安にさせるためか。

　きっとどーせそんなところよ。

　ならこっちは、迷わず、不安がらずに思いつきで進めばいいだけのことよ。

　冥ヘルマ王スターが、あたしを自分のところに来させたがってる、ってことには違いないはずなんだから、いつまでたってもどこにも着かない、なんてことにだけはなんないでしょうから」

「なるほど……」

　やや不安な表情でうなずく彼女。

　二人はうす暗い通路を黙々と進む。

　奥に進むにつれて、暗くなるかと思いきや、あたりはランプや魔法の明りのたぐいは一切ないにもかかわらず、通路は常に、ある程度の明るさがあった。

　むろん、ヒカリゴケのたぐいが壁にはりついている様子もない。

　何というのか──光と闇とが適度に混ざりあい、そのあたりに漂ただよっているような──そんな薄暗さだった。

　しばらく歩むそのうちに、やがて通路の左がわ──建物の内がわの方にある、一枚の扉が目についた。

　なんのへんてつも飾かざり気もない、ただの扉である。

　材質は、おそらく、そのあたりの壁と同じもの。

　あいそも何もない、ごくふつーのドアノブがついている。

「──入れ──ってことでしょーね……これって……」

　言って、あたしの送った視線に、シルフィールは小さくうなずいた。

　あたしはノブに手をかけて、ゆっくりと回す。

　扉は、音もなく開いた。

　──なんともおかしな部屋だった。

　やたらだだっ広い、丸い部屋の中心に、クリスタルの丸い柱があった。

　柱──というよりも、むしろ塊かたまりと言った方が、感覚的には近いかもしれない。

　なにしろ、天てん井じようと床とをつなぐその柱は、かなりの広さの部屋がひとつ、すっぽり納まるほどの太さがあるのだ。

「……一体……」

　シルフィールが、何やらつぶやきかけたその時。

　薄うす蒼あおくかがやくクリスタルの中心に、ぼんやりと影が浮かび上がる。

　──あれは!?

「ガウリイさま!?」

　声を上げ、クリスタルのそばにかけ寄るシルフィール。

　そう。クリスタルのほぼ中心あたりに、ぼんやりと浮かび上がった人影は、まぎれもなくガウリイのものだった。

　瞳ひとみを閉じ、静かに佇んでいるかのようなその様子からは、無事なのかどうかはわからない。

「ガウリイさま！　ガウリイさま！」

　呼んでクリスタルの柱を叩たたくシルフィールの声が、届とどいているのかいないのか、彼はぴくりとも動かない。

「──むだだよ。それはただの映像だからね」

　聞きおぼえのある声は、やはりクリスタル柱の中から聞こえた。

　ガウリイの姿が、ゆらりっ、と歪んで消えて、次の瞬間、クリスタルの中──全く同じその場所に、小さな黒い影が映うつった。

「フィブリゾ！」

「……え……？」

　あたしの声に、シルフィールは、数歩クリスタルから離れる。

「……この……子供……が……？」

「あなたとは初対面だね。リナ＝インバースとどういう関係かは知らないけど、まあ、人間の言う『仲間』ってやつかな？

　──はじめまして。

　その通り。ぼくが冥ヘルマ王スターフィブリゾ。

　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ様の五人の腹心のうち一人。

　この冥めい王おう宮きゆうの──そしてこの、死しり霊よう都市サイラーグの王たる存も在のさ……

　──短いつきあいになるとは思うけど、よろしく」

　一礼とともにふざけたあいさつをする。

「──あんた、サイラーグの町に一体何をしたのよっ!?

　ここにあった神フラ聖グー樹ンは!?　町の人たちは!?」

　ケンカ腰で問いかけるあたしに、彼は笑みを浮かべ、

「あの木は──ぼくが来たとたん、きれいにはぜ割れちゃったよ。

　瘴しよ気うきを吸って成長する木だったみたいだけど……どうやらぼくの瘴気を吸いきれなくて、パンクしちゃったみたいだね。

　けど、それじゃあふつうの人間も近づけたもんじゃあないからね。

　とりあえず、町をつくってから、あたり一帯の瘴気をおさえ込んだんだ」

　……なるほど。それで、間違えてなのかしかたなくなのか、瘴気の森の瘴気まで中和してしまったわけか。

「──で、木の根のあとにできた穴を使って、この冥王宮をつくった、ってわけさ」

「それで？　あの町のひとたちは一体何なわけ？　幻？　それとも──」

「ああ。あれね。

　しばらく前の事件で死んだ、この町の人たちの残ざん留りゆ思うし念ねんをひっぱり出して、実体を与えただけさ。

　──もちろん、いろいろと制約をつけておいたけどね」

「……それじゃあ……!?　父さんは……！」

「──当然、とっくの昔に死んじゃってるよ。

　あれはまあ──意志を持った、ぼくの操あやつり人形さ。

　……気づいてなかったわけじゃあないだろ？」

　かすれた声のシルフィールに、しかしフィブリゾは、冷れい淡たんに言い放つ。

　しかし、残留思念に実体を持たせたということは、神官長さんも露ろ店てんのおばちゃんも、すべては、いわば幽ゆう霊れいのようなもの。

　つまり冥ヘルマ王スターフィブリゾは、この町を、その二つ名の通りの死霊都市と化した、というわけか……

「……なかなか悪あく趣しゆ味みなことするわね……

　午前中は、あたしたちをこの中に入らせようとしなかった、っていうのも、どーせまた何かたくらんでるんでしょう？」

「もちろん。その通り」

　あたしの問いに、クリスタルの中の冥ヘルマ王スターは、ごくあっさりとうなずいた。

「あれこれと小こ細ざい工くをする、っていうのも、結けつ構こう面白いもんだよ。

　相手がみごとにハマってくれた時なんて、なかなか気持いいからね」

「ラーシャートの件はおそまつだったけどね」

「……ああ……まあ、あヽれヽは……ね」

　あたしのツッコミに、彼は苦笑を浮かべ、

「ガーヴを倒したおかげで、こっちの言いなりになった、まではよかったんだけど……

　まさか、あっさり倒されるとは思ってなかったよ。

　よっぽどダイコン役者だったんだろうね。

　……まあ、あんなのが部下やってたんじゃあ、ガーヴもだいぶ苦労したろうね」

「──そんなことよりっ！」

　冥ヘルマ王スターをにらみすえ　声を上げるシルフィール。

「ガウリイさまはっ!?　ガウリイさまはご無事でしょうねっ!?」

「──ああ。あの男？

　まだだいじょうぶだよ。ぼくがつくった魔力のクリスタルの中に閉じ込められて、仮か死し状態になってるだけさ。

　……ひょっとしてきみ、あの男のことが……？」

「あなたには関係ないことですっ！」

「……まあ、いいけどね……

　教えてあげるよ。

　彼は、冥王宮を貫つらぬき、支ささえるこのクリスタル柱の中──いちばん底の部分にいる。

　とり返せる自信があるなら、行ってみるといいよ。

　とり返せる自ヽ信ヽがヽあヽるヽなヽらヽ、ね。

　──と。それよりも。

　わざわざぼくがこうやって、きみたちに姿を見せたのは、ね。見せておきたいものがあったからなんだ。

　これだよ」

　言って、クリスタルの中の冥ヘルマ王スターは、ぱちんっ！　と、ひとつ、指を鳴らした。

　とたん、フィブリゾの姿はかき消えて、かわりに、どことも知れぬ、薄灰色の通路を進む、男女二人の姿がクリスタルの中に映し出された。

「──アメリア！　ゼル！」

　そう。それは、きのうのうちにここを訪れ、姿を消した二人だった。

『きのう来たからね。ちょっと早めに招しよう待たいしといたんだ』

　どこからともなく流れ来る、冥ヘルマ王スターフィブリゾの声。

「まさか!?　二人を──！」

『殺しはしないさ。今はね。

　とりあえず──きみたち人間がふつうにやっただけじゃあ、ぼくにはかなわない、ってことを知ってもらおうと思ってさ』

「……けどひょっとしてあの二人……一日じゅう、この冥王宮とやらの中を動きまわってたわけ？」

『そういうことになるね。

　……もっとも、ちょっとだけ時間をいじくったからね。

　二人にとっては、ここに入ってからは、そんなに経たっていないはずだよ』

「時ヽ間ヽをヽ──操ヽるヽ!?」

「うそに決まってるでしょ」

　驚きの声を上げたシルフィールに、しかしあたしは冷淡に言う。

「たぶん、時間感覚を狂わせといて、同時に体機能をすこし低下させる。そうやって、時間の進み方を遅おそく感じさせた──ってところでしょ」

『まさにその通りだよ。

　いちいち説明するのが面めん倒どうなんで、時間、って言い方をしたけどね。

　──さて、そんなことより。

　そろそろ二人が来ヽたヽようだよ』

　来た？

　クリスタルの中に映ったアメリアとゼルガディスの二人は足を止めていた。
















　その前に立ち塞ふさがるのは一枚のドア。

　顔を見合わせた二人の目の前で、ドアはひとりでにゆっくりと開く。

　一瞬のためらいを見せてから、二人はドアをくぐった。

　クリスタルの映像がまたまた切り替わった。

　こんどはその部屋の中である。どうやって切り替えているのかは知らないが、なかなか器用なもんである。

　あたしたちが今いるここと同じ、だだっ広く丸い部屋。手前には、こちらに背を向けたアメリアとゼルガディスの後ろ姿。

　すこし離れたその正面──やはり部屋を上下に貫く、クリスタル柱のその手前に、佇たたずむ小さな影ひとつ。

『……ここで俺たちを待ってた、ってわけか……ご苦労なこった……』

　どこからともなく響ひびくゼルの声。

『待ってたのはきみたちじゃないよ。

　今、上にリナ＝インバースが来ててね……』

『リナが!?　もう!?』

『そういうこと。

　きみたちが、いくらがんばったところで、ぼくにはかないっこない、ってことを、みんなに教えてあげたくてね』

『そうはいかないわっ！』

　自信まんまん言い切って、冥ヘルマ王スターを、びしぃっ！　と右手で指さしたのは、言うまでもなくアメリアだった。

『たとえあなたにどれほど力があろうとも、悪の栄さかえたためしはないわっ！

　正義の炎が、わたしたち一人一人の胸に熱く燃えているかぎり、あなたの企たくらみの実現する日は永と遠わに来ないと思いなさいっ！』

『へぇえ……つまり、きみたち全員『正義の味方』ってわけだ』

　あざけるような冥ヘルマ王スターのことばに、アメリアは、フィブリゾを指さしたポーズのままで一瞬沈黙し、

『……リナは除のぞくっ！』

「くぉらっ！　アメリアっ！」

　聞こえないとは思いつつ、思わずツッコミを入れるあたし。

　……そりゃあまああたしだって、自分のことをセイギのミカタだなんぞとは思っていないけど……

　他人に言われると、なんかむちゃくちゃ腹立つぞ。

『──正義──ってきみは言うけどね、それはしょせん、人としての正義なんだろ？

　ぼくたち魔族にとっての正義は、世界を無へと帰すことなんだよ』

『そんなつまらないたわごとで、わたしを惑まどわせようとしたって無む駄だなことっ！

　正義を信じる心はすこしもゆるがないわっ！』

『たわごとなんかじゃあないよ。

　もともときみたちも、そしてぼくたちも、同じものから分化したもの。

　きみたちは、存在し続けることを望み、ぼくたちはその逆の特性、つまり滅びに向かうことを望むものだ、って違いがあるだけで、ね。

　ぼくたち魔族に言わせれば、存在は無数の矛むじ盾ゆんを生む。

　けれど、無は、無以外のなにものでもない。

　矛盾を内包した存在よりも、完全なる秩ちつ序じよに満ちた無を選んだ──

　それがぼくたち魔族なのさ』

『たわごとは聞く気がないと言ったはずよっ！』

　全く動じず、アメリアは言う。

　……ひょっとして、フィブリゾの言ってることが、よくわからなかっただけなんじゃあ……？　などと思うのは、あたしの考えすぎだろーか？

『それにっ！　滅びたいなら自分たちだけで、とっとと滅んだらいいでしょっ!?　わたしたちは誰だれも止めないわよっ！』

『……わかってないね……』

　アメリアのことばにため息をつく冥ヘルマ王スター。

『自分たちだけが滅びたいわけじゃあない。

　世界そのものを滅ぼさないと意味はないのさ。

　……まあ、わかってもらえるとは思ってなかったけどね。

　ぼくたちにだって、きみたちがなぜ存在し続けたいのか、なんてことはちっともわからないからね。

　もともと、理解し合えるようにはできてないのさ。

　ぼくたちと、きみたちとは』

『……つまりは……

　決け着りをつけるしかない、ってわけだ』

　ゼルガディスの漏もらしたつぶやきに、フィブリゾはにっこりとうなずいた。

『そういうことだよ。

　──けど、正直言って、ここできみたちとまともに戦う、ってのは不公平だよね。

　もしもぼくが本気になれば、きみたちが呪文ひとつ唱え終えないうちに、きみたちを粉みじんにすることだってたやすい。

　それじゃああんまり面おも白しろくないからね。

　そこで──ひとつ、ゲームをする気はないかい？』

『ゲーム？』

　フィブリゾのことばに眉まゆをひそめるアメリア。

『そう。ゲームだよ。

　ルールはかんたん。きみたち二人が、ぼくに向かって攻撃をする。

　ぼくは、防ぼう御ぎよはするけど、きみたちには絶対手を出さない。

　それできみたちが、ぼくを倒せればそちらの勝ち。

　倒せなければぼくの勝ち』

『……そいつはまた……ずいぶんとやさしい条件だな……

　で？　俺おれたちが勝てば、ガウリイの旦だん那なを返してやる、とでも？』

『その通り』

　言ったフィブリゾのその後ろ──クリスタルの柱の中に、ガウリイの姿が、ぼうっ、と映し出される。

『仮死状態のまま、この冥王宮のいちばん下、クリスタル柱の中に封じてある。

　ぼくを倒せば、自然と開放されるはずだからね。あとは勝手に連れて行けばいい』

『それで──こちらが負ければ、俺たちの命を──というわけか？』

『いいや、そうじゃない』

　ゼルのことばに、フィブリゾは、笑いながら首を横に振ふる。

『きみたちが負ければ、しょせん人間がぼくに勝つことはできないんだ、ってことを思い知ることになる。

　それで十分なのさ』

　……なるほど……そういうことか。

　つまり冥ヘルマ王スターは、アメリアやゼルに、というより、この光景をここで見ているあたしに向かって、暗あんにこう言っているのだ。

　──ぼくを倒したければ、重ギガ破・スレ斬イブを使ってみせるしかないぞ──と。

『いいでしょうっ！』

　またまた無意味にフィブリゾを、びしぃっ！　と指さし、アメリアが言う。

『無む謀ぼうな自信とその言葉、後こう悔かいさせてあげるわっ！』

　……無謀な自信に関しては、ひとのことは言えんよーな気がするが……

　呪文の詠唱をはじめたアメリアに、余よ裕ゆうの笑みを向けたまま佇むフィブリゾ。

　ゼルもまた、呪文を唱えはじめた。

　おしっ！　それじゃあこっちも行動開始っ！

「行くわよ！　あたしたちも！」

「わかりました！」

　言ったあたしの意を悟り、即そく座ざにうなずくシルフィール。

　フィブリゾが、アメリアたちとの『ゲーム』に興きようじているうちに、こちらは下へ下へと降りる。

　ガウリイを見つけ出し、助けることができれば何も言うことはなし。まあ、そこまでうまく行くとは思えないが、できればアメリアたちと合流はしたい。

　クリスタルの柱をまわり込んでみれば、意外にも、下へと続く階段が、ぽっかり床に口を開けていた。

　……正直言って、すなおに階段があるとは思ってなかったけど……

　しかし、この冥王宮がフィブリゾの思うがままに在あることを考えれば、これはつまり、降りて来い、ということなのだろう。

　まさかそれで、ガウリイのもとへと直行できるはずもない。

　──おそらく、あたしたちを自分のところへ導みちびいて、その強さを目まのあたりに思い知らせようというつもりか。

　おーしっ！　行ってやろーじゃないのっ！

　あたしとシルフィールは顔を見合わせてうなずき、降りはじめた。

　フィブリゾのもとへと続く階段を。








　　　四、闇やみよりも　夜よりもなお深きもの









　伝説にはこうある。

　世界は、混こん沌とんの海につき立てられた、杖つえの上に乗った丸い板だと。

　あたしは、この話は間違っていると思っていた。

　しかし、異ク界レア黙バ示イブ録ルで知識を得た今、やや考えが変わっていた。

　半分だけは、ある意味で、その通りなのだ、と。




『崩ラ・霊テイ裂ルト！』

　アメリアの声があたりにこだまする。

　あたしとシルフィールの二人が階段をかけ下りたそこもまた、上と似たような構造の部屋だった。

　やはり部屋の中央には、上下を貫つらぬくクリスタルの柱。

　そして、その柱にもまた、アメリアたちとフィブリゾとの戦い──いや、『ゲーム』の様よう子すが映うつし出されていた。

　声もやはり、同じように聞こえて来る。

　しかし、アメリアが放ったはずの崩ラ・霊テイ裂ルトは、発動すらしなかった。

『……なっ……!?』

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる彼女に、フィブリゾは余よ裕ゆうの笑みを向けた。

『──その程度の術なら、防ぐのに、呪しゆを口にする必要もないよ。

　防ごうと思う、ただそれだけで、呪じゆ力りよくを発動前に中和できる』

　……かなりとんでもない奴やつである。

　魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴでさえも、こちらの術を中和する時には、鳴き声のような、短い呪じゆ文もんの詠えい唱しようを必要としていたというのに。

『崩ラ・霊テイ裂ルト！』

　間を置かず、唱となえたゼルの呪文も同じこと。

　おそらく、不意を突きでもしないかぎり、フィブリゾ相手に術を決めることはできないだろう。

　しかし、この状況で、アメリアやゼルが冥ヘルマ王スターの不意を突くことなど、実質上不可能な話である。

　となれば、あの部屋に乱入した時点であたしが呪文をぶちかませば？

　しかしそれにはまず、あの場所へとたどり着くことである。

　先を急がなければならない。

　あたしとシルフィールの二人は、部屋の中央のクリスタル柱をまわり込み、やはりそこの床に穿うがたれた、下への階段を下りて行った。




　伝説にはこうある。

　金ロード色・オのブ・魔ナイト王メア、それこれが魔ま王おうの中の魔王。天空より堕おとされ、混こん沌とんの海にたゆたう存も在の、と。

　あたしが、郷く里にの姉ねえちゃんといっしょに、ディルスの王宮へと行った時、年老いた一人の予言者が、姉ちゃんに語ったことだった。

　しかし、それは違うのだ。

　彼の知識の基もととなった、異ク界レア黙バ示イブ録ルの写本が不完全だったのか、あるいは彼の解かい釈しやくが間違っていたのか、それはわからない。




　階段を下りたその場所も、またまた同じような部屋だった。

　──まさか、この冥めい王おう宮きゆうの入り口の時みたいに、空間を歪ゆがめられて、同じ階を上下されられてるだけじゃあ……？

　そんな疑問が一瞬頭をかすめるが、いずれにしろ、今のあたしたちには、下へ下へと向かうよりほかに手はない。

　この間にも、アメリアとゼルの、フィブリゾへの呪文攻撃は続いていた。

　崩ラ・霊テイ裂ルトをあっさり無効化され、二人はさまざまな術を試してみている。

『烈エルメ閃キア・槍ランス！』

『冥ゴズ壊・ヴ・屍ロー！』

　しかしフィブリゾは、アメリアの放った光の槍やりを、片手でかるく払いのけ、ゼルの放った、床を疾はしる黒い影を、いともむぞうさに踏みつぶす。

　──ケタが違いすぎる──

　たしかに、冥ヘルマ王スターが狙ねらったその通り、アメリアとゼルの顔には、焦あせりと絶望の色とがにじみはじめていた。

『火フア炎イアー・球ボール！』

　だめでもともとのつもりか、あるいは焦りでとち狂ったか、アメリアが火フア炎イアー・球ボールをぶちかます。

　むろんこんなものが魔族に通用するはずもない。冥ヘルマ王スターは、苦笑混じりの笑みを浮かべたままで、よけようとも防ごうともしない。




　ごぅんっ！




　アメリアの放った火フア炎イアー・球ボールは、フィブリゾにぶち当たり、あたりに爆光を撒まき散らした。

　それと同時に──

『崩ラ・霊テイ裂ルト！』

　ゼルガディスが術を放つ！

　しかし、やはり術は発動さえせず、ゼルの声が、むなしく風に流れただけ。

　やがて火フア炎イアー・球ボールの爆煙が消えたそのあとには、苦笑を浮かべて佇たたずむ冥ヘルマ王スターフィブリゾの姿があった。

『……ひょっとして……

　今の火フア炎イアー・球ボール、あれって、目くらましのつもりだったわけ？

　それなら──ちょっとお粗そ末まつすぎるんじゃないかな？』

『……くっ……！

　ならばっ！』

　ゼルは背中のブロード・ソードを抜き放ち、呪文を唱える。

『魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アイン！』

　魔力を剣にまとわりつかせ、そのままフィブリゾに向かって正面から突っ込んでゆく！

　[image: ]んっ！

　風を斬きり、うなったブロード・ソードの一撃を、しかしフィブリゾは、よけようとすらしない。

　ふり下ろされたゼルの剣は、頭から足もとまで、やすやすと、冥ヘルマ王スターフィブリゾの体を切り裂さいた！

　──いや！

　フィブリゾの体をあっさりす通りしたのだ！

　そうか。もともとこいつは精神体。それを、何らかの方法で、今の姿に実体化させているだけである。

　実体化させる力を弱めれば、今のようなことも可能である。

『──それで？』

『………………』

　フィブリゾに、表情一つ変えずに言い放たれ、ことばを失うゼルガディス。

　めげずに呪文を唱えるアメリア。

　しかしその顔には、いまや、焦りの色がはっきりとにじみ出ていた。




　フィブリゾは言っていた。

　すべては、ひとつから分化した、と。

　もしも、その通りだとすれば……




　フィブリゾの『ゲーム』は、終しゆう盤ばんを迎むかえようとしていた。

　アメリアにしろ、ゼルにしろ、はや魔力が尽つきた、というわけではない。

　しかし、攻撃の手段は早くも尽きていた。

　現に今までも、冥ヘルマ王スターに決定打──どころか、まともに一撃を浴あびせることもできないでいる。

　結局今、二人は、崩ラ・霊テイ裂ルトを唱えながらも、術を放つこともなく、フィブリゾのスキを突くべく、にらみ合いを続けていた。

　この均きん衡こうを破る手段はただ一つ──

　あたしたちが乱入することである。

　そして一方、あたしとシルフィールの二人は、ようやく、やや違った場所へとやって来ていた。

　同じような部屋から同じような部屋へと、ただただひたすら下り続け──

　どれくらい、そんなことを続けただろうか。

　二人は、それまでと異り、下への階段がない部屋へとたどり着いた。

　ほかの場所にあるのでは、と、部屋を出て、通路をしばらく走るうち、下への階段を見つけた。

　しかし、部屋の構造が変わった、ということは──あるいは、目的の部屋が近いのではないだろうか。

　となればやはり予定通り、乱入するなり不意討うち攻撃ぶちかましちゃるっ！

　あたしは通路を駆かけ抜けながら、口の中で竜ドラグ破・ス斬レイブの呪文を唱えはじめた。

　やがて、しばらくでたらめに進むうち──

　見えたっ！

　通路の奥には、開きっぱなしになった一枚のドア。

　その向こう──部屋の中には、小さな黒い人影と対たい峙じする二人の後ろ姿。

　おしっ！　着いたっ！

　足を早めてそのまま部屋の中へと飛び込む。

　冥ヘルマ王スターの視線が、こちらへちらりと向けられたその瞬しゆん間かん。

　あたしは、唱えておいた呪文を解き放った！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　──だが！

　あたしの術は、やはり発動すらしなかった。

　──読まれてたかっ!?

「それも予測済みだよ！」

　勝ちほこった口調で言い放つ冥ヘルマ王スター。

　しかしその瞬間。

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　間かん髪はつ入れず呪文を解き放ったのは──

「シルフィール！」

「……っなっ!?」

　あたしの声と、冥ヘルマ王スターの驚きの声とが重なった。

　まさかシルフィールから、この一撃が来るとは予想していなかったのだろう。術を中和する間すらなく、竜ドラグ破・ス斬レイブの赫あかい光が冥ヘルマ王スターに向かって収しゆう束そくした！

「くあああああっ!?」

　声をふるわせ、悲鳴を上げる冥ヘルマ王スターフィブリゾ。精神力で力まかせに竜ドラグ破・ス斬レイブの力を抑え込むつもりなのだろうが──

『崩ラ・霊テイ裂ルト！』

　この機を逃さず放った、アメリアとゼルの『力あることば』が、もののみごとに重なった！

　こうっ！

　そして、術が発動した！

　崩ラ・霊テイ裂ルトの蒼あおい──いや、皓しろい火柱が冥ヘルマ王スターフィブリゾの全身を包み込んだ！

　火柱の色が普ふ通つうと違う!?

　竜ドラグ破・ス斬レイブと、二重にかけられた崩ラ・霊テイ裂ルトとが反応し合ったか！

　るおおおおおおおおおおおおっ！

　獣けものの遠とお吠ぼえにすら似た、フィブリゾの声が空気をふるわせる。

　──やがて。

　三つの呪文が混じりあった、皓しろい火柱のその中で、冥ヘルマ王スターの姿は黒い影と化し、光の中に吹き散らされる！

　──そして、光の柱が消えたあとには──

　もはやそこに、冥ヘルマ王スターフィブリゾの姿は残っていなかった。




「……やった……のか……？」

　永い沈ちん黙もくのそののちに、ぽつりっ、とそうつぶやいたのはゼルガディスだった。

「……さあ……」

　油断なく、あたりを見回しながらつぶやくシルフイール。

　たしかに、もはやあたりには、何の気け配はいもない。

　しかし──

「あれはっ!?」

　アメリアの声に視線をめぐらせれば、冥めい王おう宮きゆうを支ささえるクリスタル柱の中から、ぼんやりと人影が浮かび上がって来る。

　──フィブリゾか!?

　あわてて身み構がまえ、口々に呪文を唱える一同の目の前で、それは徐じよ々じよに、その姿をはっきりとさせていった。

　──あれは──!?

「ガウリイさまっ!?」

　シルフィールが声を上げる。

　──そう。

　クリスタルの中から、ゆっくりと浮かび上がって来たものは、まぎれもなくガウリイの姿だった。

　ゆっくりと。押し出されるように。ガウリイの体は、クリスタルの中から──抜け出た。

「ガウリイ！」

　声を上げ、あたしが駆け出すより早く。

　駆け寄ったシルフィールが、ガウリイの体を受け止め、支える。

　──あ……

　なんとはなしに、息苦しいような気分に、あたしは踏ふみ出しかけた足を止めた。

「……無事……なの……？」

　あたしの問いに、シルフィールは、ふり向かぬままうなずいた。

　……そっか……無事だったか……

　自然と安あん堵どのため息が漏もれた。
















「……ガウリイさま。ガウリイさま」

「……う……」

　シルフィールの呼びかけが耳に届いたか、ガウリイの口から、小さな呻うめき声が漏れた。

　……よかった……どーやら、たいしたことはないようである。

　しかし──たいしたことがないとわかったからには……

「……ここ……は……？」

　早くも意識が戻ったらしく、かるく頭を振りながら、ガウリイはあたりを見回す。

　その瞬間──

「『ここは？』ぢゃないでしょーがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　どげぎょっ！




　あたしの飛び蹴げりが、まともに彼のどたまを直撃した！

「リ……リナさんっ!?」

「な……何するんだっ!?　いきなりっ!?」

　シルフィールとガウリイの抗議の声もどこ吹ふく風、である。

　ガウリイが、とりあえず無事とわかったそのとたん、いきなしむしょーに腹が立って来たのだ。

「まあったくっ！　みんなに思いっきし心配かけといてっ！

　いくら相手が冥ヘルマ王スターフィブリゾだからって、いともあっさりつかまるなんてっ！　むかし話のお姫ひめさまかっ!?　あんたはっ!?」

「……え……!?　ちょっ……!?」

「ま、みんな無事だったんだからそれでいーけどっ！」

　言ってあたしは、くるりっ、とガウリイに背を向ける。

「シルフィールに感かん謝しやしなさいよっ！　彼女がいなけりゃ、あなたを助けられてたかどーか、わかんないんだからっ！」

「……え……？」

　とまどうようなガウリイの声。

　彼がどんな表情をしているのか、背を向けたあたしには見えない。

　──あるいは、見たくなかったのかもしれない。

「……ガウリイさま……よくご無事で……」

　シルフィールの声が、かすかにふるえているのがわかる。

　そして、しばしの間を置いてから、ガウリイは言った。

　ぽんっ、とひとつ、手を打ってから。

「──あ。そーか。オレ、あいつに捕つかまってたんだ！」

『ンなこと忘わすれるなぁっ！』

　その場にいるほぼ全員のツッコミがみごとに唱しよ和うわした。

　……こいつ……自分の置かれた状況を理解できてなかったな……

　ま、そこいらがガウリイらしいと言えばガウリイらしいのだが。

「そういえば……あいつは？」

　ガウリイに問われて、あたしたち四人は、一瞬顔を見合わせた。

「……ガウリイさまが解き放たれた、ということは……

　やはり、倒したんじゃないかと思いますけど……」

「きっとそうよっ！　わたしたちの正義を愛する心が悪を滅ほろぼしたのよっ！」

「……けど……あれほどの奴が、ほんとーにさっきので……？」

　あたしのことばに、シルフィールと、一人盛り上がっていたアメリアまでもが思わず沈黙した。

「──しかし、何にしても確かなのは……」

　横からゼルが口をはさむ。

「ここにこれ以上の長なが居いは無用だ、ということだ。

　ガウリイの旦だん那なも助け出せたことだしな」

「賛成ですね」

「異議なしっ！」

「……よく事情がわからんが……」

「だぁぁぁぁぁぁぁっ！　あとで説明したげるからっ！　とにかく今は、いっしょに来ればいーのよっ！

　それじゃあみんなっ！　脱出よっ！　階段はこっち！」

　言ってあたしは部屋を出て、やって来たのと逆の方へと薄うす灰はい色いろの通路を進む。

　その後ろに、ゼル、アメリア、ガウリイと続き、しんがりはシルフィールである。

　ほどなく見つかった、上へと続く階段を上りながら、あたしはふとあることを思い出した。

「──そー言えばガウリイ、光の剣──って言うか、烈ゴル光ンのノ剣ヴア、っていうか……

　あれ、どうなったわけ？」

「……あ……

　いや……よく知らんが……」

　……そーゆー答えが返って来そうな気はしてたけど……

「光の剣から伸びた触しよく手しゆに捕まって、ふと気がつくと、この建物の中にいて……

　触手を解とかれると同時に、青い、霧きりみたいなもんに包まれて……

　あとは、気づいたのがさっきだった」

　なるほど。

　冥ヘルマ王スターは、あれを、異界の魔族のようなものだと言っていた。

　となれば、もうフィブリゾが、もとの世界に返したのではないだろうか。

　それにもし、まだあれがあったとしても、魔族の一種とわかった以上、むやみに使う気にもなれない。

　……そうと知る前は、けっこー無神経にほこほこ使ってたけど……

　ま、いずれにしても、あれのことはあきらめるしかないだろう。

　などといろいろ考えながら、あたしは階段を上り──

「そう言えば──烈ゴル光ンのノ剣ヴアのことを忘れてたよ」

　聞きおぼえのある声があたしを出迎えた。

　──!?──

　階段を上がったそこは、別の通路があるはずだった。

　しかし今、あたしの目の前にあるのは──

　だだっ広い、薄灰色の丸い部屋。

　中央を、上下に貫く、巨大なクリスタルの柱。

　そしてそのクリスタル柱の前にひっそり佇んでいるのは──

「……やっぱし生きてたわね……

　冥ヘルマ王スターフィブリゾ！」

　少年の姿を借りた魔は、余裕の笑みを浮かべてみせた。

　……やっぱし滅びてなかったか……ある程度予想はしてたけど……

　わざわざその名を呼んだのは、後ろに続くみんなに警告を──

「……えっ……!?」

　その時、あたしははじめて気がついた。

　つい今しがたまで後ろにあった、四人の気配が消えていることに。

　あわててそちらをふり向けば、四人──どころか、たった今、上ってきたはずの階段すら見当たらない。

「ちょっと空間をゆがめたんだよ。

　リナ＝インバース、きみひとりを招待したくてね」

　言ってフィブリゾは、ぱちんっ、と右手の指を鳴らした。

　部屋の中央にある、クリスタルの柱がうすく輝かがやき、薄灰色の通路で、おろおろとあたりを見回す、ガウリイたち四人の姿を映し出す。

「階段のところの空間を、ちょっといじくって、ね。

　きみだけをここにご招待したわけだよ。

　みんな、必死できみを探してる。

　あんなところをいくら探しても無む駄だなのに、ね」

「……それじゃあ……どこなのよ!?　ここは!?」

　あたしの問いに、フィブリゾはにっこりほほえんで、

「ここが、この冥王宮のいちばん下にある部屋さ。

　さっきみんなと戦ったのは、ここから五つほど上の部屋だよ。

　……でも、さっきのはみごとに意表を突かれたよ。

　まさかあの娘こが、竜ドラグ破・ス斬レイブを使って来るとは、思ってもいなかったからね」

「……あたしも知らなかったわ。シルフィールがあれを使えるなんて」

「あわてて、精神体の一部をおとりに残して逃げたからよかったようなものの……そうじゃなきゃあ、もう少し痛い目にあってたところだよ。

　人間にしてはよくやったんで、ごほうびに、ガウリイとかいうあの男は、解放してあげたんだけどね」

「……ご親切にどーも」

　あたしの皮ひ肉にくも全く無視し、フィブリゾはなおもことばを続ける。

「けど、きみは気づいてたみたいだね。ぼくがまだ無事だ、って」

「まあ、なんとなく、ね……

　あんたが滅びたにしては、あんたの意志で自由になる、この建物に、なんの変化がない、っていうのも変な話だし。

　いくら不意を突かれたからって、あれでやられる、っていうのは、いくらなんでもあっさりしすぎてるかなー、なんて思ってね」

「そりゃあまあ、ね。

　たしかにさっきのは、人間にしちゃあたいしたものだったけど、あくまで人間にしちゃあ、の話だから。

　──そうそう。きみがさっき言ったので思い出したんだけど……」

　言ったフィブリゾの、胸の前あたりの空間が、一瞬、ゆらりっ、とゆらめいて、光の剣──いや、烈ゴル光ンのノ剣ヴアを虚こ空くうから呼び寄せた。

「これを返さなくっちゃならなかったんだね。

　闇ダをー撤ク・くスもタのーへ」

　言ってフィブリゾは静かに目を閉じ、口の中で小さく、呪文らしきものをつぶやきはじめた。

　やがてそのうち。

　……ぃぃ……ぃぃぃぃぃぃいいいいいいいい……

　硬かたく鋭するどい金属がふるえているかのような音が、次第に大きくなってゆく。

　空気をふるわせ、鼓こ膜まくをふるわせ、頭の芯しんにまで音が潜もぐり込み──

　そして、音は聞こえなくなった。

　音がしなくなったわけではない。たしかに耳には聞こえないが、あたりの空気がまだ震ふるえ続けているのがはっきりわかる。

　人の耳が捕らえることのできるレベルを越えたのだ。

　そしてその瞬間。

　烈ゴル光ンのノ剣ヴアが、一瞬にしてまっ黒に染そまり、まるで、小川に墨すみを流したかのように、虚空うつろに流れ、溶とけ消える。

　同時に、音──というより、あの振しん動どうが、あたりから消え去ったことにあたしは気づいた。

「──これでよし……と」

　冥ヘルマ王スターは、ふたたび目を開け、にっこり微ほほ笑えむ。

「これであれは帰ったよ。

　闇ダをー撤ク・くスもタのーのところに、ね。

　──さて。と、いうところで……

　ちょっと手順が変わっちゃったけど……まあいいや。

　そろそろ本題に移ろうか？」

　言ってフィブリゾは、クリスタル柱に映し出された四人に目を向け、ぱちんっ、とまたもや右手の指を鳴らす。

　その瞬間。

　しゅぅぅぅぅぅぅぅっ！

　四人の足下から青い霧があたりにわき起こる！

『何だっ!?』

　驚おどろきの声を上げるガウリイたち四人の姿が、刹せつ那な、その霧に包まれ──

　ぴぎっ！

　次の瞬間、四人は蒼あおいクリスタルの中へと封じ込められた！

「みんなっ!?」

　思わず声を上げるあたし。

　──おそらくあれは、ガウリイを閉じ込めていたものと同じものなのだろう。

　とすれば、あれを解く方法は、冥ヘルマ王スター自身がそれを望むか、あるいはフィブリゾを倒すかの二つに一つ。

「──どうする？　リナ＝インバース？」

　フィブリゾは、むしろ陽気な笑みを浮かべて言った。

「ぼくが、ほんのすこしその気になるだけで、あの四人を殺すことだってできるんだよ。

　今すぐに。

　クリスタルを、すこし割ってやるだけでいいんだ」

「……くっ……！」

　あたしは、正面からフィブリゾをにらみつけた。

　頰ほおをひとすじの汗あせがつたう。

「それを止められるのは、きみしかいないんだよ」

　からかうような口調で言うフィブリゾ。

「方法は一つ。

　つまり、このぼくを倒してみせること。

　──けど、わかっているとは思うけど、並みの術じゃあ、ぼくに傷を与えることさえできやしない。

　それと、ガーヴに切りつけた、闇やみの刃やいばの術を使ったら、ぼくは迷わず宙に浮かんで逃げるからね。

　──あれは結構痛そうだったから」

　………………

　ふぅっ……

　しばしの沈黙の後、あたしは大きく息を吐ついた。

「……いーわよ……わかったわよ……

　唱えてあげよーじゃないのっ！　あんたの望み通り！　重ギガ破・スレ斬イブを！」

「──へえ──」

　フィブリゾの口の端が、笑みの形につり上がる。

「どうやら、気づいてたみたいだね。ぼくが、きみに何をしてほしかったのか」

「気づくわよふつー。ここまで来れば」

　あたしは言った。

「……けど、わざわざあたしなんかを利用しなくったって、あんたが自分で術唱えて、暴走させればいいじゃないの。

　どーせ世界といっしょに無理心中するつもりなら」

「それができれば苦労はしないよ」

　フィブリゾは苦笑を浮かべて言った。

「この世界の動物を依より代しろにしたレッサー・デーモンやブラス・デーモンとちがって、ぼくたち純魔族は、言っちゃえば精神生命体だからね。

　ほかの存も在のの力を借りた呪文を唱える、なんてことは、ぼくたちにとっては、自分自身の力を否定するのも同じことなのさ。

　それって、ぼくたちにとっては、自殺も同じなんだよ。

　何らかの目的があって精せい霊れい呪文を唱える、というくらいならまだしも、ほかの高位魔族だの、あヽのヽかヽたヽだのの力を借りた呪文なんて、唱え終わるまでにこっちの存在自体が危なくなるんだ。

　──だからこそ、そういった制約を持たず、『呪文』というもののほんとうの怖こわさもわかっていない『人間』に白しら羽はの矢を立てた、ってわけだよ。

　……まあ……おしゃべりはこのくらいにして、そろそろやることをやってもらおうか。

　それとも──お仲間を、ひとりずつ砕くだいちゃおうか？」

「……わかったわよ……」

　……これが冥ヘルマ王スターフィブリゾに通用するかどうか……？

　まずは呪タリ符スマンの力を引き出す増幅の呪文を唱え、続いて、魔の理ことわりを司つかさどる、混カ沌オスの・言ワー語ズをつむぎ出す。




　──闇やみよりもなお昏くらきもの

　　　夜よりもなお深きもの

　　　混こん沌とんの海にたゆたいし

　　　金こん色じきなりし闇の王──




「……っなっ!?　どういうつもりだっ!?」

　あたしの呪文を耳にして、冥ヘルマ王スターフィブリゾは、その声に、はじめて焦あせりの色をにじませた。

　そう。あたしが今唱えている重ギガ破・スレ斬イブは、未完成バージョンの方である。

　これなら、呪タリ符スマンの力を借りれば、なんとか制せい御ぎよもできるはず。

　これでフィブリゾを倒せれば決け着りはつく！




　　我われここに　汝なんじに願う

　　我ここに　汝に誓ちかう

　　我が前に立ち塞ふさがりし

　　すべての愚おろかなるものに

　　我と汝が力もて

　　等しく滅ほろびを与えんことを！




　[image: ]ぉんっ！

　空そ間らをきしませ闇が生まれた。

　あたしのまわりに生まれ漂ただよう闇の霧は、やがて、伸ばした左の手のひらへと収束してゆく。

　あるいはゆがみ、あるいはふくらみ、暴走しようとする呪力を、あたしは必死で抑おさえ込む。

　呪タリ符スマンの力を借りているとはいうものの、さすがに消しよう耗もうも激はげしい。術を制御する、という、ただそれだけのことにさえ、まるで命が削けずられてでもいるかのように、魔力が、そして体力が、どんどん消耗してゆくのがはっきりとわかった。

「きさまっ……!?」

　迷いの色を見せながら、思わず一歩退く冥ヘルマ王スターのその前で、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの力を借りた術は完成した！

「重ギガ破・スレ斬イブ！」

　手のひらの先に生まれた闇の球は、縮み、虚こ空くうへと消えて、次の瞬間、目標の内部へと転移し、虚うつ無ろを撒まき散らす！

「るぐぁぁぁぁっ!?」

　冥ヘルマ王スターの悲鳴があたりにこだました。

　フィブリゾの体の中から吹き出した、闇の炎が柱と化して、その全身を包み込む！

　うおおおおおおおおおおおおおんっ！

　空間のきしみかフィブリゾの叫びか。冥王宮をふるわせるかのように風が鳴る。

　魔力と体力のほとんどを使い果たし、あたしは、その場にがくりとひざをついた。

　ふぁさりっ、と肩ぐちから垂たれた、あたしの髪の一ふさは、銀しろがねの色に染まっていた。

　生体エネルギーの使いすぎによって起こる現象である。

　強烈な睡すい魔まと疲ひ労ろう感が全身を包む。

　だが、ここで意識を失うわけにはいかない。

　最後まで、すべてを見み届とどけるまでは。

　そして──闇の火柱が消えたそのあと。

　そこにはもはや冥ヘルマ王スターフィブリゾの姿はなかった。

　しかし、おかしい。

　本来ならばこの術は、このあと、闇の火柱が大きくはじけ、こちらとは逆の方向に、破壊を撒き散らすはずなのだ。

　現に、あたしが最初にこの術を使った時には、海岸の一部を入り江と化したほどなのだ。

　それが、黒の火柱だけで終わるということは、何らかの力が、術のパワーを抑えた、ということである。

　むろん、その何らかの力というのは──

「……やってくれたね……そう来るとは思わなかったよ……

　術を抑おさえるだけで、けっこう痛かったよ……」

　声と同時に、床からわき出た、灰色の影とも霧ともつかぬものが、あたしのすぐ目の前で、ふたたび冥ヘルマ王スターフィブリゾの形を取った。

　──やはりっ……！

「……うっ……！　くぅっ……！」

　へたり込み、肩で荒い息をつきながら、あたしはフィブリゾに視線を送る。

　おそらく、アメリアたちの攻撃をかわしたのと同じ理り屈くつだろう、精アス神トラ体ルの一部をおとりとして残し、それに術を受けさせ、攻撃力の余波を本体の方で抑え込む。

「……きみはたしかに、あの術を唱えた。

　──不完全なものではあったけど、ね……」

　冥ヘルマ王スターは、憎ぞう悪おのまなざしでしばしあたしをにらみつけ、やがてその視線を、クリスタルの柱に映し出されたガウリイたち四人の方へと向ける。

「──けど、それじゃあ納なつ得とくはできないね……

　それに、考えてみれば、ぼくは言ってないからね。

　きみがあの呪文を唱えれば、仲間を助けてやる、なんてことは」

「……っなっ……!?」

「おかえしはさせてもらうよ。

　全員──とは言わないけど……

　とりあえず一人、きみの仲間を砕いてあげるよ」

　……ま……まずいっ……！

「誰だれにしようか……

　そうだね……それじゃあ、最初の予定通り……

　あの男にしようか？」

　フィブリゾの視線は、クリスタルの中に映し出されたガウリイの姿に向けられていた。

「やめてっ！」

　悲鳴が口を突いて出る。

　しかしフィブリゾは、そんなあたしに、ちらりっ、と、小さな笑みを向けただけ。

　──殺される──！　このままじゃあ──ガウリイが！

　フィブリゾを止める方法はただ一つ！

　思いついたその瞬間、あたしは迷まよわず、それを実行した。

　増幅の呪文で呪タリ符スマンの力を引き出し、混カ沌オスの・言ワー語ズをつむぎ出す。




　──闇よりもなお昏くらきもの──




　声を上げ、残った力をふり絞しぼり、ゆらりっ、とあたしは立ち上がる。

　あたしの口から漏もれた混カ沌オスの・言ワー語ズに、冥ヘルマ王スターは、冷やかな視線をこちらに向けた。

「……ほう……今さらもう一回、おなじことをやる気かい？

　けど、それでぼくを倒せると思っているなら大間違いだよ」

　かまわずあたしは呪文を続ける。




　──夜よりもなお深きもの──




　もう、呪力の暴走も、冥ヘルマ王スターのたくらみも、そんなものはどうでもよかった。

　ただ、ガウリイを、あの脳スライムな、自称あたしの保ほ護ご者しやを助けたいだけだった。




　──混こん沌とんの海よ　たゆたいし存も在の　金こん色じきなりし闇の王──




「ほぉう!?」

　冥ヘルマ王スターが、歓かん喜きと驚きよう嘆たんの声を上げた。

　かつてあたしはこう聞いた。

　金ロード色・オのブ・魔ナイト王メア──それはすなわち、天空より、混沌の海へと堕おとされた、魔王の中の魔王だと。

　しかし──

　違うのだ。

　異ク界レア黙バ示イブ録ルはあたしに語った。

　数あま多たの世界の下に横たわる混沌の海──それこそが、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに他ならぬのだ、と。

　伝説にはこうある。

　世界は、混沌の海につき立った、杖つえの上に乗っているのだ、と。

　しかしそれは、こういう言い方もできるのではないだろうか。

　混沌の海こそが、すべての基となる存在なのだ、と。




　──我われここに　汝なんじに願う

　　　我ここに　汝に誓ちかう

　　　我が前に立ち塞ふさがりし

　　　すべての愚おろかなるものに

　　　我と汝が力もて

　　　等しく滅ほろびを与えんことを！




　ふたたび闇が──

　いや。

　無が生まれ出た。

　──いや……あるいはひょっとしたら、それは混沌そのものだったのかもしれない。

　人の理解をはるかに超えた黒い何ヽかヽは、やがてゆっくりと、伸ばしたあたしの左の手のひらに収束してゆく。

　同時にあたしも、急速に消しよう耗もうしていった。

　しかし、今、消耗しているのは、魔力や体力などではない。

　生命力──魂たましいそのものが、まるで吸い込まれるかのようにえぐり取られ、無む明みようへと堕ちてゆくのがはっきりわかる。

　全身が、細胞のひとつひとつまでもが重圧に悲鳴を上げる。

　しかし、ここで意識を失うわけには──術を暴走させるわけにはいかない。

　もしもそんなことになったら──いつかシルフィールの言っていたように、そして冥ヘルマ王スターフィブリゾのもくろんだ通り、世界を無に帰すことになるだろう。

　だが。

　どくんっ！

　音を立て、あたしの全身が大きくふるえた。

　術を抑えようとするあたしの意志を、すこしずつ闇が蝕むしばんでゆく。

　左手の先に生まれた闇が、不規則な脈動を続けながら、すこしずつ、その大きさを増してゆく。

　──暴ヽ走ヽさヽせヽるヽ──わヽけヽにヽはヽ──

　ぎりっ、とあたしは奥歯を嚙かみしめる。

　にらみつけたフィブリゾの姿が、あたりの景色ごと、ゆらりっ、とかすむ。

　どくんっ！

　闇がひろがる。

　あたしの魂こころに。

　──抑えきれないっ！

　思ったその瞬間。

　あたしの意識は、闇に沈んだ。




　──そして。

　あヽたヽしヽはゆっくりと瞳めを開けた。

　かざした左手の先には、にぎりこぶしほどの闇が、安定したままわだかまっていた。

　さらにその先には、子供の姿を借りたまま、笑みを浮かべて佇たたずむ、冥ヘルマ王スターフィブリゾの姿があった。

　──へえ。術を制御したんだ。

　　　たいしたもんだね──

　フィブリゾの『声』が、あたしの頭に直接響く。

　焦あせりの色も、驚きの色も彼にはない。

　──けど、それでぼくに勝った、なんて思わないでほしいね……

　　　正直言って、ひょっとしたら、制御しちゃうんじゃないか、とは思ってたんだ。

　　　魔デモン血・ブ玉ラツドの呪タリ符スマンもあるし、ね。

　　　そう思ってね。実は、こういう時のためのしかけもしておいたんだ──

　一瞬にして、頭の中を流れ行くその『声』とともに、サイラーグ・シティの映像が、刹せつ那な、流れた。

　──まだ説明してなかったね。


　　　なぜきみたちを、午前中に、この冥めい王おう宮きゆうの中に入れなかったか。

　　　……この町は、残ざん留りゆう思し念ねんに実体を持たせてつくり出した。

　　　ぼくはそう言ったけど、その実体を形づくる材料が何なのか、それはまだ言ってないね……

　　　……ぼヽくヽなんだよ。

　　　この町にある、ほとんどすべての存も在のは、ぼくの意志力で実体化させてる。

　　　つまりは……

　　　このサイラーグの町こそが、ぼくそのものなんだよ──



「──それで？」

　おもわせぶりな冥ヘルマ王スターの『声』に、あたしは冷淡に言った。

　──それで、だって？──

　それに気を悪くでもしたのか、フィブリゾの笑みに、かすかに憎ぞう悪おの色が混じる、

　──まだわからないのかい？　

　　　なら教えてあげるよ！

　　　きみが昼に食べた料理、あれが何でできていたか知ってるのかい!?

　　　そう！

　　　あれもまた、このぼくの一部なのさ！

　　　つまり、きみの体の中には、もうぼくの一部が入り込んでいるのさ！

「……だから？」

　──まだわからないのかっ!?

　いらついた『声』で叫さけぶフィブリゾ。

　──はっきり言ってやる！


　　　無を制御した今のおまえに、外から攻撃をしかけることはできないかもしれない！

　　　けどね！　おまえの中に、ぼくの一部が在ある以上、それを介して、おまえを体の中から破壊することもできるんだぞっ！

　　　ぼくがそう思うだけで、ね！

　　　心臓をはじけさせることだってたやすい！

　　　今、おまえを殺せば、制御を失った闇はどうなると思う!?



　……ふっ……

　完全にかん違いしている冥ヘルマ王スターのたわごとを、鼻先でかるく笑い飛ばすあたし。

　それが気にさわったのだろうか──

　──ならばっ！

　　　お望み通り殺してやるよっ！

　　　全身をばらばらに破裂させてっ！

　瞬間、フィブリゾの意ち志か力らがあたしの中に押し寄せ──

　はじけた。




「──ばかなっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、ほかならぬ冥ヘルマ王スターフィブリゾだった。

　しずかに佇たたずむあたしを見つめたそのままで、数歩、後ろに後退る。

「ばかなっ!?

　心臓がはじけたはずだっ！

　死んだはずだっ！

　なのに──

　なのにっ！　なぜきさまっ！」

　ひたすら取り乱すフィブリゾに、あたしは冷淡な目をむける。

「──なぜっ!?　再ヽ生ヽしヽたヽっ!?」

　──そう。

　あたしはたしかに、今、冥ヘルマ王スターの『力』を受けて、一度ははじけ散り、死んだ。

　しかし──

「──だからどうだというのだ？」

「……あ……!?」

　あたしの声に、冥ヘルマ王スターは一瞬沈黙し──

「……あ！　あ……！　ああああああああああああああああああ！」

　恐怖の悲鳴を上げながら、へたりっ、とその場に腰を落とす。

　──ようやく気づいたようである。

　あヽたヽしヽがヽ一ヽ体ヽ誰ヽなヽのヽかヽ。

　……しかし……あたしが誰かも見抜けずに、つまらない攻撃をしかけてくるとは……お粗そ末まつにもほどがある。

「──まさ……か……!?」

　声をふるわせるフィブリゾに向かって、あたしはゆっくりと無をかざす。

「滅びを与えてあげるよ。冥ヘルマ王スターフィブリゾ。

　──お前の望んだ、その通りに、ね」

　あたしの核となっている、リナ＝インバースとかいう人間の、金色に染まった髪が、ざあっ、と揺れる。

　そしてあたしは左手で、『無』をあっさりとにぎり潰つぶした。

　同時にそれは、虚こ空くうを渡り、フィブリゾの体内へと転移した。

「っがぁっ！」

　悲鳴を上げる冥ヘルマ王スターフィブリゾ。同時に、精アス神トラ体ルのぬけがらを無のまわりに残して、本体が、精神世界面アストラル・サイドへ逃げ込もうとしているのが『視みえた』。

　お得意の、トカゲのしっぽ切りか。

　しかし、それも無む駄だなこと。

　あたしは『無』を介し、自分の意ち志か力らを使ってフィブリゾを追い、精神世界面アストラル・サイドへともぐり込む。

　やがてあたしは、精神世界面アストラル・サイドのフィブリゾを捕らえた。

　はげしく抵抗する冥ヘルマ王スター。

　──滅びを望むなら従うがいいっ！

　あたしの声に、フィブリゾの抵抗がいっそう強くなる。

　恐怖し、混乱しているのだ。このあたしに。

　必死で抗あらがうフィブリゾの中へと、あたしは無の触手を伸ばす。
















　普通なら、苦労もせずに食いつぶせる程度の相手なのだが、依より代しろにしているのが人間なせいか、全くと言っていいほど力が出せない。

　だが、フィブリゾを見逃す気にはならない。

　いくら気づいていなかったからとはいえ、彼は、あたしに攻撃をしかけたのだ。

　──滅ぼす！

　あたしの意識がはじけた。

　無が、大地に根を張るように、冥王宮を、そしてサイラーグの町を蝕むしばんでゆく。

　──そして。

　冥ヘルマ王スターフィブリゾの、断だん末まつ魔まの意識がはじけた。




　──目を開くと、青い空が見えた。

　あたしはあおむけになったまま、二、三度目を──

　──!?──

　ぐぁばっ！　と、あたしはその場に身を起こした。

　──あヽたヽしヽ……そう。リナ＝インバース……

「……え……？」

　一瞬、全く状況がわからず、あわててきょときょととあたりを見回す。

　そこは、深い穴あなの底のような場所だった。

　近くには、ガウリイ、ゼル、アメリア、そしてシルフィールが、やはり気を失って倒れている。

　冥王宮の中ではない。冥ヘルマ王スターフィブリゾが滅びるとともに、彼自身によってつくり上げられていた冥王宮も、そしてサイラーグの町も消え去ったことをあたしは知っていた。

　ふと気がついて見てみれば、あたしの髪も、もと通りの栗くり色いろになっている。

　──そういう……ことか……

　あたしはようやく、何がどうなったのかを知った。

　ふたたび視線をあたりに巡めぐらせ、そこではじめて、あたしはすぐそばに佇む、黒い人影に気がついた。

　なぜかはよくはわからないが、妙みように落ち着いた気持で、あたしは彼に目を向けた。

「──残念だったわね。ゼロス。

　思った通りに行かなくて」

　そう。

　空間でも渡って来たのだろう。そこにいたのは、竜ドラたゴンちズの・ピ峰ークで魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴに片腕を斬きり落とされ、いずこともなく姿を消した彼だった。

　今見れば、斬られたはずの右腕は、ちゃんとついているようだが、なにしろこいつは魔族である。どの程度までダメージが回復しているのかはわからない。

　あたしのことばに、黒い獣プリ神ー官ストは、いつもと変わらぬ人なつっこい笑みを浮かべたそのままで、

「──別に、残念だとは思いませんよ。

　僕が失敗したわけじゃあありませんし、ね」

「……あんた……笑いながらへーきで仲間見捨てるタイプでしょ？」

「だからこそ、魔族、なんですよ」

　あたしの皮肉に、彼はやはり、笑顔で答えた。

「けどそーすると、なんだって今ごろのこのこ出て来たわけ？

　まさか、フィブリゾのかたきうち、なんて殊しゆ勝しようなこと言うわけはないでしょーし」

「もちろん、そんなナンセンスなことはしませんよ。

　──ただ──

　一体何がどうなったのか、はっきり言って、ぜんぜんわかりませんでしたからね。

　あなたが術を制御した──というふうにも見えませんでしたし。

　それでつい、好奇心から、何がどうなったのかをお聞きしようと思いましてね」

「……あたしがすなおに解説すると思う？」

　問われてゼロスは、かすかに首をかしげ、

「……さあ……。

　けど僕も、だめでもともと、のつもりで聞いてるだけですから」

　ゼロスらしいと言えばゼロスらしいその答えに、あたしは小さな苦笑を浮かべ、

「間の抜けた話よ。……単に、二ヽ人ヽがポカをやらかしただけ」

「二ヽ人ヽ──ですか？」

「そう。

　……あーゆーのを一人、二人、って数えるのは変だとは思うけど……

　いずれにしても、あたしは別に『勝った』わけじゃあなくって、単に『生き残った』だけよ」

「──ほう」

「あたしは、重ギガ破・スレ斬イブの完全版を唱となえて──

　まともに術の制御に失敗した。

　術の制御に失敗すると、具体的にどうなるのか──

　あたしも知らなかったんだけど、どーやら冥ヘルマ王スターも、それはわかってなかったようね。

　──あたしは術の制御に失敗して──

　どうも、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに、体を乗っ取られちゃったみたいなのよね」

　あたしが口に出した金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの名に、ゼロスはかすかに顔をゆがめるが、あたしはかまわず話を続ける。

「その間、あたしの意識の方は、あヽれヽと同化してたよーな、完全に呑のみ込まれてたよーな……とにかく、記憶はあるんだけど、そのあたりははっきりしないわ。

　ところが、よ。

　冥ヘルマ王スターが、あヽれヽあたしと同化してた、ってことに気づかずに、攻撃しかけてきちゃったのよね。

　それで、怒ったあヽれヽが逆襲した、ってわけよ。

　自分たちの味方だ、って信じてたあヽれヽに、まちがって攻撃した上に逆襲されて、フィブリゾも混乱しちゃったみたいでね。必死で抵抗したのよ」

　──冥ヘルマ王スターの致命的な間違いは、あヽれヽを、自分たちの味方だと思っていたことにある。

　だからこそ、攻撃を受けて驚き、抵抗したのだろう。

　たしかに、虚きよ無むだの混こん沌とんだのといえば、魔に近い存も在のと思いがちだが、フィブリゾが言ったように、彼ら、滅ほろびを目ざす魔族と、あたしたち、存在を望むものとが、もともと同じもの──つまり、あヽれヽから分化したものだとしたら──

　あれは、魔族の王であると同時に、あたしたちの王でもあったのだ。

　……ま……そんなのに間違ってでも攻撃しかけたら、ふつーは反撃されるわな……

「あヽれヽの方も、それでますますムキになって、冥ヘルマ王スターを潰しにかかる。

　……このあたりから、人間の理解力超こえちゃってるんで、はっきりとはわかんないんだけど、たぶん……

　──まともにやれば、あヽれヽの方が、フィブリゾの力を圧倒的に上回ったんだろーけど、人間あたしを核にして出てきたもんだから、思ったふうに力がふるえなかったみたいね。

　自分の力が、一度にどれくらいまで使えるのか、限度を無視したまんまで、ムキになってフィブリゾにかかって行って──」

　あたしは両手を、ばっ、と肩のあたりで開き、

「結局、両方が食い合うよーなかっこうで、共とも倒だおれ、ね」

　一旦はあたしを支配したあヽれヽも、力の使いすぎで、あたしを支配することさえできなくなった。

　その瞬間──

　この世界での依よりどころを失ったあヽれヽは、ふたたび無だか混沌だかへと帰って行った、というわけだろう。

「……なるほど……それで、『二人のポカミス』で、結局あなただけが残った、というわけですか……

　いやあ、たしかに間の抜けた話ですね。はっはっはっは」

　完全にひとごとの口調で言うゼロス。

　……ひょっとしてこいつ、実は、フィブリゾや、今回の計画が、気に食わなかったんじゃないだろーか。

「──なるほど。それで納なつ得とくいきました」

　言ってゼロスは、くるりっ、とあたしに背を向けた。

「──行くの？」

「ええ。もう何の用もなくなりましたから。

　──それとも──」

　背を向けたそのままで、ゼロスは問う。

「あなただけは許せない、このまま見逃すわけにはいかない──

　とでもおっしゃいますか？」

　いつもと変わらぬ口調の彼に、あたしはひょいっ、と肩をすくめ、

「……そーゆー疲れるセリフはあんまし好きじゃあないのよ。

　ここであなたとケンカしても、負ければ大損、勝っても単なる自己満足よ。

　……ま……あなたをほっぽっとくと、世の中のためにはなんないよーな気はするけど、それはその時、ってやつね」

「……なるほど……」

　あたしのことばにほほえみながら、彼は肩越しにふり返る。

「それでは──僕は行きます。

　できれば二度とお会いしないことを祈りますよ。リナさん。

　もしそんなことがあるとすれば、その時の僕は、おそらく、獣グレーター・王ビースト様の部下、獣プリ神ー官ストとして動いているはずですから──」

「もし会うとすれば敵同志──あるいは命の取りあい、ってことね」

　あたしのことばに、ゼロスはゆっくりと、ふたたび視線を彼か方なたに向けた。

「──じゃあね。ゼロス。

　もう会わないことを祈って──」

　──それが──

　あたしと、獣プリ神ー官ストゼロスとの別れのことばだった。

　ゼロスの姿は、一瞬、ゆらりっ、とゆらめいて、虚こ空くうの果てへと溶け、消えた。



















「……う……ん……」

　まるで、ゼロスが消えるその時を、待ってでもいたかのように、近くでうめき声が聞こえた。

　そちらの方に目をやれば、かるく頭を振りながら、シルフィールが身を起こす。

　それとほとんど間を置かず、あとの三人も意識をとり戻した。

　なかなかのナイス・タイミングである。ゼルやアメリアがゼロスと顔を合わせていれば、話がややこしくなるところだった。

　──それとも、話が終わるまで、みんなが気づかないように、ゼロスが何かの細さい工くでもしてたんだろうか。

　ガウリイ以外の三人は何やらぐあい悪そうに、おなかのあたりを押えている。

　……そーか。みんなもあたしと同じに、フィブリゾの一部を、料理のかたちで食べさせられてたんだっけ。

　しかしその、フィブリゾの一部も、すでに、あヽれヽとの戦いの中、食いつくされ、もはや完全に消えている。

　ともあれ全員、無事、身を起こし、やはり状況がよくわかっていないのか、あたりをきょときょと見回して、やがて、あたしに目を止めた。

「……リナ……さん……？」

「や。ども」

　まだどこか、ぼーっとしているシルフィールに、あたしはぱたぱた手を振った。

「……何が……どうなった……？」

「ん。冥ヘルマ王スターが倒れたから、あいつの力でつくってた、冥王宮やサイラーグの町も消えちゃった、ってわけ。

　たぶんあたしたちのいるここは、冥王宮のあった場所──たぶん、神フラ聖グー樹ンの根っこがあった穴のいちばん底だと思うわ」

　あたりを見回し、問うゼルに、あたしは、わざとおーざっぱに事情を説明した。

「……冥ヘルマ王スターフィブリゾが倒れた……って……？」

　あたしの説明を聞き終えたあと、つぶやいて、シルフィールが、ぎぎぃっ、とこちらに顔を向ける。

「……と、いうことはリナさん……

　あの呪文使ちゃったんですかっ!?」

「うっ……！　いやその……」

　以前あたしは、シルフィールに、あの術は使うな、とクギを刺されたことがあったのだが……

「いやでもだってあの場合、みんなが……」

　言いかけて、シルフィールの視線に沈黙するあたし。

「──けどともかくっ！」

　その沈黙をうち破り、ガッツポーズを取ったのはむろんアメリアだった。

「わたしたちの正義を愛するその心が、冥ヘルマ王スターの邪じや悪あくな野望をうち砕くだいたのよっ！」

「……俺たちはほとんど何もしてないぞ」

「正義が守れればそれでよしっ！」

　ゼルのスルドいツッコミにも負けず、無意味に胸を張る彼女。

　そんなアメリアの姿を見て、シルフィールは、苦笑混じりに息をつき、

「……まあ……それもそうですね……

　どうやら、術も暴走しなかったみたいですし」

　[image: ]っ……

「……そ……そーよっ！　まあ、あたしもあんな術、二度と使いたいとは思ってないし。あははははははははははははははっ[image: ]」

　頰ほおにひとすじの汗浮かべ、かわいた笑い声を上げるあたし。

　……ほんとーは、暴走させまくったあげく、単なるぐーぜんでこーゆー結果になっただけなんだけど……

　制御した、とゆーことにしておこう……

「……なあ……なんでもいいんだけど……」

　ガウリイが言う。いつもと変わらぬ、のほほーんとした声で。

「とりあえず、上に上がらねーか？　こんな穴の底で話し込んでないで」

「……それもそーね」

　あたしはこっくりうなずいて、浮レビテ遊ーシヨンの術を唱となえた。




　風が渡る。

　ふたたび荒こう野やと化したサイラーグの町を。

　──しかしそれでも──

　あちこちに芽めぶいた雑草が、大地がまだ息づいていることを物語っていた。

「……ずいぶん……すっきりしちゃいましたね……」

　寂さびしげな笑みを浮かべ、シルフィールはつぶやいた。

　ふうっ、と大きく息をつき、

「──それで──

　みなさん、これからどうなさるんです？」

「わたしはセイルーンに帰るわっ！」

　無意味に力強い口調で言うアメリア。

「ひとつの悪が滅びたことを、正義が勝利したことを！　ひろくみんなに知らしめるのよっ！」

　言って、あさっての方を、びしぃっ！　と指さす。

　……もしも将来、何かのまちがいで、彼女が女王なんぞになったら、セイルーンって、コワい国になるかもしんない……

　おねーさんのグレイシアさんとやらが、まともな人であることを願おう……

「俺は──また、適当に旅を続けるさ……」

　ゼルガディスは、遠い瞳めをしてそう言った。

　──人間へ戻る手段を探す旅──

　なんのあてもない旅路へと──

「……あの……それで……」

　ややもじもじとしながらシルフィールが言う。

「その……ガウリイさまは……どうなさるんです……？」

「え？　オレ？」

　問われて彼は、あたしの方に顔を向け、

「……どーするんだ？」

「……ど……どーするって……なんであたしに聞くのよっ!?」

「いや……なんとなく……」

「──わかりました……」

　一体今ので何がわかったのか、小さく息をつくシルフィール。

　彼女は、どこかふっ切れたような顔で、

「──私は、おじさんのところへ……セイルーンへ戻ります。

　今は、おじさんの手伝いですけど、ゆくゆくは、神官の資格を取って──

　いつの日か。

　また、このサイラーグに戻って、町を復ふつ興こうさせます──」

「……そっか……がんばってね」

　言うあたしに、彼女はにっこりとほほえんだ。

　──さて、そうすると、あたしはどうするか。

　一旦ゼフィーリアに帰って、郷く里にのみんなの顔を見てみるもよし。このままもうしばらく、あちこち旅をするもよし。

　などといろいろ考えていると。

「──ところでリナ、オレの光の剣、あれって結局どーなっちまったんだ？」

「あ。あれね。

　冥ヘルマ王スターが、もとの持ち主に返す、とかいって、どっか別の世界に送っちゃったみたいよ」

「……そーかぁ……」

　あたしの答えに、めずらしく、遠い目をするガウリイ。

　けどたしかに、魔族をも切り裂さく光の剣を失った以上、もはや彼は、腕は超一流にしても、ただの剣士にしかすぎない。

　……うーん……

「おしっ！　わかったわっ！」

　言ってあたしは、ぽんっ、と手を叩たたいた。

「光の剣にかわるよーな剣を、なにか見つけてあげよーじゃないのっ！」

「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」

　ガウリイが驚きよう愕がくの叫さけびを上げた。

「リナがっ……！　親切なこと言ってる!?」

「どーいう意味よっ!?　

　……まあ、もとはといえば、あたしが冥ヘルマ王スターに目をつけられたせいで、いっしょに光の剣も目をつけられたわけだし。

　かといって、ふつーの剣じゃあ、光の剣のかわりなんかにはなんないから……」

「けど、ンなもの簡単に見つかるのか？」

「だーいじょーぶよ」

　気楽に安うけあいをして、はたはた手を振るあたし。

　神フラ聖グー樹ンとともにあった祝ブレ福ス・のブレ剣ードは、おそらく、神フラ聖グー樹ンとともに砕くだけ散っただろうが、伝説よれば、有名どころだけでも、ブラスト・ソード、赤せき竜りゆうの剣、エルメキア・ブレードなどがある。

　……中には単なるデマもあるかもしんないけど……

「探せばあんがいあるもんなのよ。あのたぐいの剣って。

　実は以ま前えにもあたし、旅先で、無む銘めいの魔力剣手に入れてね。郷く里にの姉ねえちゃんへの手みやげにしたこともあるのよ。

　そーゆーのが手に入ったら、魔道の研究材料にも使えるから、あたしとしてもうれしいし」

「──よーし。

　つまりは、剣が見つかるまではいっしょ、というわけだな。

　途中でオレの路銀だけ持って逃げたりしないな？」

「しないって」

「よーしっ！　それなら行こう早さつ速そく行こうっ！」

「……どこへ……？」

「知らんっ！　考えるのはオレじゃないっ！」

「ちっとは考えろぉぉぉぉっ！」

　あたしのはり手が、ガウリイのうしろあたまをどつき倒した。




　──そして。

　あたしたちは、思い思いの道を歩きはじめる。

　死霊都市と呼ばれた町をあとにして──
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作：そんなこんなでっ！

　　長編第一部のトリを飾かざるお話！

　　スレイヤーズ第八巻『死霊都市の王』新装版をお送りしますっ！

Ｌ：さまざまなできごとの決けつ着ちやくが今っ！

　　でもってとぉとぉあたしもちょっと活かつ躍やくっ！

作：アレは活躍とゆーか……ともあれこの話でお前はドジっ子としての評ひよ価うかを確実なものにしたわけだが。

Ｌ：ドジっ子ゆーなっ！

　　あれはなんとゆーかっ……！　ついっ……！

作：いや待て。

　　そこいらへんのことを突つっ込こんで話すとネタバレになる。

Ｌ：ネタバレって……

　　新装版だしあとがきだし、そんなに気にすることないんじゃない？

　　三巻のあとがきでも、その時点で出てないズーマの話とかしちゃったし。

作：けど今回は、モロに本編のオチの部分に関係してるからな。一応念のため、具ぐ体たい的てきすぎる発言は避さけるよーに。

Ｌ：くむぅっ。

　　あたしとしてはいろいろ言いたいことがあるんだけど……

　　あそこでうっかりをやってなかったら、第二部からはあたしが主役だったのにっ！

　　西においしいものがあると聞けば行って食べつくし、東に高こう位い魔ま族ぞくが出ればいろいろたかりまくり！

　　南に竜王たちがいれば行って何か宴えん会かい芸げいをしろと強きよう要ようし、北に黄おう金ごん竜りゆうの長老いれば、お前のギャグは寒いからやめろと忠告する！

　　そんな獅し子し奮ふん迅じんの大活躍をっ！

作：いや。誰も読みたがらんだろ。その話は。

Ｌ：そんなことないもん！　大絶ぜつ賛さんの末にハリウッドで映画化とかされるもん！

　　監督はジョージ・Ａ・ロメ○とかだもんっ！

作：そっち方向希望っ!?

　　とゆーかどーゆー話なんだソレ!?

Ｌ：ほーら。むくむく興味がわいてきた。

作：わいて来たけどっ！　何にしろダメっぽいから！　それはっ！

　　そもそもこの本といっしょに出た新装版九巻で、もう第二部のお話、はじまっちゃってるし！

Ｌ：ちぇー。

　　今あたしが言った路ろ線せんで第二部全面書き直しとかないんだー。

作：ねえよっ！

　　ともあれ長編はこのお話でとりあえず一区切り。

　　一区切り、で思い出したんですが、突然ですがお知らせを。

　　短編集、『すぺしゃる』のサブタイトルが『すまっしゅ。』に変わることは前にも触ふれましたが、それに合わせて『すぺしゃる』からのベスト・セレクションを出すことになりましたっ！

Ｌ：そのベスト・セレクション、現時点では一応全五巻を予定してて、一巻二巻の収録ぶんは、編集さんと作者とで収しゆう録ろく作を決めよう、って話になってるんですが、四巻五巻、あとできれば三巻の収録作は読者のみなさんに人気投票をしてもらって、それをもとに決めよう、とゆー話になってたりしますっ！

　　これでまた、いつかの人気投票の時みたいに作者の部屋は投票ハガキだらけにっ！

作：いやいや！

　　さすがに今回は、編集部さんに集計してもらうとゆーことで。

　　投票はハガキ・ネット・ケータイのどれでも可！

　　ただ、ネット投票の準備とかがいつ整うのか、現時点では未定なところもあるんで、

　　くわしい方法はドラゴンマガジンなどでお知らせしますっ！

　　投票対象作品のリストとかも掲けい載さい予よ定ていっ！

Ｌ：あのキャラの出ている話を読みたい、あの話を読みたい。でも三十巻も出てたら何巻に入ってたかよくわかんなくなってきた！

　　そんなひとはぜひ一票！

作：なおこれは、○八年の企画ですので、もしもちょっと時間が経たってからこの本を手に取ってくださったみなさんはご注意を。

Ｌ：……超巨大あとがきとかも投票対象になってるかなぁ……？

　　けどアレが収録された場合、とーぜんその巻にもあとがきがあるんだろーから、あとがきのあとがき、などとゆー面おも白しろおかしい現象が。

　　ま、あたしは出番が増ふえるからいーんだけど。

作：そのへんは気にしない方向でいーんじゃないか。

Ｌ：ところでそれ、投票してくれたひとに抽選で何かプレゼント、とかはないの？

　　ドラゴンマガジンのロゴ入りトゲ付きハンマァ一年分、とか。

作：それはないっ！

　　とゆーか一年分って！　消しよう耗もう品ひんなのかトゲ付きハンマァ!?

　　まあそのへんのことは、編集さんと相談してみてもいいかもしれん。

Ｌ：ともあれ、雑誌とかでの続報をお待ちください。

作：すまっしゅ。すぺしゃるからのセレクション、そしてこの本と同時に出ている九巻以降の第二部と、いろいろ目白押しですが、おつきあいいただければ幸いです。

Ｌ：それじゃあみなさん、今回はこのへんで～
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